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Ⅰ 若者支援に関するアンケート 

（若者本人）





－1－ 

①属性（問１） 

本調査には、女性より男性、外国籍の方より日本国籍の方、20代30代より10代の方に多く、回答して
いただきました。 

問１-１ 性別 問１-２ 国籍 

問１-３ 年齢 問１-４ 同居者 

問１-５ 取得している障害者手帳 問１-６ 就学・就労状況 

54.1 41.2 3.9
0.8

0% 25% 50% 75% 100%

N=357

男性 女性 未回答 無回答

80.7
7.6

6.7

0.6 0.6

3.4 0.6

0% 25% 50% 75% 100%

N=357

日本 ブラジル フィリピン

中国 タイ その他

無回答

70.3 9.8 9.0

4.5 5.0

1.4

0% 25% 50% 75% 100%

N=357

15～19歳 20～24歳 25～29歳

30～34歳 35～39歳 無回答

60.5

79.8

22.1

16.0

27.5

20.7

6.7

15.1

3.1

1.4

11.2

3.9

1.4

0% 30% 60% 90%

父

母

兄

姉

弟

妹

祖父

祖母

配偶者

子

その他

一人暮らし

無回答

0.6

5.3

2.5

86.0

5.9

0% 30% 60% 90%

身体障害者手帳

精神障害者保健福祉手帳

療育手帳

取得していない

無回答

66.4

3.1

0.3

0.6

2.0

7.6

0.0

9.0

0.6

0.3

1.4

6.4

2.5

0% 25% 50% 75%

高校に在学している

大学に在学している

専門学校、職業訓練校に在学している

その他の教育機関に在学している

正社員として仕事をしている

非正規社員として仕事をしている

自分で店や会社を経営している

求職活動をしている

専業主婦・主夫・家事手伝い

内職をしている

その他

何もしていない

無回答



－2－ 

②進学について（問２） 

問２-１ 進学断念や中途退学の経験 問２-２ 進学断念や中途退学の理由

問２-３ 進学断念後や中途退学後の困りごと

問２-４ 困りごとに対し望む支援 

5.3

11.8 76.8

6.2

0% 25% 50% 75% 100%

N=357

進学を断念した 学校を中途退学した

経験はない 無回答

27.9

21.3

13.1

29.5

11.5

14.8

14.8

18.0

13.1

0.0

21.3

0.0

0% 10% 20% 30%

人間関係がうまくいかなかった

学業不振

体の病気や不調

心の病気や不調

校則が守れなかった

生活習慣の乱れ

校風が合わなかった

経済的理由

他にやりたいことを見つけた

日本語の不慣れ

その他

無回答

24.6

23.0

4.9

36.1

23.0

8.2

29.5

27.9

3.3

31.1

4.9

19.7

1.6

0% 15% 30% 45%

相談する相手がいない

相談する機関がわからない

体が病気や不調になった

心が病気や不調になった

家族や同居人との関係が悪化した

就学先が決まらなかった

仕事先が決まらなかった

生活習慣が乱れた（昼夜逆転）

外出しなくなった

その他

困ったことはない

無回答

遊び仲間との必要以上の外出、関

わりが増えた 

18.0

32.8

21.3

27.9

26.2

1.6

16.4

18.0

18.0

13.1

31.1

16.4

19.7

8.2

24.6

11.5

0% 15% 30% 45%

新しい就学先について相談にのってくれる人や機関

新しい仕事先について相談にのってくれる人や機関

生活全般について相談にのってくれる人や機関

人間関係づくりについて相談にのってくれる人や機関

非行や犯罪被害について相談にのってくれる人や機関

相談にのってくれる人や機関を紹介してくれる相談窓口

職業選択に役立てることができる職業別体験

悩みの解決に役立つ講座

就職を目的とした学び直しや学習支援

就学に役立つ学習支援

同じような境遇をもつ仲間と知り合える居場所

その他

ほしい支援はない

無回答

体や心の病気や不調について相談にのってくれる人や機関 

相談にのってくれる人や機関が一覧となったパンフレットや
ホームページ 

進学断念や中途退学の経験のある方
は 17.1％で、その理由としては
「心の病気や不調」、「人間関係が
うまくいかなかった」が３割弱とな
っています。 

進学断念後や中途退学後の困りごと
は、「心が病気や不調になったこ
と」、「外出しなくなった」が３割
を超えています。 

望む支援としては、「新しい仕事先
について相談にのってくれる人や機
関」や「就職を目的とした学び直し
や学習支援」が３割を超えていま
す。



－3－ 

③就職について（問３） 

問３-１ 就職断念や退職の経験

問３-２ 就職断念や退職の理由

問３-３ 就職断念後や退職後の困りごと

問３-４ 困りごとに対し望む支援 

3.1

27.5 61.3

8.1

0% 25% 50% 75% 100%

N=357

就職を断念した 仕事をやめた

経験はない 無回答

39.4

49.5

15.6

30.3

23.9

5.5

6.4

13.8

2.8

0% 20% 40% 60%

仕事内容についての不満や悩み

職場での人間関係がうまくいかなかった

体の病気や不調

心の病気や不調

他にやりたいことを見つけた

キャリアアップのための転職

転居

その他

無回答

22.0

16.5

10.1

24.8

16.5

38.5

13.8

19.3

1.8

20.2

54.1

3.7

18.3

2.8

0% 20% 40% 60%

相談する相手がいない

相談する機関がわからない

体が病気や不調になった（不調が続いた）

心が病気や不調になった（不調が続いた）

家族や同居人との関係が悪化した

仕事先が決まらなかった

その後の仕事先でも長続きせずに辞めてしまった

生活習慣が乱れた（昼夜逆転）

遊び仲間との必要以上の外出、関わりが増えた

外出しなくなった

収入がなくなった

その他

困ったことはない

無回答

相談にのってくれる人や機関が一覧となったパンフ
レットやホームページ 
履歴書の書き方、面接の仕方をアドバイスしてくれ
る機関 

36.7

24.8

31.2

19.3

19.3

17.4

21.1

16.5

25.7

9.2

18.3

0.0

19.3

6.4

0% 20% 40% 60%

新しい仕事先について相談にのってくれる人や機関

生活全般について相談にのってくれる人や機関

人間関係づくりについて相談にのってくれる人や機関

相談にのってくれる人や機関を紹介してくれる相談窓口

職業訓練等、就職に役立つ技能を習得させてくれる機関

悩みの解決に役立つ講座

就職を目的とした学び直し、学習支援

就学に役立つ学習支援

同じような境遇をもつ仲間と知り合える居場所

その他

ほしい支援はない

無回答

就職断念や退職の経験のある方
は 30.6％で、その理由としては
「職場での人間関係がうまくい
かなかった」が５割弱となって
います。

就職断念後や退職後の困りごと
は、「収入がなくなった」が突
出して多く、54.1％と半数を超
えています。 

望む支援としては、「新しい仕
事先について相談にのってくれ
る人や機関」や「人間関係づく
りについて相談にのってくれる
人や機関」が３割を超えていま
す。



－4－ 

④不安や悩みについて（問４）

現在抱えている悩みや不安については、仕事面での「求職の不安、悩み（就職できない、自分に向いた
仕事がない等）」が最も多く31.4％となっています。学校面では「進学に関する不安、悩み」が28.3％、
健康等では「心の病気や不調に関する不安、悩み」が23.8％、家族等では「友人関係の悩み（友達ができ
ない、仲間とうまく付き合えない等）」が23.5％で、それぞれ最も多くなっています。 

問４-１ 現在抱えている悩みや不安

各選択肢に１つでも回答があった回答分野をまとめてみたところ、学校、仕事、家族や交友関係、健康や
経済・社会のいずれの回答分野でも５割を超える回答がありました。 

現在抱えている悩みや不安（まとめ）

【健康等】犯罪に関する不安、悩み（犯罪被害者・加害者になる等）
【健康等】自分の居場所がない（心が安らぐ場所がない等）
【健康等】日本語でのコミュニケーションに関する悩み
その他の不安、悩み
悩みは今はない
無回答

【健康等】経済的な不安、悩み（収入源がない、借金がある等）

【仕事】失業の不安
【家族等】家庭内の人間関係の悩み
【家族等】家族の世話の不安、悩み（看護、介護、子育て等）
【家族等】友人関係の悩み（友達ができない、仲間とうまく付き合えない等）
【家族等】交際の悩み（恋人ができない、交際がうまくいかない等）
【家族等】結婚の悩み
【健康等】体の病気や不調に関する不安、悩み
【健康等】心の病気や不調に関する不安、悩み
【健康等】体の障がいの不安、悩み
【健康等】心の障がいの不安、悩み
【健康等】知的障がいに関する不安、悩み（発達障害等）

【学校】学校での学習に関する不安、悩み（授業内容、校風、学業不振等）
【学校】学校での人間関係の悩み（いじめ、友人関係、先生との関係等）
【学校】退学の不安
【学校】登校に関する不安、悩み（学校に行けない、学校に行きたくない等）
【学校】進学に関する不安、悩み
【仕事】求職の不安、悩み（就職できない、自分に向いた仕事がない等）
【仕事】仕事内容、条件についての不安、悩み（勤務時間、待遇、給料等）
【仕事】仕事上の人間関係の悩み（コミュニケーションがうまくとれない等）

23.8

16.0

8.7

12.6

28.3

31.4

27.5

24.4

12.0

21.8

9.0

23.5

17.4

7.6

19.0

23.8

2.5

10.4

5.3

21.0

3.1

14.6

8.7

9.5

10.9

7.0

0% 10% 20% 30% 40%

現在抱えている悩み（N=357）

51.5

56.9

51.0

52.4

9.5

10.9

7.0

0% 20% 40% 60%

学校に関する不安、悩み

仕事に関する不安、悩み

家族や交友関係等に関する不安、悩み

健康や経済的・社会的な不安、悩み

その他の不安、悩み

悩みは今はない

無回答



－5－ 

現在受けている支援の内容については、仕事面の「求職活動の仕方に関する相談、支援（履歴書の書き
方、面接の仕方等）」が最も多く19.9％、助けになった・役に立ったと感じる支援も「求職活動の仕方に
関する相談、支援（履歴書の書き方、面接の仕方等）」で10.4％となっています。今後新たに受けたい支
援は、いずれの項目も３％以下となりました。 

問４-２ 現在受けている支援の内容 

各選択肢に１つでも回答があった回答分野をまとめてみたところ、「仕事に関する相談、支援」が最も多
く28.6％、次いで「学校に関する相談、支援」が21.3％などとなりました。 

 現在受けている支援の内容（まとめ） 

それ以外の相談、支援を受けている

【社会との関わり】居場所づくりのための相談、支援
【社会との関わり】社会復帰のための生活支援
【非行・犯罪】少年院等更生施設による相談・支援
【非行・犯罪】保護観察所・保護司等からの支援
【非行・犯罪】非行からの立ち直り支援
日本語習得のための支援

【社会との関わり】社会とうまく関われないことに対する相談、支援

【障がい等】体の障がいに関する相談、支援
【障がい等】心の障がいに関する相談、支援
【障がい等】知的障がいに関する相談、支援
【障がい等】障がい・病気等のための給付金や優遇制度等の経済的支援
【養育・子育て】養育・子育てのための病院等医療機関による継続的ケア
【養育・子育て】児童相談所による相談、支援
【養育・子育て】児童養護施設による支援
【養育・子育て】保健師等専門家への相談
【養育・子育て】養育・子育てのための給付金や貸付等の経済的支援
【経済的困難】生活保護等の経済的支援
【経済的困難】借金の返済等に関する相談、支援

【障がい等】支援施設への通所等の支援

【学校】学校での学習に関する相談、支援
【学校】不登校に関する相談、支援
【学校】学校の人間関係に関する相談、支援
【学校】奨学金や減免制度等の経済的支援
【学校】就学に役立つ学習支援に関する相談、支援
【仕事】求人情報に関する相談、支援
【仕事】就職活動の仕方に関する相談、支援（履歴書の書き方、面接の仕方等）
【仕事】職業訓練（就職に役立つ技能や資格の習得等）
【仕事】就職に向けての職業体験活動
【仕事】就職に向けての学び直し、学習支援
【障がい等】障がい・病気のための病院等医療機関による継続的ケア

8.4

2.5

4.5

7.8

5.6

17.9

19.9

4.2

6.2

3.9

8.7

2.8

9.2

3.9

3.4

4.8

6.2

8.1

5.3

3.6

2.2

7.0

10.4

2.2

2.2

3.6

3.1

2.2

2.5

3.4

0% 5% 10% 15% 20%

受けている支援の内容（N=357）

助けになった・役に立ったと感じる支援（N=357）

今後新たに受けたい支援（N=357）

21.3

28.6

16.8

7.3

8.1

12.0

2.5

5.3

47.6

0% 20% 40% 60%

学校に関する相談、支援

仕事に関する相談、支援

障がい・病気等に関する相談、支援

養育・子育てに関する相談、支援

経済的困難に関する相談、支援

社会とうまく関われないことに対する相談、支援

非行・犯罪に関する相談、支援

それ以外の相談、支援

無回答



－6－ 

⑤今まで受けた支援で、助けになった、役に立ったと感じる支援（問４-３） 
【性別/国籍/年代/職業】 ※「－」は無回答者 

1【学校】学校での学習に関する相談、支援  

 学校での授業で先生の説明が分かりやすかったから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 先生に色々おしえてもらった。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 学校の先生の理解があった。 【男性/日本/25～29歳/大学生】 
 学びなおしの金銭的なもの。 【男性/日本/35～39歳/正社員】 
 記入なし 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 不安が解消されたから。 【女性/日本/15～19歳/大学生】 

2【学校】不登校に関する相談、支援

 記入なし 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 中学の時全然学校に行くことができなかったけど、だんだん行けるようになったから。

【女性/日本/15～19歳/高校生】 

3【学校】学校の人間関係に関する相談、支援  

 人と上手くしゃべれない。思いっきり楽しくしゃべりたい。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 悩みが減った。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 人間関係が上手くいかないから。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 人間関係に悩み学校に行きづらかったが、支援をうけてちゃんと学校に行けるようになったから。

【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 人間関係のせいでがっこうにこなかった。 【女性/その他/15～19歳/高校生】 

4【学校】奨学金や減免制度等の経済的支援

 経済的な支援がなければ進学することができなかったため。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 大学のため。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 母子家庭のため経済的支援の可能性あり。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 家族に経済的心配をかけずにすむ。 【男性/ブラジル/15～19歳/高校生】 
 家族とのつながりがないため全てにおいて助けになってもらっています。 

【女性/日本/20～24歳/高校生】 
 自分ではよく分からなかったため助かった。 【女性/日本/20～24歳/大学生】 
 進学に必要であったから。 【女性/日本/20～24歳/大学生】 
 母と２人でくらしているが、学校のお金や通学費用（バス代）は父がだすことになっているが、父は、

お金をちゃんとはらわなかったり、たばこなどに使ってしまうので、この支援に助かっています。【女性/ブラジル

5【学校】就学に役立つ学習支援に関する相談、支援  

 学校の校納金分のお金を生活費にあてれたから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
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6【仕事】求人情報に関する相談、支援  

 自分が就職したい場所を選べるから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 情報量が増えた。 【男性/日本/20～24歳/非正規社員】 
 記入なし 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 様々なことが相談でき気持ち的に楽になった。 【男性/日本/25～29歳/大学生】 
 どのような仕事があるのか教えていただいたため。 【男性/日本/25～29歳/正社員】 
 自分の悩みを相談することができたから。 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 募集を調べて、どのような職に就きたいか、助かりました。 

 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 
 病気の事もふくめ、自分にあった仕事を一緒にいろいろとさがしてくれ、相談にものってくれる。 

 【男性/日本/35～39歳/非正規社員】 
 就職の意欲が少し湧いたからです。 【男性/日本/35～39歳/求職活動中】 
 各社の就労条件が詳しく載っていて参考になった。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 しっかりとした就職活動ができるようになった。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 相談する相手がいるだけでも、かなり楽になった。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 就職に役立った。 【女性/日本/20～24歳/大学生】 
 現在通っていて、いろんな求人を探して提案してくれる。 【女性/日本/20～24歳/非正規社員】 
 自分一人では見つけられないような求人情報を教えてもらえるから。

【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 社会人になって面接対策が１人で出来ずなかなか転職・求職に踏み出せなかったが、サポート支援の

おかげで１人で進めるより、スムーズに転職活動ができている。（浜松市パーソナルサポートセンタ
ー利用） 【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 ハローワークで相談に乗ってもらったり支援してもらったりして、就活を進めることができたから。 
【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 親身になって調べたり、話をきいてくれた。 【女性/日本/20～24歳/何もしていない】 
 求職に前向きに取り組めているから。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 相談の人に求人情報、履歴書の書き方について相談しながら職を探しています。１人じゃないのでと

ても気持ちが楽です。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 浜松市へ転入してきたばかりのため浜松の会社や位置関係なども全く分からなかったのですが、会社

についてもたくさん教えてくださりとても心強かったです。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 求人に関して分からない事等相談でき助かった。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 自分の希望に合った求人を、ハローワークを通じていくつか紹介してもらえたため。 

【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 求人情報の内容を詳しく教えて頂けた。 【女性/日本/35～39歳/専業主婦・主夫・家事手伝い】 
 新しいバイトを１月くらいにはじめたいから。 【未回答/日本/15～19歳/高校生】 

7【仕事】就職活動の仕方に関する相談、支援（履歴書の書き方、面接の仕方等）

 記入なし 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 望んだ仕事に就職したいから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 履歴書の書き方などを知らなかったため。 【男性/日本/20～24歳/非正規社員】 
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 履歴書の書き方や仕事探しのアドバイスなどを基本的なところから教えてくれたので良かった。
 【男性/日本/20～24歳/非正規社員】 

 どう転職活動すれば良いか、何を勉強すべきかいっしょに考えてくれるから。
 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 分からない点を知ることが出来た。 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 １～２年近く間が空いたけれど働く中での注意点や物事のとらえ方、働くことで感じるものを知り、

就職に向けて今の自分がやってみたいことをやらせてくれて自信につながりそう。 
 【男性/日本/20～24歳/その他】 

 面接の仕方など親身に相談にのってもらいスムーズに就活ができた。 
 【男性/日本/25～29歳/大学生】 

 右も左も分からない所から道筋を丁寧に作ってくれたため。 【男性/日本/25～29歳/正社員】 
 履歴書の書き方、相談。 【男性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 今後の就活について落ち着いて考えられるようになったから。 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 就職活動のやり方がどうしても身につかなかったため。（日々の生活の悩みも相談している） 

 【男性/日本/25～29歳/専業主婦・主夫・家事手伝い】 
 書類を丁寧にはっきりと書く時、面接練習をして助かりました。 

 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 
 職業訓練を受けるきっかけになった。 【男性/日本/30～34歳/専門学校生等】 
 早期の就職セミナーで担当を付けて頂いたことにより１人で悩まず前向きに就職活動できているから。

 【男性/日本/35～39歳/求職活動中】 
 しっかりとした受け答えができるようになった。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 職務経歴書の書き方が分からなかったから参考になった。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 相談する相手がいるだけでも、かなり楽になった。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 エントリーシートのチェックを丁寧に一緒に悩みながら考えていただいたところが助けになったと感

じました。 【女性/日本/20～24歳/大学生】 
 就職に役立ち、安心してできた。 【女性/日本/20～24歳/大学生】 
 学校で教えてもらえなかったことを詳しく教えてもらうことができ、助かりました。 

【女性/日本/20～24歳/非正規社員】 
 正しい履歴書のかきかた、めんせつについてきいて新しく学ぶことができた。

【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 ハローワークで相談に乗ってもらったり支援してもらったりして、就活を進めることができたから。【女性/日本/20
 面接での話し方など一人では分からないところを客観的に見てもらえるから。

【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 面接前や書類作成時に悩みが出てきたときに支援を受けに行っているが、良いアドバイスをもらえ、

合格しやすくなったと感じるから。 【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 社会人になって面接対策が１人で出来ずなかなか転職・求職に踏み出せなかったが、サポート支援の

おかげで１人で進めるより、スムーズに転職活動ができている。（浜松市パーソナルサポートセンタ
ー利用） 【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 とても役に立ったし、後押ししてくれた。 【女性/日本/20～24歳/何もしていない】 
 就職活動をするうえで身に付けたいことの重要なポイントが分かった。 

【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 求職活動が久しぶりだったため、履歴書や面接の仕方など忘れていたことが多かったので、教えてい

ただけて助かりました。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 求職に前向きに取り組めているから。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
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 個別のため、相談がしやすい。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 相談の人に求人情報、履歴書の書き方について相談しながら職を探しています。１人じゃないのでと

ても気持ちが楽です。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 応募書類の書き方を指導していただけたので良かった。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 自分だけでは気付かなかったことを色々教えてもらえたので。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 履歴書の職歴など、どの程度まで書くものか分からなかったりしたので、参考になった。

【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 一人でやろうとしても恐らく勇気が出ずにずっと逃げ続けるだけだったと思うので、支援をしてもら

えて良かったと思う。 【女性/日本/30～34歳/その他】 
 履歴書の書き方や面接の仕方等教えて頂けた。

【女性/日本/35～39歳/専業主婦・主夫・家事手伝い】 

8【仕事】職業訓練（就職に役立つ技能や資格の習得等）

 自分が望む就職場所に就職しやすいから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 私自身が就職に役立つ技能にとぼしいので。 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 １～２年近く間が空いたけれど働く中での注意点や物事のとらえ方、働くことで感じるものを知り、

就職に向けて今の自分がやってみたいことをやらせてくれて自信につながりそう。 
 【男性/日本/20～24歳/その他】 

 就職活動に活かせる資格をとることができたから。 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 就職できない事で職業訓練は役に立ちました。 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 
 生活リズムが身についた。１日７時間週５日働く自信がついた。 

【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 パソコンの職業訓練に行って一から学び直すことができた。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 10年間もの長期就職するきっかけになった。働いて、すぐに役にたった。

【女性/日本/35～39歳/求職活動中】 

9【仕事】就職に向けての職業体験活動  

 記入なし 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 就職するための準備が出来るから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 実際に職場を体験することによって、その職場の空気感や仕事内容を知ることができた。 

 【男性/日本/20～24歳/非正規社員】 
 １～２年近く間が空いたけれど働く中での注意点や物事のとらえ方、働くことで感じるものを知り、

就職に向けて今の自分がやってみたいことをやらせてくれて自信につながりそう。 
 【男性/日本/20～24歳/その他】 

 １日の体験や３日間等自分のペースでできる時間で職業体験させてもらえた。 
 【男性/日本/25～29歳/その他】 

 就職した時に、どのような仕事をするのか役に立ちました。
 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 

 今まで経験したことのない仕事を見ることで視野が広がるから。
【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 記入なし 【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 
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10【仕事】就職に向けての学び直し、学習支援  

 記入なし 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 自分の苦手なことを克服できるよいきっかけになってくれた。 【男性/日本/20～24歳/非正規社員】 
 ある就職先をめざして、勉強して力を身に付けました。 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 

11【障がい等】障がい・病気のための病院等医療機関による継続的ケア

 正直この支援しか受けていないから。 【男性/日本/20～24歳/大学生】 
 処方されるお薬がありがたい。 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 障がいを持っている私に、アドバイスをくれた。 【男性/日本/25～29歳/高校生】 
 医師相談。 【男性/日本/25～29歳/大学生】 
 服薬をしないと不安定なため。 【男性/日本/25～29歳/専業主婦・主夫・家事手伝い】 
 病院でも日常生活でのことなど相談できた。薬の量も自分が飲める量に減らして対応してくれた。

 【男性/日本/25～29歳/その他】 
 障がいがあるので、仕事や生活のいろいろな事を何でも相談できる安心できる場所。 

 【男性/日本/35～39歳/非正規社員】 
 体の不調をケアしてくれる。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 病気とかではなかったけど、先生に話を聞いてもらえて少し楽になったから。 

【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 日中の居場所。家族との関係。 【女性/日本/15～19歳/大学生】 
 家族とのつながりがないため全てにおいて助けになってもらっています。 

【女性/日本/20～24歳/高校生】 
 悩みなどで夜眠れないなど生活に支障が出ていたので、病院に通えて良かった。

【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 メンタルの病院で、服薬をもらえて安定してるから。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 

12【障がい等】障がい・病気のための病院等医療機関による継続的ケア

 自分の居場所が見つからず、新しい居場所を求めてデイケアに通所した。
 【男性/日本/15～19歳/非正規社員】 

 どんな状態であれ、働けるのはうれしい。 【男性/日本/25～29歳/高校生】 
 他の利用者と一緒に掃除などいろいろ作業することができてよかった。

 【男性/日本/25～29歳/その他】 
 放課後等デイサービスに行って助けてもらうこと。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 

14【障がい等】心の障がいに関する相談、支援  

 不登校だったから。（中学のときに相談した） 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 メンタルクリニックに行って心がかなり楽になった。 【男性/日本/20～24歳/高校生】 
 メンタルの悩みを打ち明け、真剣に聞いてもらったおかげで、かなり精神的に強くなれたから。 

 【男性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 身体症状の相談。 【女性/日本/15～19歳/大学生】 
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16【障がい等】障がい・病気等のための給付金や優遇制度等の経済的支援

 日ごろの生活の助けになっている。 【男性/日本/25～29歳/高校生】 
 年金、経済的。 【男性/日本/25～29歳/大学生】 
 少し安くなったり、趣味のものを買えるから。 【女性/日本/25～29歳/ － 】 

18【養育・子育て】児童相談所による相談、支援  

 親と離れてお互い丸くなった。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 

19【養育・子育て】児童養護施設による支援  

 児童養護施設に入所しているから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 社会に出るための必要な事を学べるから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 家族とのつながりがないため全てにおいて助けになってもらっています。 

【女性/日本/20～24歳/高校生】 

22【経済的困難】生活保護等の経済的支援  

 自分達も受けているから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 生活の助けになった。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 浜松市児童相談所の仲介の下、生活保護受給。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 病気で仕事ができなくてもくらしていけるから。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 親から離れるために、経済的に支援が親から受けられなかったため。 

 【男性/日本/15～19歳/非正規社員】 
 親が常に生活の事で悩んでいたがそれを安心させてくれる制度だったため。

 【男性/日本/15～19歳/何もしていない】 
 家族とのつながりがないため全てにおいて助けになってもらっています。 

【女性/日本/20～24歳/高校生】 

24【社会との関わり】社会とうまく関われないことに対する相談、支援  

 不安が解決策等を教えてもらい減ったため。 【男性/日本/20～24歳/非正規社員】 
 退職してからどうやって人と関わっていけばよいのか悩んでいた時に同じような経験をしてきた人達

と出会い、自分のことをしっかり話せたことがなによりうれしかった。 
 【男性/日本/20～24歳/その他】 

 最低限人と話せるようになった。 【男性/日本/20～24歳/何もしていない】 
 メンタルの悩みを打ち明け、真剣に聞いてもらったおかげで、かなり精神的に強くなれたから。 

 【男性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 地元に戻ってきたばかりで１人でハローワークなどに行っていたときは不安だったが、仕事のことや

仕事以外のことまで相談することができて良かった。 【男性/日本/25～29歳/その他】 
 人とコミュニケーションをとる練習になっている。 【男性/日本/30～34歳/何もしていない】 
 コミュニケーション能力に関して最低限しかなかったのが、少しはまともになった。

 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 しゃべれて楽しい。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 話をきいてくれて、優しく接してくれた。 【女性/日本/20～24歳/何もしていない】 
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 同じような状況で悩む仲間の人達と出会えて悩んでいるのは自分一人ではないと思えたから。また、
不安なときに相談できるスタッフさん達の存在が心の支えになることがあるから。

【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 どうしたらいいか、方法を学べた。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 

25【社会との関わり】居場所づくりのための相談、支援  

 自分としっかり向き合ってくれたから。 【男性/日本/20～24歳/大学生】 
 趣味の合う知人と頻繁に会えるので。 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 退職してからどうやって人と関わっていけばよいのか悩んでいた時に同じような経験をしてきた人達

と出会い、自分のことをしっかり話せたことがなによりうれしかった。 
 【男性/日本/20～24歳/その他】 

 記入なし 【男性/日本/25～29歳/大学生】 
 家に引きこもらず、出かける理由になる。家族以外との接点ができる。

【女性/日本/25～29歳/ － 】 
 同じような状況で悩む仲間の人達と出会えて悩んでいるのは自分一人ではないと思えたから。また、

不安なときに相談できるスタッフさん達の存在が心の支えになることがあるから。 
【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 

 どうしたらいいか、方法を学べた。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 中学の時に、教室に行けなくなり、特別教室の登校に変わったが教室よりも行きやすくなって心友が

できたから。 【未回答/日本/15～19歳/高校生】 

26【社会との関わり】社会復帰のための生活支援

 失業給付金のおかげで、焦らず職探しをする事が出来ているので。
【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 

 どうしたらいいか、方法を学べた。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 

30日本語習得のための支援  

 学校の先生の理解があった。 【男性/日本/25～29歳/大学生】 
 日本に来たときは、日本語は（話すことが）できなかった。アラッセと、U-TOCがたくさん助けてく

れた。なぜなら、来日したときは日本語が話せなかったが、アラッセやU-TOCが手伝ってくれたから。
 【男性/ブラジル/15～19歳/その他教育機関】 

 昔は仕事の班長の日本語が分からなかった。U-TOCに来てから、班長の日本語が70％位分かるように
なった。先生は楽しく教えるのが上手、やさしい日本語だった。 
 【男性/ブラジル/20～24歳/正社員】 

 ユートックで日本語が上手になりました。 【男性/その他/15～19歳/その他教育機関】 
 もっと日本語学びたかった。 【女性/ブラジル/15～19歳/高校生】 
 U-TOCの読み書きクラスのシステムがgood。他は知らない。ベーシックひらがな→ひらがなで文を

書く→漢字。 【女性/その他/15～19歳/非正規社員】 

31それ以外の相談、支援を受けている  

 一人で抱えていた問題について相談できたこと。 【男性/日本/30～34歳/非正規社員】 
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⑥今後新たに受けたい支援（問４-４） 
【性別/国籍/年代/職業】 ※「－」は無回答者 

1【学校】学校での学習に関する相談、支援  

 学校の勉強だけじゃ足りない気がするから。 【男性/ブラジル/15～19歳/高校生】 

4【学校】奨学金や減免制度等の経済的支援

 お金が足りない。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 奨学金をすべて返済できるか心配だから。 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 
 大学進学のための資金がほとんどないから。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 

5【学校】就学に役立つ学習支援に関する相談、支援

 記入なし 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 記入なし 【男性/ブラジル/15～19歳/その他教育機関】 

6【仕事】求人情報に関する相談、支援  

 記入なし 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 将来的に仕事に就くため方法を教えてもらいたい。 【男性/日本/15～19歳/非正規社員】 
 自分が希望する職種だけでなく、相談員がおすすめできる求人を教えてほしい。 

 【男性/日本/30～34歳/正社員】 
 就職したいから。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 地域に密着した求人情報があれば聞いてみたいです。 【女性/日本/20～24歳/大学生】 
 安定した人生を送って穏やかに死にたい。 【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 仕事がしたいから。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 

7【仕事】就職活動の仕方に関する相談、支援（履歴書の書き方、面接の仕方等）

 記入なし 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 将来的に仕事に就くため方法を教えてもらいたい。 【男性/日本/15～19歳/非正規社員】 
 就職後の相談。 【男性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 面接で気をつけることや心構えなど役に立つことがあれば教えてもらいたい。

 【男性/日本/25～29歳/その他】 
 どう動いていいのか分からない事が多いのでいろいろとくわしく教えてもらいたい。 

 【男性/日本/35～39歳/非正規社員】 
 やり方が分からないから。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 記入なし 【女性/日本/25～29歳/ － 】 
 転職の経験がなく、不安な為。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 忘れてる部分をおぎなうため。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 

8【仕事】職業訓練（就職に役立つ技能や資格の習得等）

 記入なし 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
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 将来的に仕事に就くため方法を教えてもらいたい。 【男性/日本/15～19歳/非正規社員】 
 今の状態では、一部の職業で必要な技能や資格は得られるが、まだ足りない印象があるから。（ＦＰ

２、生損保など） 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 記入なし 【男性/日本/25～29歳/大学生】 
 技能を身に付けて就職に役立てたいから。 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 自分が希望する職種に必要な資格があればうけたい。 【男性/日本/30～34歳/正社員】 
 他業種他職種からの転職を目指しているから。 【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 記入なし 【女性/日本/25～29歳/ － 】 
 今現在の仕事が自分に合っていないと思うから。 【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 資格取得を考えているから。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 今までに車の免許以外に資格を持っていないため。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 資格がほしいから。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 

9【仕事】就職に向けての職業体験活動  

 自信に繋がりそうだから。 【 － / － / － /何もしていない】 
 未経験の業界へいどむ際にある程度経験できたら、入社へこぎつけやすいから。

 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 就職が不安だから。 【女性/日本/20～24歳/大学生】 
 記入なし 【女性/日本/25～29歳/ － 】 
 自分自身が思いえがいていた仕事と、実際に体験してみて、仕事として自分が交わっていけるか知り

たいから。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 自分の適性・対処を知り、転職に役立てたい為。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 体験してみたいから。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 

10【仕事】就職に向けての学び直し、学習支援  

 いくらやりたいと思っていても、技能がなければ、仕事にならないから。 
【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 

 不足部分をおぎなうため。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 

14【障がい等】心の障がいに関する相談、支援  

 近くにそのような支援を受けられる所がなかったため。 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 病気の事でいろいろなやむ事があるので相談ができると助かる。【男性/日本/35～39歳/非正規社員】 
 自分の病気を早くなおしたい。 【女性/ブラジル/15～19歳/高校生】 
 その可能性があると自分で思うから。 【女性/ブラジル/15～19歳/高校生】 
 精神的に不安定で、学校を長期間どうしても休んでしまう時期があるから。

 【未回答/日本/15～19歳/高校生】 

15【障がい等】知的障がいに関する相談、支援  

 適性検査の結果が知的障害に該当したから。 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 
 その可能性があると自分で思うから。 【女性/ブラジル/15～19歳/高校生】 
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16【障がい等】障がい・病気等のための給付金や優遇制度等の経済的支援

 現状金銭的支援をあまり受けていないので。 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 知的障害と知って、今後就職できるか心配です。 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 

17【養育・子育て】養育・子育てのための病院等医療機関による継続的ケア

 子育てするための費用の助けがあると少子高齢化の手助けになると思う。 
【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 

18【養育・子育て】児童相談所による相談、支援  

 記入なし 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 虐待に耐えることしかできず、家から逃げたいのにどうすれば良いのか分からないから。

 【未回答/日本/15～19歳/高校生】 

19【養育・子育て】児童養護施設による支援  

 虐待に耐えることしかできず、家から逃げたいのにどうすれば良いのか分からないから。
 【未回答/日本/15～19歳/高校生】 

21【養育・子育て】養育・子育てのための給付金や貸付等の経済的支援

 今後子供が生まれたときには病院など行くときには継続して見てもらえると安心。
【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 

22【経済的困難】生活保護等の経済的支援  

 仕事に定着できなかった時に相談にのってもらいたい。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 

24【社会との関わり】社会とうまく関われないことに対する相談、支援  

 人間関係がうまくいかなかった時にそうだんにのってもらいたい。 
 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 

 一度社会から遠ざかると、どうやったらその中に戻っていけるか分からなくなってしまうから。
【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 就職できた後にも人間関係の悩みなど上手くやっていけない不安や悩みがあると思うので、そういう
時に相談に乗ってくれたり支援してくれるところがあると心強いから。 

【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 仕事などでつらくなったりしたら、相談したい。 【女性/日本/20～24歳/何もしていない】 
 同じ立場の人の話も聞いてみたい。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 現在の不安を相談できる所を教えてほしい。 【女性/日本/35～39歳/求職活動中】 
 左記の不安によって社会で生きていける気がしないから。 【女性/ブラジル/15～19歳/高校生】 

25【社会との関わり】居場所づくりのための相談、支援  

 やはり自分の居場所がない、持てない人は多いと思うので、居場所づくりの相談支援はありがたいで
す。 【男性/日本/20～24歳/非正規社員】 
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 無職だとどうしても孤立してしまうため、お金がないと家に居るしかないため。
 【男性/日本/25～29歳/専業主婦・主夫・家事手伝い】 

 いつ金がなくなるかわからないので今の生活が続くように支援してほしいです。
 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 

 日本の友達と、サッカーをする機会や場所がほしい。 【男性/その他/15～19歳/その他教育機関】 
 就職できた後にも人間関係の悩みなど上手くやっていけない不安や悩みがあると思うので、そういう

時に相談に乗ってくれたり支援してくれるところがあると心強いから。 
【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 現在の不安を相談できる所を教えてほしい。 【女性/日本/35～39歳/求職活動中】 

26【社会との関わり】社会復帰のための生活支援

 無職だと生活リズムが不安定になるため。 【男性/日本/25～29歳/専業主婦・主夫・家事手伝い】 
 会社との関わり方が難しいので支援してほしいです。 【男性/日本/25～29歳/何もしていない】 

30日本語習得のための支援  

 今は日本に住んでいるため、日本の高校に入りたい。 【男性/ブラジル/15～19歳/その他教育機関】 
 もっと勉強したいから。 【女性/その他/15～19歳/非正規社員】 

31それ以外の相談、支援を受けている  

 一人ぐらし支援 【女性/日本/15～19歳/大学生】 



－17－ 

⑦支援機関や窓口について（問５） 

支援機関や窓口を知った経路については、「家族や同居人」が最も多く23.5％、次いで「学校の先生」
が12.9％、「インターネットサイト（悩みを相談する掲示板等）」が12.3％などとなっています。 

問５-１ 支援機関や窓口を知った経路

より効果的な支援機関や窓口の周知法については、「SNS（ツイッター、フェイスブック等）」が最も
多く43.4％、次いで「テレビ」が36.7％、「学校への広告物（ポスター、チラシ等）の配布、配架」が
26.3％などとなっています。 

問５-２ より効果的な支援機関や窓口の周知法 

2.5

2.8

7.3

2.0

12.3

7.6

1.1

0.0

4.5

23.5

10.1

12.9

2.5

9.5

6.7

48.7

0% 20% 40% 60%

広報はままつ

新聞

テレビ

ラジオ

インターネットサイト（悩みを相談する掲示板等）

ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブック等）

フリーペーパー

はままつホッとナビ

家族や同居人

友人や仲間

学校の先生

職場の上司や同僚

市役所（区役所）等行政機関の窓口

その他

無回答

各支援機関が発行する案内チラシ（パンフレット、カー

ド等） 

10.4

13.4

36.7

9.2

12.3

43.4

9.0

26.3

18.5

14.8

4.8

15.7

23.2

0% 20% 40% 60%

広報はままつ

新聞

テレビ

ラジオ

浜松市のホームページ

SNS（ツイッター、フェイスブック等）

フリーペーパー

学校への広告物（ポスター、チラシ等）の配付、配架

職場への広告物（ポスター、チラシ等）の配付、配架

その他

わからない

無回答

市役所（区役所）等での広告物（ポスター、チラシ等）

の配付、配架 
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⑧悩みを抱える若者とその家族の支援について、あると良い支援機関や窓口（問５-３） 
【性別/国籍/年代/職業】 ※「－」は無回答者 

 ＳＮＳ。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 ＳＮＳのＤＭ。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 インターネット。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 カウンセラー。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 カウンセリング。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 金をいっぱいくれる。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 経済的な支援などをする。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 支援を必要とする人専用のＳＮＳ。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 授業の一環として。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 近くにいてあげる。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 でんわ 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 どうにかなると思っていない。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 ない 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 ない。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 不登校児への支援で適性指導教室の設置。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 若者の気持ちをしっかりと理解する。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 仕事を探したり、技術を習得できる場所。 【男性/日本/15～19歳/非正規社員】 
 ＳＮＳなどを活用した誰でも気軽に話せる窓口がもっとあると良いかもしれません。

 【男性/日本/15～19歳/何もしていない】 
 電話やＳＮＳで相談できる場。 【男性/日本/20～24歳/高校生】 
 自分の内面世界・人格を認めてくれ、自分の能力に見合った支援をしてくれる相談機関。

 【男性/日本/20～24歳/大学生】 
 悩みについて話せて、考えられて行動ができる。１人で落ち着ける場所。呼んだりしても誰にも迷惑

が掛からない場所。 【男性/日本/20～24歳/大学生】 
 就職以外のことも含む生活に関しての相談窓口があれば個人的にはいろいろ話しやすいかなと思いま

す。「ここはこういった相談でないといけないんだ」という意識があるとハードルが高くなるように
思い、「就職に関する事ならなんでも大丈夫です」という事で今の支援機関に通っているので、一歩
踏み出しやすくして、そこから専門的にしていくというのがあったら悩みのある人たちが多少は楽に
なりやすいかと思いました。 【男性/日本/20～24歳/非正規社員】 

 市役所、区役所等に予約無しで行ける相談窓口。 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 趣味の合う知人と知り合える場所。 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 職業訓練の種類、職業体験の充実化が必要。設計、ＦＰ３、生損保、ＣＡＤ、Ｃ言語プログラミング

など。 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 就業や進学での相談を小・中学生の時からしてくれる所。同じような経験をしてきた人の講演会を開

く。就業や進学に向けて一緒に探してくれる機関。 【男性/日本/20～24歳/その他】 
 人生相談。職場体験。 【男性/日本/20～24歳/何もしていない】 
 サポステ。 【男性/日本/25～29歳/正社員】 
 サポステ。 【男性/日本/25～29歳/非正規社員】 
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 精神的な悩みを真剣に聞いてもらえるような場所。 【男性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 相談にのってくれる機関が一覧になったホームページがあると助かります。また、相談する相手がど

んな人なのかわかると相談しやすいかもしれません。どこに相談すれば良いかわからないとき、適切
な相談員を紹介してくれるコンシェルジュのような人がいたら良いです。私自身、どこ、誰に相談す
れば良いかわからず、今もやもやした悩みがあります。 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 

 年代ごとの悩みに合わせた支援窓口を教えてほしい。悩みをもつ若者のつどい、居場所的な空間があ
ると良い。社会参加できる場が欲しい。本人どうしの情報交換の場の提供。
 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 

 とにかくお金がないと居場所がないので、無料で居場所を提供する場所がもっとあると良いのではと
思う。支援機関がまとまってないので、駐車代や交通費がかかる。できればまとめて欲しい。（ハロ
ワも建物が分かれているので） 【男性/日本/25～29歳/専業主婦・主夫・家事手伝い】 

 仕事の面では企業の採用者と直接話ができる場を月に１～２回もうけていけば、働き口が見つかりや
すくなると思う。 【男性/日本/30～34歳/正社員】 

 学生には学校外での相談窓口が必要だと思う。学校と接点の全くないのが重要。いじめを受けたら学
校関係の人に触れたくないから。 【男性/日本/30～34歳/非正規社員】 

 若者が外に出て人とかかわれる場がもっとあると良いと思います。家族の相談にのれる支援機関がも
っとあると良いと思います。 【男性/日本/30～34歳/何もしていない】 

 相談できる場所がまだまだ少ないと思うので、もっと県や市が積極的になって困っている人たちがき
がねなく話ができる場所を増やしてほしい。 【男性/日本/35～39歳/非正規社員】 

 市や県で未婚の男女を集めて大学のサークル活動みたいなことを実施したらおもしろそうかも知れま
せん。（例：ボルダリング、ノルディックウォーキングの教室とか）民間企業とコラボして婚活支援。
 【男性/日本/35～39歳/求職活動中】 

 発達支援児童相談所。 【男性/日本/35～39歳/求職活動中】 
 同じ悩みを抱える人同士で交流できる場があれば良いと思います。

 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 とにかく目につきやすい案内が欲しい。相談する場所が分からないと次のステップへ進めない。 

 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 人目に付きやすく、窓口や案内を設置する。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 身だしなみに関する知識やそれに対する支援を行える機関（頭髪、化粧、服飾、歯）。外見に対する

コンプレックスへのケアがあると良いケースはいくらかあると思う。特に引きこもりは乱れがちな為。
同じ悩みを抱える人同士での交流スペース。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 

 自分のことをあんまり言わなくても良くて小さい悩みでもきいてくれる場所。
 【男性/ブラジル/15～19歳/高校生】 

 もっと就学面での支援があったほうがいいと思う。定時制、通信制にかよってる人でも進学したい人
ってたくさんいると思うし、全日制にかよいたかったけど無理だった生徒もいっぱいいると思う。全
日制と定時、通信のかかわりをふやすてきな。全日レベルにおいつける授業を進学したい人用にひら
くとか。ホットライン？みたいなやつの電話の人、塩対応かな。電話だけでじゃなくて、場所だかか
りて（支援が必要な人）を集めて、相談等やったらいいと思う。 
 【男性/ブラジル/15～19歳/高校生】 

 ＪＬＰＴを勉強できるクラスをふやす。たとえば週末の朝。１回500円ならだいじょうぶ。 
 【男性/ブラジル/15～19歳/その他教育機関】 
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 悩んでいる人が行ける施設をもっと大きくしてほしい。 【男性/フィリピン/15～19歳/高校生】 
 市役所に英語とフランス語で、相談できるといい。 【男性/その他/15～19歳/その他教育機関】 
 counsellor。もっといいかんきょうをつくる。たとえば（がっこう）きょういくをもっとよくする。

いいせんせいたちをさいようしてください。先生はだいじです！！ 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 いつでもどんなときでもどんなことでも相談できるところ。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 市が管理していて、信用できてお金のかからない窓口。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 先生が気づいてあげる。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 全日制高校から通信制高校に転校する時、個人個人に合った通信制高校をいくつかおすすめしてくれ

る窓口があるとうれしいと思う。大学進学を目指すのか、就職を目指すのかなどタイプ分けして。【女性/日本/15～
 テレビ、でんわ。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 ＳＮＳを使っての相談窓口。 【女性/日本/15～19歳/大学生】 
 電話で話をきいてくれる。 【女性/日本/20～24歳/大学生】 
 家族がそろって相談することができる機関。外出できない人でも対面せずに相談できる機関。話すの

が苦手な人もいるので、文章や文字だけでやり取りができたらいいと思う。 
【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 現在、求職中で就職支援機関の浜松パーソナルサポートセンターを2018年10月から利用しています。
来春には機関が終了してしまうと聞いたので、またそのような施設があれば、転職を考えているアル
バイト・パートの若者が助かります。 【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 転職を目指す若者、社会人経験のない若者に異業種、異職種への志望する業界・職種のアルバイトを
あっせんしてくれる支援機関。将来どういうことがしたいのか、キャリアプランに沿って、必要な資
格や経験を一緒に考え、それを得るために経験を積める場所をあっせんしてくれる支援機関。 

【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 夜の居場所。 【女性/日本/20～24歳/その他】 
 メールで、相談できる窓口（悩み等）もしくはＳＮＳ。 【女性/日本/20～24歳/何もしていない】 
 仕事等でつらくても相談窓口はほとんど10：00～や9：00～で、終わりも17：00、18：00でなんの

やくにもたっていないと思う（仕事中）ので土・日・祝や、19時までとかにしてほしい。 
【女性/日本/25～29歳/正社員】 

 悩みを抱える人が、自分は一人ではないと実感できるように同じような悩みをもつ人達と出会って交
流できる場所。相談員さんの存在はもちろん助けになりますが、仲間の存在が自分にとって非常に大
きいものだと感じるため。 【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 

 若者の長所を理解して必要に応じた案内、求人の提供を行ってくれる場所。
【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 

 個別ブース（他の人の顔などが見えないようなしっかりとした）のある相談場所。
【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 

 保険証を返却し、親の扶養に入ろうとすると周りの人に仕事してない、クビになった事が分かるのは
恥ずかしいということで入らないようにしている。出来たら周りの人に分からないようにする事が出
来ないでしょうか。 【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 

 それぞれの仕事について、「ここが大変」ということ、苦労したことなど、必ずこれは必要（現実問
題として）という、現場で働いている人の声を聞きたい。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 

 若者とか家族などとしばりがないような、支援機関や窓口がほしい。
【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 
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 外国人で日本語わからない人。 【女性/フィリピン/15～19歳/高校生】 
 こういうことの話し合いをひらく。 【女性/フィリピン/15～19歳/高校生】 
 相談するところが欲しい。言語の勉強するところがほしい。 【女性/フィリピン/15～19歳/高校生】 
 行きたくても行けなかったり、その機会を知ることができなければ意味はないので、例えば全ての学

校に相談に乗れる人や、相談箱のようなもので手紙のやり取り（コミュ障の人や失声症等の人のため）
ができるシステムを置けば、直ぐにかけつけることができると思います。その存在はポスターやお便
りなどで知ってもらうことができます。 【未回答/日本/15～19歳/高校生】 
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⑨悩みを抱える若者とその家族への支援について、浜松市への意見・要望（問５-４） 
【性別/国籍/年代/職業】 ※「－」は無回答者 

 金。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 がんばって！！ 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 支援金を増やしてほしい。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 どうにかなると思っていない。 【男性/日本/15～19歳/高校生】 
 どんな支援が有るのか知らないので知る機会がほしい。 【男性/日本/20～24歳/大学生】 
 職業訓練できる種類、職業体験活動の充実化。 【男性/日本/20～24歳/求職活動中】 
 現状を理解している教育者・企業が少な過ぎる。話にならない。学校（高校）に所属する間に、手だ

てを打っていたらと後悔しきりである。学校は全く相談に乗らないばかりか「努力が足りない」とさ
れた。本人の特性を活かす進路（一般就労の障害者枠）を「学校以外の機関も含めて相談できるしく
み」が必要だと思う。（現状の制度では無理だと理解するが）このままでは「社会に出て働く、税金
を納める」以前に、「社会は受け入れてくれない所（疎外感）」ばかりである。学校教育（教員教
育）・しくみ（療育手帳のない発達障害者が社会で職を得るため、学校から送りだすシステム）づく
りが急務だと思います。 【男性/日本/20～24歳/その他】 

 周知活動に力を入れてたくさんの悩みを抱える人の手助けをしてあげてください。
 【男性/日本/25～29歳/正社員】 

 Ａ型事業所も以前より仕事内容が高度化し、障害の重い人には働きづらくなっている。働く意欲があ
っても、就労もできず落ちこんでいる本人、家族もいることを忘れないでほしい。障害が２つ以上あ
る場合は支援を受けるのがむずかしい。年金も20才以上で障害が重くなっても、生まれつきの難病が
原因とされ厚生年金の適応が除外され、経済面でも不安を感じる。公共団体からも生きがいのもてる
仕事・時間の提供を求める。 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 

 悩みを抱える若者も、時として家族からの支援が必要になることがあります。しかし、周りの家族か
ら理解されなかったり、周囲の人がどう対応すれば良いのかわからないことがたくさんあると思いま
す。悩んでいる若者の家族に向けて情報を発信して頂けると助かります。
 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 

 もう外国人のうけ入れはしない。 【男性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 学校に通っているうちに支援をするのがやはり効率的だと思うので、そこに力を入れてほしい。（自

分が学生だった頃は利用できなかったので）既に利用者がいる所ともっと協力をしてほしい。浜松は
大きな福祉系の団体があるので、有効だと思う。 
 【男性/日本/25～29歳/専業主婦・主夫・家事手伝い】 

 働き方改革というか、手当てなしの休日出勤、サービス残業、パワハラはなくならない。もっと企業
の中まで入りこんで社長などの幹部の意見ではなく、平社員の話を聞いてくれなければ今の状況はか
わっていかないので、会社の中まで入りこんで勤務状態とかを確認してほしい。 
 【男性/日本/30～34歳/正社員】 

 相談するだけでも、問題を抱えていたり、うつの人にはかなり高いハードルなので、もっと気軽に相
談できることを広めてほしい。あと窓口などがあるということを多くの人に認知してもらうようにし
てほしい。 【男性/日本/30～34歳/非正規社員】 

 もっと積極的に何のきがねもなく安心して相談できる場所を作ってほしい。 
 【男性/日本/35～39歳/非正規社員】 
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 数年前からたくさんのサクラが混ざっている婚活パーティーなどが目立ちます。それらを主催してい
る企業、団体を法律で規制してほしいです。（真剣に婚活をしている人からお金を取る行為が信じら
れないと思うからです。） 【男性/日本/35～39歳/求職活動中】 

 支援機関や窓口を、人目につきやすいようにしてほしい。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 どのような支援があるのか、テレビやホームページを使って認知させてほしいです。 

 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 人目に付きやすく、窓口や案内を設置する。 【男性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 南区役所たち対応悪い。全員かどうかは知らないけど。 【男性/ブラジル/15～19歳/高校生】 
 日本語を勉強したいから、もっと日本語の先生をふやしてください。 

 【男性/ブラジル/15～19歳/その他教育機関】 
 会社の中で日本語教室があるといい。仕事もしたいし、日本語も勉強したい。 

 【男性/ブラジル/20～24歳/正社員】 
 悩んでいる人が行ける施設をもっと大きくしてほしい。 【男性/フィリピン/15～19歳/高校生】 
 個人情報を勝手に言わないでほしい。「児童相談所」最悪。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 匿名で受けれる。悩み相談の中で、本人が希望するなら学校や会社への報告や“どうにかする”という

事をした方がよいと思います。警察と組みけいこくという形でその人と一緒に立ち向かうということ
をした方が良い事だと思います。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 

 もう少し芸能人が来て欲しい。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 もう少し分かりやすく窓口などを広めてほしい。見つけにくいし何をすれば良いのか（どういう手続

きがあるのか）わからない。 【女性/日本/15～19歳/高校生】 
 もっと親身になって悩みを聞いてくれる方が増えるといいと思います。事務的な態度ではなく、一緒

になって状況に合わせていろいろ考えて下さる方だと、自分の意見も打ち明けやすいです。色々と書
きましたが、私は浜松市が好きなので、もっとよりよい町になることを願ってます。ありがとうござ
いました。 【女性/日本/15～19歳/何もしていない】 

 国規模の話になってしまいますが、生活保護をもう少しかえた方が良いと思います。給付されてる身
で恐縮ですがもう少し受け取れる金額をもう少しあげた方が自立できる人も多いのではないかと思い
ます。月に週５日で働いている私も給付があってもきびしいです。（学費などで引かれるからかもし
れませんが）それでもほとんどのお金がなくなってしまい貯金もほとんどできません。仕事と学校で
朝から夜まで家に帰らない私でさえギリギリなら一日中家にいる人は無理だと感じました。

【女性/日本/20～24歳/高校生】 
 １人１人の考え方や個性に対してもっと肯定的な環境になってほしいと思うので、小学校くらいから

正解のある授業だけでなく自分がどう思うか、他の人がどういう意見を持っているのかを発表・共有
できる授業を増やしてほしい。 【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 今、新卒ハローワークを利用させて頂いていますが、担当の方が良いアドバイスをして下さり、大変
助かっております。その前はハローワークにて相談をさせて頂いておりましたが、若者向け、予約制
であるところで、利用しやすいので新卒ハローワークを主に利用しています。転職サイトやエージェ
ントも利用していますが、書類の添削をその場でして頂けるところが大変良いと思っています。ハロ
ーワークは知っていても新卒ハローワークや若者ハローワークを知らない人は多いと思うので、是非
ＰＲに力を入れて頂きたいと思っています。 【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 

 まずはどんな悩みを抱えてる人がいるのか、どのくらいの数いるのかという実態を調査して、しっか
りと把握してほしい。助けが必要な人を見逃さないでほしい。 【女性/日本/20～24歳/求職活動中】 
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 いつもありがとうございます。前向きに生活できるようになりたいです。浜松市のホームページに
「仕事の悩みに関する支援機関」などが多くあることをもう少しアピールしてもよいと思います。【女性/日本/20～

 残業代の未払いや職場環境、有給の取得など、悪い会社があるのに、なにも良くなっていかないのは
なぜだろうと思う。最低賃金が上がったが、何もかわらないと思う。

【女性/日本/25～29歳/正社員】 
 非正規の人がストレスで心や体を壊すことのない優しい市にして下さい。優しさが仇とならない環境

で働きたいです。よろしくお願いします。 【女性/日本/25～29歳/非正規社員】 
 ＳＮＳなど若者のよく見るサイト上に情報発信を積極的に行うと良いと思います。

【女性/日本/25～29歳/求職活動中】 
 今回はじめて、ハローワークに行かせて頂きました。相談にのってくださったスタッフの方々が笑顔

で丁寧に話を聞いてくださり、とても安心しました。「働くところがない、これからどうしよう」と
不安な気持ちで向かう方々がほとんどだと思いますので、スタッフの方々が、アットホームにむかえ
て頂けますと、焦る気持ちがおちつき、改めて自分と仕事に向きあえ、仕事を探すことに前向きな気
持ちになれると感じます。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 

 若者が入りやすい場所に相談窓口を置いてほしいです。 【女性/日本/30～34歳/非正規社員】 
 役所は冷たい。事務的で相談をしても親身になってもらっている感じがしない。

【女性/日本/35～39歳/正社員】 
 法律的な相談をしたい時はどうすればよいか、分かりやすくしてほしい。協働センターの職員を定期

的に入れ替えてほしい。 【女性/日本/35～39歳/求職活動中】 
 今ある支援をこれからもけいぞくしてほしいです。 【女性/日本/35～39歳/何もしていない】 
 外国人学習支援センターのような施設を、もっと作ってほしい。今は、自宅から遠い。浜松駅の近く

に欲しい。 【女性/その他/15～19歳/非正規社員】 
 児童養護施設を近くにほしいです。何かあった時、逃げ込むことができる場所が必要です。いつも近

くの公園に一時逃げていますが、暗くなれば無理でも帰らなければいけません。虐待被害専用の電話
などもあればより助かります。被害に遭った時、直接警察よりもそのような専門のところへの方がか
けやすいです。どこからが警察に通報すべきか分からず、いざという時にＳＯＳを出せずに苦しんで
います。どうかお願いします。 【未回答/日本/15～19歳/高校生】 

 学費が減ると嬉しい。 【未回答/その他/15～19歳/高校生】 
 職場体験→就職へ結びつけてくれるようなもの。 【 － / － / － /何もしていない】 



Ⅱ 若者支援に関するアンケート 

（支援機関） 
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①支援分野（問１）・対象年齢（問２）

問１ 支援分野 

問２ 対象年齢

②子ども・若者支援について（問３）

14.9

1.4

12.2

13.5

2.7

1.4

50.0

4.1

0% 30% 60% 90%

生活環境改善等の支援

保健・医療支援

就学・修学支援

就労支援

矯正・更生保護等の支援

外国人支援

その他

無回答

17.6

32.4

32.4

25.7

45.9

27.0

2.7

0% 30% 60% 90%

０歳～15歳まで（中学校卒業まで）

15歳～18歳まで（中学校卒業から高校卒業まで）

18歳（高校卒業から）～30歳未満まで

30歳～40歳未満まで

年齢制限はない

その他

無回答

2.7

21.6
45.9 24.3

5.4

0% 25% 50% 75% 100%

N=74

達成している 達成に近づいている

どちらともいえない あまり達成に

近づいているといえない
全く達成していない 無回答

1.4
33.8 32.4 24.3 1.4

6.8

0% 25% 50% 75% 100%

N=74

十分にできている できている どちらともいえない

あまりできていない 全くできていない 無回答

本調査には、支援分野及び支援
対象年齢が様々な支援機関に、
回答していただきました。

（２） 「社会生活を
円滑に営む上
で困難を有す
る若者を支え
る」ための支
援を行うこと
ができている
か

（１） 現行計画の基
本理念を達成
していると思
うか

現行計画の基本理念を達
成しているかどうかにつ
いては、「どちらともい
えない」が 45.9％と最
も多く、達成派と未達成
派の割合はほぼ同率とな
っています。

若者を支えるための支援
ができているかについて
は、「できている」が
33.8 と最も多くなって
います。
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③若者が抱える困難について（問４～７）

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
001 ３どちらともいえない

事業は充実してきているが、相談を受けてい
るなかで子育てがしやすくなったという感想
をほとんどきかないため。 

３どちらともいえない
・不登校の児童の数が減少しない。
・不登校の児童がそのままひきこもりの若者
になっていく状況が減っている印象があま
りない。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・養育に問題があっ

たり、発達に課題
がある子が集団生
活の中で問題行動
がみられたり、不
適応をおこしてい
る。 
・上記の状況によ
り、親から虐待さ
れる子もいる。 
・養育環境の影響に
より、不登校にな
る児童がみ られ
る。 
・貧困家庭の子ども
の学力低下がみら
れる。

・発達の遅れ。
・養育環境。 
・親の貧困。 
・ひとり親家庭の増
加。 

・障害に関する相談
先や療育施設の充
実。 
・虐待の早期発見、
早期対応、支援。 
・貧困家庭の子ども
に 対 す る 学 習支
援。 
・適切な養育環境を
整えることができ
るよう、親に対す
る手厚い支援。 

支援の必要性の有無
と必要な支援の見極
めができるような力
をつける。 

15～18歳 ・経済的な理由によ
り、希望どおりの
就学ができない児
童がいる。 
・若年妊娠により、
様々な問題がみら
れる。

・親の貧困。
・ひとり親家庭の増
加。 

・就学時の貸与等の
充実。 
・性教育による知識
の普及。 

支援の必要性の有無
と必要な支援の見極
めができるような力
をつける。 

18～30歳
未満 

・晩婚傾向
・妊娠・出産、育児
に関する知識が不
足している人が多
い。そのことによ
り、不適切な対応
がみられる。 
・予期せぬ妊娠によ
る不安や経済的な
負担の訴え があ
る。 
・非正規雇用のた
め、経済的に困窮
している。

・経済的な安定や一
定以上の収入が見
込めず結婚にふみ
きれない。 
・妊娠・出産、育児
に関する知識を得
る機会が少ない。 
・育児について、気
軽に相談できる環
境がない。 

・結婚に結びつけら
れるような出会い
の場を設ける。 
・就労支援の充実。 
・妊娠・出産、育児
の悩みを抱える人
に対する相談体制
の充実。 

支援の必要性の有無
と必要な支援の見極
めができるような力
をつける。 

30～40歳
未満 

・夫婦で就労してい
る家庭が多いが、
親族や祖父母に子
どもの養育を頼め
る場合が少なく、
預け先に苦慮して
いる。預け先がな
いため、未就労の
母親も多い。

・子どもを養育して
いくうえでの経済
的な負担が 大き
い。 

・ひとり親家庭の貧
困。

・認定こども園、保
育所、放課後児童
会を希望どおり利
用できない。 

・子どもの養育費が
家計を圧迫してい
る。 

・ひとり親家庭の非
正 規 雇 用 率 が 高
く、収入が安定し
ない。 

・施設等の充実を図
り、待機児童の解
消。 
・子育て世代に対す
る経済的支援。 

支援の必要性の有無
と必要な支援の見極
めができるような力
をつける。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
002 ３どちらともいえない

浜松市子ども・若者支援プランを理解して支
援しているわけではない為「どちらともいえ
ない」だが、学習教室を通して子供達の居場
所作りや、親を支援する事で子供の暮らしに
良い影響を与えていると思われる。

２できている
社会的基盤の未熟な若者に対し居場所・就
労・経済等の面で支える事を行っている。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・ひとり親→経済的

困窮 
・不登校

① 親の仕事や精神疾
患が有ると子供に
対応できない。 
学校の規則・制度
にのれない子供は
過ごしづらい。 

② 養育費がもらえな
い。子育てをしな
がら生活をまかな
うだけの収入を得
るには負担が大き
い。

① 学校以外の居場所
の選択肢が多様に
ある事。 

② 養育費のとり決め
をしてから離婚す
る流れ、しくみ、
相談支援など。 
市が独自に助成す
る制度を作る。

① 一人々を認める。
居場所が有る事を
伝える（学習支援
など）。 

② 親が安心、安定す
る支援をする事で
子供も安心すると
思われる。 

15～18歳 高校に進学したが、
様々な理由で退学。
再入学や就職などの
手段がわからず、自
宅でひきこもりとな
る傾向にある。 

① 基礎学力が不足し
ている為、勉強に
ついていけない。

② 対人関係を作る、
維持することがで
きず孤立する。

③ 親の能力の問題。

① 退学予防の為の学
びの場・対人関係
構築の場。 

② 転校・就職支援。
③ 親の相談窓口。 

指導的なかかわりで
はダメ。 
本人の意思になるべ
くそえる実現できる
方法を一緒に学べ
る。 
親に対して能力に応
じた対応。

18～30歳
未満 

① 貧困家庭で育って
きた。 

② 義務教育時から不
登校で社会とのか
かわりが薄い。 

③ 親、親族との関係
が切れ親子場が無
い。 

① 片親であったりし
て収入が少ない、
両親がいても収入
が少なく家計管理
にも課題がある事
が多い。 

② 家庭環境や低学
力・心身の疾病や
障害・精神疾患・
発達障害の問題が
ある。 

① 家計管理に課題が
有る場合には、収
支を把握して支出
を減らす為の助言
を行う。

② 低学力や不登校で
あったならば、学
び直しの場を設定
する。 
病気や障害がある
のなら受診促しや
適切な相談機関へ
つなげる。 

① 支援員からアドバ
イス、助言、何ら
かの提案を行うが
決定は本人自ら行
えるようにかかわ
る。 

② 支援員からの助言
だけでは決定が難
しい場合はその課
題となっている事
柄の専門家から具
体的に話をきくこ
とにより本人がど
うしたら良いか決
めるきっかけとな
る場合もある。

30～40歳
未満 

① 相談相手がおらず
孤立している。

② 将来に期待がな
い。生きがいがな
い若者が多い。

③ 離婚の問題。

① 親や兄弟など関係
が悪い。 

② 友人も多忙（仕事
や結婚、子供な
ど）で相談しづら
い。 

③ 結婚を諦めてい
る、する気が無
い。 

④ 離婚後の生活が不
安定（仕事・金銭
面）。

① 困った時に相談で
きる場。 

② 同世代のつなが
り。 

③ 片親の世帯支援を
する制度の充実。

① 相談者の思いを否
定せずに受けとめ
る事。困った時に
相談したいという
場所になる事。 

② 十分な情報提供が
できるよう様々な
制度や支援機関に
精通している事。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
003 ４あまり達成に近づいてない

保育所待機児童の解消や女性就業支援の充実
が達成されていると感じられないため。ひと
り親家庭が子育てと仕事を両立し、自立した
生活が送れるような社会資源が整っていな
い。気軽に子どもを預けられる施設が少な
く、利用料が高額で利用できない家庭が多い
と感じる。

４あまりできていない
ひきこもりや、そのレベルまでには至らない
ものの、社会になじめずにいる若者が増加し
ている。支援機関や支える事業があるもの
の、身近なものになっていなく、本人・家族
から声を出しづらい状況がある。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・自閉傾向にある

等、発達に課題を
抱えたグレーゾー
ンの児童が、支援
の網から漏れる傾
向にある。 
・望まない妊娠・出
産、妊娠に気付か
な い 、 受 診 し な
い。 
・不登校、居場所が
ない。 
・保育所の不足。
・放課後児童会の不
足。

・発達障害。
・学級不適合による
学業不振。
・妊娠・感染症等を
含めた性教育の不
足。 
・学校以外の居場所
や子どもが本音を
出せる場の不足。
・SNSなど、物に恵
まれているが、そ
の活用・危険等の
知識不足。

・早期療育と個別支
援。 
・専門機関の受診。 
・保育所や放課後児
童会、ショートス
テイ等の受け入れ
先の確保と負担軽
減。 
・段階的な性教育と
各種情報提供。 

・本人、家族や支援
者に対する配慮。 
・本人の意思を尊重
し、自立に向けて
寄り添う。 
・子ども扱いしない
声かけ。 

15～18歳 ・自閉傾向にある
等、発達に課題を
抱えたグレーゾー
ンの児童が、支援
の網から漏れる傾
向にある。 
・望まない妊娠・出
産。 
・SNSによるトラブ
ル。 
・経済的困窮で希望
通りの進学ができ
ない。 
・不登校。
・引きこもり・昼夜
逆転。

・妊娠・感染症等を
含めた性教育の不
足。 
・発達障害や精神疾
患。 
・基本的生活習慣の
未確立。

・専門機関の受診。
・服薬治療。
・段階的な性教育と
各種情報提供。 

・子ども扱いしない
声かけ。 
・本人に寄り添う。 

18～30歳
未満 

・社会に適応できず
職に就けない、続
かない。 
・非正規雇用で収入
が少ない。 

・思い通りにいかな
い育児へのストレ
スを感じている。 

・就労に見合った経
済的保障の不足。
・就労継続するため
の社会適応支援の
不足。

・祖父母世代が現役
就労中、また核家
族化により子育て
に協力してもらい
にくい。 

・一時保育や就園も
経済的負担が大き
かったり、空きが
なかったりして利
用しにくい。 

・家庭不和。
・金銭管理や基本的
生 活 習 慣 の 未 確
立。

・経済的な支援、就
労に集中できる環
境や社会資源の充
実。 
・金銭管理等の自立
を促す長期的な教
育環境の整備。 
・専門機関の受診、
服薬治療。

・本人の意思を尊重
する。 
・本人に寄り添う。 
・共感、受容。 
・生活モデルの提
示。 
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30～40歳
未満 

・経済的困窮。
・社会に適応できず
職に就けない、続
かない。 
・不妊治療（妊娠で
き な い 、 し に く
い）。 

・青年期に正規雇用
に つ な が ら な い
と、さらに就労が
難しくなり経済的
に不安定であるこ
と。 
・核家族化等により
親・家庭モデルの
欠如。 
・雇用、就労形態に
男女不平等
・幼少期の被虐、劣
悪な生活環境等。

・就労支援の充実。
・居場所、仲間作
り。 
・男女平等・共同の
周知啓発。 
・子育て女性の就労
支援。 
・保育施設の拡充。 

・本人の意思を尊重
する。 
・本人に寄り添う。 
・共感、受容。 
・自己決定の尊重と
エンパワメント。 

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
004 ３どちらともいえない

子ども・若者の事件・事故が減っていないた
め。 

３どちらともいえない
基本目標が円滑に行われているのかがわから
ない。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

・自発的に取り組め
ず指示待ち型。 
・自己肯定感が強
く、変わろうとし
ない。努力してい
ないので根拠のな
い自信を持ってい
るが打たれ弱く褒
め ら れ る 事 が 好
き。 
・失敗や挫折からな
かなか立ち直れな
い。 
・平等をもとめる。
競争が苦手。

・親の過保護、個性
重視の教育、ネッ
ト社会による孤独
感と不安感、社会
全体の高齢化。 
・家族や友人などと
の 会 話 の 減 少 、
SNSの発展。 

・競争させる環境。
・相談窓口の強化
（周知・連携）。 

・自分の尺度で計ら
ない。 
・まず話を良く聞
く。 

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
005 ３どちらともいえない

出生数は減少傾向にあり、晩婚化、初産年齢
の高年齢化が起こっている中で、安心して子
どもを産み育てられるよう、より一層の支援
体制や環境整備が必要と思われる。

５まったくできていない
対象者である「社会生活を円滑に営む上で困
難を有する若者」に関わることが業務上ない
ため。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 発達障害等の特性を

持ち、支援が必要な
児が、幼児期等の早
い段階で支援につな
がることができない
状況がある。 
周囲の理解や支援が
無いまま就学等に至
り、傷つき体験や不
適応等を重ね、不登
校や問題行動等につ
ながることがある。 

保護者が子の障害や
特性について受容す
ることができず、必
要な支援への促しを
拒否する場合や、子
の問題を認識でき
ず、支援の必要性を
感じていない状況等
がある。 
保護者が子の障害や
特性について気づ
き、受容ができるよ
う支援機関の職員の
関わりや信頼関係が
必要である。 

発達障害等の特性が
ある児が、将来、不
登校や社会への不適
を起こしたりするこ
とを防ぐためには、
幼少期から適切な関
わりや支援が必要で
ある。 
乳幼児期からの支援
者との良好な関係性
や地域での親子の居
場所等を作り、孤立
しない子育て環境が
必要である。保護者
が子の障害や特性を
受容できるよう関わ
り、支援につなげて
いく。 
支援が必要な児につ
いては、保健、教
育、医療等の支援機
関が切れ目のない支
援ができるよう連携
をしていく必要があ
る。

支援が必要な子ども
が、必要な支援につ
ながるためには、保
護者の理解や受容が
必要となるため、母
子保健担当者との連
携や発達支援広場事
業等における支援体
制等を整えられるよ
う努める。 

15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
006 ２達成に近づいている

施策1（就労支援）の地域若者サポートステ
ーションはままつ事業からの紹介で当校の職
業訓練若年者コースへ入校し、1年間の訓練
後、希望する企業へ就職でき、現在も継続就
労中の若者が居る等、個別の対応という形で
若者の自立支援ができていると感じる。

２できている
（１）理由と同じ

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

・精神的な心の病を
抱えた訓練生が増
えてきている。 
・ひきこもりサポー
トセンター等の支
援 を 数 年 受 け た
後、回復過程にあ
るひきこもり当事
者に対する職業訓
練は有効である事
が多い。 

・当校に来る訓練生
の場合は、会社で
の業務上のつまず
きや上司からの叱
責が原因であるこ
とが多い。 

・若者サポートネッ
ト（若者支援地域
協議会）を通した
支 援 は 重 要 で あ
る。 
また、その中で社
会生活への第一歩
を踏み出すことの
可能性が少しでも
増えつつある若者
については、社会
へ踏み出す前に、
“急がば学べ”で職
業訓練へ導く事が
必要であり、効果
も大きい。

・分野を越えた相談
窓口のネットワー
クの強化及び各機
関 が 情 報 を 共 有
し、協働で支援を
行うというのはと
ても大事ではある
が、もっと大切な
事は、利用者（若
者）が心の底から
信頼できる相談窓
口担当職員を育成
し、配置すること
ではないでしょう
か。 

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
007 ３どちらともいえない

記入なし
３どちらともいえない
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 保護者の養育（心理

的虐待）。
保護者の離婚。 関係機関の早期対

応。
関係機関との情報共
有。

15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満

精神疾患。 社会に対応できな
い。

早期治療。 医療機関へつなげ
る。

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
008 ３どちらともいえない

記入なし 
４あまりできていない
発達障害の児童・生徒の学ぶ場の充実や支援
体制については十分と言えない。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・校納金の未納。

・家庭の養育の問題
（ネグレクト等）。
・保護者の精神不安
定による不登校。
・学校への送迎（ス
クールバス停まで
の 送 迎 手 段 が な
い）。 

・保護者の養育能力
がない。 
・保護者の精神不安
定、病気。 
・障害のある子ども
の家庭での育て方
等を指導する機会
が少ない（現在は
レスパイトに重き
が置かれている印
象）。 

・自らヘルプを出さ
ない家庭や情報を
求めない家庭の問
題が大きい。関係
機関の支援を拒む
ケースもある。 
そういうケースこ
そ、複数の支援機
関が幼少期から関
わっていく必要が
ある。 

見守り続ける体制づ
くり。 

15～18歳 上記に加えて
・本人の家庭内暴
力。
・支援機関の介入を
拒む。 

上記に加えて
・支援者との関係が
こじれて、支援を
拒んでしまい、介
入できないケース
がある。

記入なし 見守り続ける体制づ
くり。 

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 見守り続ける体制づ
くり。

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 見守り続ける体制づ
くり。

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
009 ２達成に近づいている

努力していることははっきりしているため。
３どちらともいえない
現状把握が正確にできていないと考えるた
め。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 大きく分類すると教

育や家庭環境の問題
と医療の助けを必要
とするような精神
的・肉体的問題と個
人の資質による問題
にわかれているよう
に感じる。 

具体的な原因を特定
することは困難であ
ると感じています 
（ケースバイケース
であり個々のていね
いな対応が要求され
ます）。 

① 教育や家庭環境を
サポートする人的
支援。 

② 医療対応者の充
実。 

③ 子そだてのサポー
ト 
（どのような形が
いいのか悩みます
が…）。

ひとりひとりを大切
にすること。 
他の人から大切にし
てもらえるような態
度、習慣を教えてあ
げること。 

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
010 ２達成に近づいている

記入なし
２できている
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 経済的に苦しい家庭

が多く、授業料滞納
が多い。 
経済的な面での進学
の断念。
基礎学力の低下。

母子・父子家庭の増
加。 

国の就学支援金でカ
バーできていない部
分を豊橋市のような
形で市がカバーして
いただけると助かり
ます。 
様々な機関同士の連
携強化。

個別での対応。

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
011 ２達成に近づいている

就学前の教育や保育の場が障がいのある子に
対しても広がっているから。 

２できている
各機関が情報を共有しながら取り組んでいる
から。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 聴覚障害、主に軽中

等度の方（手帳のな
い方）の若者につい
て、 
周囲から理解が得ら
れず、聞こえづらさ
によるコミュニケー
ションのいきちがい
がみられること。ま
た、学習のおくれ、
情報の不足がある。

・補聴器や人工内耳
を装用しているの
で健聴者と同じよ
うにきこえる、日
常会話ができるの
で、きこえる、と
思 っ て し ま う こ
と。 
・学習現場での配慮
が普通校で多忙の
ため、手がまわら
ず、難しい事。 

・就学前まであるい
は３才～５才まで
保護者が子どもと
しっかりかかわり
のもてる環境や経
済状態であること。
（０才や１才で保
育園に入れないと
３才～では難しい
となっている。そ
うするとかかわり
方もわからず、母
子関係が薄くなり
がちのため。）障害
がうたがわれるお
子さんについては
専 門 の 療 育 以 上
に、保護者支援も
大 切 だ と 思 い ま
す。

・保護者支援。
・学校（通常校）や
園への理解啓発。

15～18歳 聴覚障害、主に軽中
等度の方（手帳のな
い方）の若者につい
て、 
周囲から理解が得ら
れず、聞こえづらさ
によるコミュニケー
ションのいきちがい
がみられること。ま
た、学習のおくれ、
情報の不足がある。

・補聴器や人工内耳
を装用しているの
で健聴者と同じよ
うにきこえる、日
常会話ができるの
で、きこえる、と
思 っ て し ま う こ
と。 

・学習現場での配慮
が普通校で多忙の
ため、手がまわら
ず、難しい事。

・就労にむけては、
大学に行かない生
徒の場合、高校だ
けではとらえきれ
ない不安感がある
と思います。就労
前に就労予定の生
徒がより頼りやす
く、問いあわせし
やすい。 

・将来にむけて家族
や本人がつながり
をつくることがで
き る よ う な 支 援
（情報を得られる
方法など）。 

18～30歳
未満

なし なし なし なし

30～40歳
未満

なし なし なし なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
012 ３どちらともいえない

我々、教育機関の立場から言うと、サポステ
や児相、精神保健福祉センターなどと協力し
ているので、少なからず貢献できているかも
しれません。ですが、市全体となりますと、
全体までは分かりかねますので、「3」として
おります。

３どちらともいえない
同上の理由。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 従来通り、不登校の

問題は変わっており
ません。それに伴
い、学習面に対する
サポートの必要性も
変わらずです。 
近年の傾向として
は、療育手帳を取る
まではないが、学習
面において困難な状
況に置かれている若
者がいます。また、
起立性○○○といっ
た症例も増加傾向に
あります。

優劣、上下などの概
念が存在しているの
が、一番の原因だと
考えます。 

どれだけ少子化が進
もうとも、不登校等
の人数は大幅な減少
傾向にはなっていま
せん。どうしても、
教室という空間に序
列は起きてしまって
います。 
道徳教育の充実もそ
うかもしれません
が、クラスや教室の
在り方を柔軟に変化
させていくのも重要
と考えます。 

未然防止です。事が
起こってしまってか
らの支援を充実させ
るのではなく、未然
に防ぐことに重点を
置かないと厳しいと
考えます。 
また、支援者自身の
勉強や変化に対する
柔軟性を身に付けな
ければなりません。
いつまでも「昔は
…」というワードに
すがっていてはダメ
だと思います。

15～18歳 同上の部分もありな
がら、より顕著なも
のとして「SNS」の
問題が挙げられま
す。SNSの登場によ
り、学校外において
も、常に友人や同級
生・先輩・後輩とつ
ながることができる
ようになり、気が休
まる時がありませ
ん。そこに疲弊して
しまっている方がい
るのも事実です。 

０歳～15歳で述べた
のと一緒ですし、そ
れがより顕著に出る
時期だと思います。 

SNSでのつながりに
関しては、正直難し
い問題だと捉えてい
ます。それは、制限
をかけることができ
ないからです。支援
や環境と言われて
も、今以上のものが
なかなか考えつきま
せん。 

未然防止です。事が
起こってしまってか
らの支援を充実させ
るのではなく、未然
に防ぐことに重点を
置かないと厳しいと
考えます。 
また、支援者自身の
勉強や変化に対する
柔軟性を身に付けな
ければなりません。
いつまでも「昔は
…」というワードに
すがっていてはダメ
だと思います。

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
013 ３どちらともいえない

おそらく、全体の中のほんの一部しか見えて
いないため、充分な根拠にもとづく判断がで
きない。

３どちらともいえない
おそらく、全体の中のほんの一部しか見えて
いないため、充分な根拠にもとづく判断がで
きない。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

人との適切な距離を
とり、必要に応じて
その距離を調整しな
がら人間関係を構築
する力に弱さを感じ
る。 
幼児性が残る。大人
になりきれていな
い。 
精神的許容範囲がせ
まいなど、別の言い
方もできる。

本校の場合、視覚障
害による様々な不利
益を被っていること
や、社会的な経験不
足、同じ境遇にある
人々とのコミュニテ
ィでの関わりの不足
などではないか。 
周囲の理解不足によ
る影響も大きい。 

・障害者に対する理
解啓発を進め、周
囲の人々が適切な
距離感を持って支
援ができるように
なることが必要で
ある。 

多様性の理解。
様々な人が一緒に暮
らしている。考え方
やできること、でき
ないこと、好き嫌い
も様々であり、それ
ぞれが幸せに生きる
権利があることの理
解。 

30～40歳
未満 

人との適切な距離を
とり、必要に応じて
その距離を調整しな
がら人間関係を構築
する力に弱さを感じ
る。 
幼児性が残る。大人
になりきれていな
い。 
精神的許容範囲がせ
まいなど、別の言い
方もできる。

本校の場合、視覚障
害による様々な不利
益を被っていること
や、社会的な経験不
足、同じ境遇にある
人々とのコミュニテ
ィでの関わりの不足
などではないか。 
周囲の理解不足によ
る影響も大きい。 

・障害者に対する理
解啓発を進め、周
囲の人々が適切な
距離感を持って支
援ができるように
なることが必要で
ある。 

多様性の理解。
様々な人が一緒に暮
らしている。考え方
やできること、でき
ないこと、好き嫌い
も様々であり、それ
ぞれが幸せに生きる
権利があることの理
解。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
014 ２達成に近づいている

市の施策に対し、各種団体が積極的に取り組
んでいると感じるから。 

２できている
高等学校における通級による指導の実施
（H30～）や合理的配慮を実施しているか
ら。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 ・友達との関係の作

り 方 が 下 手 で あ
る。 
・集団活動やグルー
プ学習がうまくで
きない。 
・全体への一斉指示
を 聞 き も ら し た
り、聞き間違えた
りする。 
・トラブルを起こし
やすい。 
・じっとしていられ
ない。

・発達障害等。
・家庭（特に両親）
内のトラブル等。 
・経済的困難。 

・通級指導や合理的
配慮。 
・スクールカウンセ
ラーによる教育相
談や医療機関への
紹介等 
・スクール・ソーシ
ャル・ワーカーに
よる支援。 

・生徒の実態把握
（アセスメント）
の上、必要な支援
は何かを検討（個
別）すること。 

18～30歳
未満 

・友達との関係の作
り 方 が 下 手 で あ
る。 
・集団活動やグルー
プ学習がうまくで
きない。 
・全体への一斉指示
を 聞 き も ら し た
り、聞き間違えた
りする。 
・トラブルを起こし
やすい。 
・じっとしていられ
ない。

・発達障害等。
・家庭（特に両親）
内のトラブル等。 
・経済的困難。 

・通級指導や合理的
配慮。 
・スクールカウンセ
ラーによる教育相
談や医療機関への
紹介等 
・スクール・ソーシ
ャル・ワーカーに
よる支援。 

・生徒の実態把握
（アセスメント）
の上、必要な支援
は何かを検討（個
別）すること。 

30～40歳
未満

特筆すべき内容なし 記入なし 記入なし 記入なし

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
015 １達成している

記入なし
１十分にできている
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし キャリア形成のでき

るアルバイトにつく
こと。

記入なし

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし



－37－ 

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
016 ２達成に近づいている

貧困家庭、外国籍の方々が変化しているた
め、その情報やサービスの徹底が難しいと思
います。

３どちらともいえない
全体像の把握はできていませんが、本人たち
は、自分の希望職種と求人先のマッチング
や、自動化、省人化、ロボット化により、仕
事がなくなるのではないかという不安の中に
います。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 ・外国国籍の生徒が

増えている（在籍
生 徒 の 30 ～
40％）。 
・定時制に通う日本
人生徒は経済的に
厳しい状況で、障
害者や生活保護等
を受けている者も
少なくない。 
・生活保護家庭はア
ルバイトを行って
もなかなか今の状
況から抜け出せな
い。 

・外国人生徒は今後
も増え、出身国の
多国籍化も予想さ
れる。 
フィリピンやブラ
ジル等は定着して
いるため通訳はい
るが、他の国は少
ない。 

・中学・高校での支
援員の増員。 
・中学までは市がサ
ポートしていただ
いているケースが
多いが、高校生に
なると、サポート
をお願いする場所
がなくなる。 
例えば高校デビュ
ーの者は児相は×
等、高校生が生活
や家庭、就職等に
ついて相談できる
機関がほしい。 

配慮すべき事項。
・幼少時代の生いた
ち、住んでいる環
境。 
・外国籍の人たちの
風習や考え方。 
心掛け。 
・支援する側も、あ
いさつ程度でよい
ので外国籍を覚え
ること（コミュニ
ケーションと信用
につながる）。 
・支援する対象者だ
けでなく、家族を
巻 き 込 ん だ 支 援
（安心）。

18～30歳
未満 

・この年齢になると
生徒の夢や希望が
出てくるが、本人
の希望と求人がマ
ッチングしないケ
ースや、就業して
も合わないことを
理由に辞める者が
多い。

現業、介護、運輸関
係だけでは希望に沿
えない。 

高校を退学した者、
一度就職したが、辞
めた卒業生等が相談
できる環境がほしい
（2022年、18才成人
となるとさらに必要
となる）。 

記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
017 ４あまり達成に近づいてない

ケース対応の中で、家庭機能が十分でないこ
とがしばしば見受けられ、今後に期待した
い。

３どちらともいえない
社会資源は増えてきたが、情報が行き渡って
いなかったり、そこまでつながりにくかった
りする現状がある。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 親への支援の必要性

が高まっている。 
地域や人とのつなが
りが希薄している。 
法の整備不足。
理想論だけでなく、
現在問題どうなのか
を国としても受け止
めてほしい。 

・地域交流、ネット
ワークづくり 
・法や制度、しくみ
の整備。 

困難となった、直面
した背景をしっかり
とアセスメントし、
受容する。 
まずは子どもを守
り、健全な育ちのた
めに支援することを
意識する。

15～18歳 義務教育を終え、そ
れまでつながってい
た支援者が切れてし
まう傾向にあると思
う。 
本人の自己責任では
済ませていけない
が、この世代は狭間
に落ちやすいのでは
ないか。

地域や人とのつなが
りが希薄している。 
法の整備不足。
理想論だけでなく、
現在問題どうなのか
を国としても受け止
めてほしい。 

・地域交流、ネット
ワークづくり 
・法や制度、しくみ
の整備。 

本人のことを気にか
けている大人が近く
にいることを知って
もらう。 

18～30歳
未満 

挫折し、自分のカラ
にこもりやすい。 

地域や人とのつなが
りが希薄している。 
法の整備不足。
理想論だけでなく、
現在問題どうなのか
を国としても受け止
めてほしい。

・地域交流、ネット
ワークづくり 
・法や制度、しくみ
の整備。 

一度失敗してもやり
直せること、一緒に
立ち向かう人がいる
ことを知ってもら
う。 

30～40歳
未満 

親がいることで「自
分はまだ大丈夫だろ
う」と思い自立に向
けた意欲が高まって
いかない。 

地域や人とのつなが
りが希薄している。 
法の整備不足。
理想論だけでなく、
現在問題どうなのか
を国としても受け止
めてほしい。

・地域交流、ネット
ワークづくり 
・法や制度、しくみ
の整備。 

親亡き後のことも一
緒に考えられるよう
にする。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
018 ３どちらともいえない

主にひきこもり、いじめ、就労支援、障害児
対策に関心がある。 
教育系、労働系、福祉系、それぞれの分野で
対応されているようにみえるが、やり方、連
携の点にまだ問題があると思う。

３どちらともいえない
記入なし 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・障害児・発達障害

児・ボーダーの子
どもたちへの学校
等でのいじめ。 
・これらの子どもへ
の 無 理 解 … 保 護
者、先生。 
・適切な進路指導
（本人の特性をと
らえていない保護
者等への配慮）。

・指導者側（保育
士、学校教諭）の
知 識 ・ 認 識 の 不
足。 
・世間体（思いこ
み）。 
・母子保健等での障
害受容への対応。 
・医療機関にタイム
リーに受診できな
い。

・正しい理解（本
人、保護者、支援
者（先生など））。 

本人・保護者へ寄り
添う気持ち。 
当事者（本人・保護
者）が受け入れるこ
と。 

15～18歳 ・障害をみとめない
親の子、ボーダー
の子の進路先とし
て、私立の高等学
校へ進学する子が
いる。 
適正な指導がなさ
れているか。 
・アスペルガータイ
プのお子さんの一
般高等学校での対
応が充分できてい
るか。

・指導者側（保育
士、学校教諭）の
知 識 ・ 認 識 の 不
足。 
・世間体（思いこ
み）。 
・母子保健等での障
害受容への対応。 
・医療機関にタイム
リーに受診できな
い。 

・正しい理解（本
人、保護者、支援
者（先生など））。 

本人・保護者へ寄り
添う気持ち。 
当事者（本人・保護
者）が受け入れるこ
と。 

18～30歳
未満 

・就労先の無理解い
じめによる退職。 
その後のフォロー
が な さ れ て い な
い。 
・学齢時期に保護者
が手帳等の障害者
扱いを拒否し、本
人が行き先がなく
なる状況。

・就労受け入れ先の
理解。

・正しい理解（本
人、保護者、支援
者（先生など））。 
＋就労先。 

本人・保護者へ寄り
添う気持ち。 
当事者（本人・保護
者）が受け入れるこ
と。 

30～40歳
未満 

・ひきこもり・ニー
トのフォロー 
親の無理解による
放置、など。 

支援機関の不足。 ・正しい理解（本
人、保護者、支援
者（先生など））。 

本人・保護者へ寄り
添う気持ち。 
当事者（本人・保護
者）が受け入れるこ
と。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
019 ４あまり達成に近づいてない

子どもの支援では、中学校区に1つ、支援と
SOS受け入れの機関が必要と思うので。 

４あまりできていない
とりあえず数の問題があると思います。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

情報の受けとり方。
判断力・情報の処
理。
自発的な情報の発信
方法。 

個人的には、鉄分不
足とたんぱく質不足
と、炭水化物過多と
思っています。 
それから、例外はあ
りますが運動不足。
筋力不足。

様々な対人技術訓練
以前に、何をどう食
べて、自分の体を整
えたら良いのか知る
ことができるような
支援。 
パーソナルトレーニ
ング。

情報は伝えるけれど
も、選択するのは、
ご本人であるという
こと。 

30～40歳
未満 

情報の受けとり方。
判断力・情報の処
理。
自発的な情報の発信
方法。 

個人的には、鉄分不
足とたんぱく質不足
と、炭水化物過多と
思っています。 
それから、例外はあ
りますが運動不足。
筋力不足。

様々な対人技術訓練
以前に、何をどう食
べて、自分の体を整
えたら良いのか知る
ことができるような
支援。 
パーソナルトレーニ
ング。

情報は伝えるけれど
も、選択するのは、
ご本人であるという
こと。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
020 ４あまり達成に近づいてない

障がいのある者が高校を卒業しても望むよう
な就労先・入所先が見つからない状況にある
から。

４あまりできていない
困難を有する若者を支えるためのハード面の
不足、ソフト面である横の連携が不十分。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 小学校高学年から中

学校の段階で、思春
期とあいまって荒れ
た行動に出ることが
多くなるが、家庭で
対応できないケース
が増えている。

・家族の絆の希薄
さ。 
・核家族化。 

・地域で支える支援
体制の構築。 
・行政の横の連携。

・家族の悩みや相談
に 誠 実 に 向 き 合
う。 
・地域資源を有効に
活用するよう情報
を提供する。 

15～18歳 障がいのある子らの
将来を見すえての実
習先など、受入れ先
の選択数が少なく、
希望している実習先
や、その後の（卒業
後の）就労先が希望
しているようにはい
かない。

受入れ先の定員数と
事業所数の不足。

・受入れ事業所の充
実（数も職員も定
員も、事業所への
助成も）。 

・家族の悩みや相談
に 誠 実 に 向 き 合
う。 
・地域資源を有効に
活用するよう情報
を提供する。 

18～30歳
未満 

・家族といっしょに
くらしていて、B型
の就労先に行って
いる方が多い。 
・A型や、一般就労先
も、ほとんどの方
が、４～5.5Hで、
６H以上で社会保険
のある方はいませ
ん。これから先の
生活が不安。一人
ぐらしで障害者年
金のない方や３級
の厚生年金の方な
ど、生活保護の方
と同じくらい11万
円くらい。（3級）
とA型。

・一般就労先で、６H
以上働いて、社会
保険に入れてほし
い。時間も８Hでき
る子もいるのに、
はじめから、そう
いう働き方でしか
とらないという。
障害者雇用の問題
と思う。月10万も
いかない。７万～
はいくけど。 

・一般就労先での時
間数をふやして社
会保険がつくよう
にしてほしいし、
８Hできる人には８
H働けるようにして
ほしい。 
・A事業所の時間も４
Hだけでなく、もっ
と働けるようにし
てほしい。障害者
もやる気のある方
もいるので事業所
もがんばってほし
い 。 厚 生 労 働 省
が、音頭をとって
やってほしい。 

・より生活の安定の
ため、一般就労先
を捜す。 
・一般就職先を続け
ていく。不利にな
らない見守り。
・また障害者年金の
手続きをしてない
方には障害者年金
手 続 き を す す め
る。 

30～40歳
未満 

・家族といっしょに
くらしていて、A型
やB型。 
・月７万稼いで、障
害者２級年金をも
らっていても（13
万）、母親といっし
ょ で な い と 生 活
は、いっぱいいっ
ぱい。40才すぎる
と、父親が亡くな
って、母と２人と
か、他の障害を持
って働いていない
３人でくらしてい
る等あります。生
活が大変。 

・一般就労先で、６H
以上働いて、社会
保険に入れてほし
い。時間も８Hでき
る子もいるのに、
はじめから、そう
いう働き方でしか
とらないという。
障害者雇用の問題
と思う。月10万も
いかない。７万～
はいくけど。 

・40才まで、ずーっ
とこの状態で、困
ってハローワーク
や求人雑誌等で応
募するが、一般の
社会保険がついた
り、６H以上の時間
の仕事はない。単
期間のものはある
がそれが終われば
仕 事 は あ り ま せ
ん。

・一般就労先での時
間数をふやして社
会保険がつくよう
にしてほしいし、
８Hできる人には８
H働けるようにして
ほしい。 
・A事業所の時間も４
Hだけでなく、もっ
と働けるようにし
てほしい。障害者
もやる気のある方
もいるので事業所
もがんばってほし
い 。 厚 生 労 働 省
が、音頭をとって
やってほしい。 
・親も年をとってき
ていて、生活への
不安が大きい。親
亡きあとの事柄が
困ることがないよ
う に 考 え て ほ し
い。

・家族の悩みや相談
に 誠 実 に 向 き 合
う。 
・地域資源を有効に
活用するよう情報
を提供する。 
・親亡きあとのこと
を考えて、ご自分
では、充分な判断
等むずかしい方に
は、成年後見制度
をすすめる―そう
した家族からの苦
情もありますが。 
・生活保護の手続き
の手伝い。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
021 ３どちらともいえない

記入なし
３どちらともいえない
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 ・就職・就学がむず

かしく、ひきこも
りに近い生活。 
・精神疾患（自閉
症・愛着障害等）
により、対人関係
の構築がむずかし
い。 
・経済的な理由で進
学できない。 

・１人親世帯…子ど
もを預ける場所が
ないと働けない。 
正職につけず、短
時間パートなど。 
・集団生活に適応で
きないと、サービ
ス利用につながり
づらい。 
・家族の本人に対す
る障害受容ができ
ていない。 
・家庭環境（両親の
不仲等）。

・お金に関する教
育。 
・性教育。 

・ご本人の人間関係
の把握。 
・ご家族の経済状況
の把握。 
・ご本人の生育歴の
把握。 
・教育機関との連
携。 
・将来の生活につい
ての意識がどの程
度できているかの
確認。 

18～30歳
未満 

・学校を卒業して就
職をしても、長続
きせず途中で辞め
てしまい、自宅で
ひきこもってしま
う。 
・1人暮らしの方は、
誰に頼っていいか
分からない状況の
方もいる。 
・望まない妊娠。 
・性被害、DV。

・就職先のフォロー
体制の手薄さ（障
害に対する理解度
が低い）。 
・親が子どもに無関
心、問題行動をあ
きらめている。 
・きちんとした性教
育 を 受 け て い な
い。 

・若者が気軽で集ま
れるサークルを作
りそこから就職や
居場所作りをもっ
としていけたらと
思います。 
→行政で作っていた
だけることはでき
ないでしょうか？
・性教育。 
・働く場。 

・ご本人の人間関係
の把握。 
・家族の経済状況の
把握。 
・ご本人の生育歴の
把握。 
・将来についてどの
ように考えている
のかの確認。 

30～40歳
未満 

・両親も高齢になっ
てきており、頼り
に な る 存 在 か ら
徐々に離れてきて
いる。頼れる相手
が少ない。 

・両親の高齢化。
・兄弟間との関係が
悪い場合もある。 

・30～40歳代が気軽
に集まれるサーク
ル作り。 

・ご本人の人間関係
の把握。 
・ご本人の生育歴の
把握。 
・ご家族の状況（体
調面含め）把握。 
・将来についてどの
ように考えている
のかの確認。

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
022 ３どちらともいえない

よく理解していませんでした。
３どちらともいえない
若者支援をしているという認識がありません
でした。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
023 ４あまり達成に近づいてない

支援体制の細かな充実が不足している。
４あまりできていない
障害の重い人の日中活動を支援する通所の
生活介護施設の充実。行政が主導で行ってほ
しい。 
障害者グループホームが不足しているので、
利用希望者及び将来利用を希望している人の
調査を行って、何か年計画かで施設の充実を
図ってほしい。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

記入なし 記入なし 職員を募集しても確
保が出来ない現状で
す（通所介護施設・
グループホーム）。 
重度の障害者を受入
れる通所生活介護施
設の職員配置を改善
してほしい。 
現状では希望者すべ
てを受入れることが
困難です。

相談者を尊重する。
相談しやすい環境づ
くり。 
本人の想いを聴く。 
障害者を受け入れ
る。 
自立と社会参加。
主体性、自己決定の
尊重、支援。 
地域における生活支
援。

30～40歳
未満 

記入なし 記入なし 職員を募集しても確
保が出来ない現状で
す（通所介護施設・
グループホーム）。 
重度の障害者を受入
れる通所生活介護施
設の職員配置を改善
してほしい。 
現状では希望者すべ
てを受入れることが
困難です。

相談者を尊重する。
相談しやすい環境づ
くり。 
本人の想いを聴く。 
障害者を受け入れ
る。 
自立と社会参加。
主体性、自己決定の
尊重、支援。 
地域における生活支
援。

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
024 ４あまり達成に近づいてない

記入なし
４あまりできていない
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし ・保育社、養育者、

教育者が本人の困
難さに気づけるよ
うな教育、研修、
経験。 
・身近に気軽に相談
できる相談場所。

記入なし

15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

18才まで誰にも支援
を受けることなくす
ごされ、大人になっ
てからひきこもり
や、社会で不適応と
なり、問題が表出
し、相談あるものの
なかなか支援につな
がりにくい。

・児童、学生時代に
適切な支援につな
がることが困難。 

・本人の困難を、本
人の周りの人が困
難と気づけない。 

記入なし ・困難のみに目を向
けるのではなく、
生育歴、環境、背
景、本人のストレ
ングスなどにも着
目する。 

30～40歳
未満 

18才まで誰にも支援
を受けることなくす
ごされ、大人になっ
てからひきこもり
や、社会で不適応と
なり、問題が表出
し、相談あるものの
なかなか支援につな
がりにくい。

記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
025 ４あまり達成に近づいてない

本機関が関わっている知的障害者について
は、就労のために療育手帳の取得に来る方が
多いが、ある程度の年齢になると、18歳未満
に知的の遅れがあったかどうかの客観的資料
が少なく取得できないことや、時間を要する
ことがある。早い段階での取得を促していく
必要がある。

２できている
療育手帳取得者に対して、取得時に情報が不
足している場合、相談支援事業所などを案内
し、情報を集めてもらう、協力をしてもらう
など、療育手帳を取得し、就労につながるよ
うに働きかけをしている。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

障害者枠を活用しな
いと、就労が困難で
あると感じる。 
※発達障害など軽度
の方については、療
育手帳未取得の場合
もあり。 

一般枠での就労にこ
だわりがあったり、
就職ができないので
療育手帳を相談支援
事業所などから勧め
られて取得に来るな
ど、療育手帳の周知
不足や、活用ができ
ていない場合があ
る。

療育手帳を含め障害
者手帳を取得するこ
とによるメリット等
の周知。 

療育手帳等取得した
後の状況を確認する
など、取得すること
で完結するのではな
く、その後のフォロ
ーアップも必要だと
感じています。 

30～40歳
未満 

障害者枠を活用しな
いと、就労が困難で
あると感じる。 
※発達障害など軽度
の方については、療
育手帳未取得の場合
もあり。 

一般枠での就労にこ
だわりがあったり、
就職ができないので
療育手帳を相談支援
事業所などから勧め
られて取得に来るな
ど、療育手帳の周知
不足や、活用ができ
ていない場合があ
る。

療育手帳を含め障害
者手帳を取得するこ
とによるメリット等
の周知。 

療育手帳等取得した
後の状況を確認する
など、取得すること
で完結するのではな
く、その後のフォロ
ーアップも必要だと
感じています。 

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
026 ３どちらともいえない

・基本理念に対する達成度の聞き方に問題が
あると思う。 
・もっと細分化して質問をするべきだと思う

３どちらともいえない
よりそい型の支援が必要になるが、1人の支
援員に対して、多数の支援者が多くいて、対
応しきれない。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 ・多感な時期もあり

精神的に不安定で
衝動的な行動が多
い。

家庭環境。
・受診の遅れ。 
・障害の理解。

記入なし 記入なし

18～30歳
未満 

就労への意欲の問
題。 
異性への問題が多
い。

家庭環境。
・適切な就労の場
所。 

・よりそい型支援。 ・自己肯定感を感じ
ていただく事。 
・自信をつけていた
だく事。

30～40歳
未満 

就労先への不満や仕
事に対するやりがい
を感じない思い。 

家庭環境。 よりそい型の支援。
親の介護支援。 

・自己肯定感を感じ
ていただく事。 
・自信をつけていた
だく事。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
027 ４あまり達成に近づいてない

・学校生活に於ける子供のいじめは増してい
る点で、子供の育ちの安全・安心が守られ
ているとはいえない。 
・若者の自立を支えているが、自立した筈の
若者が再び離就してしまう率も高いと感じ
ているが、自立をどこまで支援するかは課
題と感じている。

４あまりできていない
例えば市が開いている居場所に、出て来られ
る人の支援は出来ると思うが、出て来られな
い、カウントされていない若者の支援は難し
く、課題だと思う 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・小学校～中学にか

けて「いじめ」を
受けて不登校。
・発達障害があるの
に、どこにも相談
できていない。 

・本人の発達障害が
周囲の大人（親、
教師等）に正しく
理解されていない
ので、その対応が
されず、ゆえに、
生活や学校に於い
ての困難が起きて
いる。 
・いじめも本人の特
徴 ゆ え に 起 き が
ち。 

・発達障害に対する
周囲の大人（親・
教師）の知識と理
解。 
・子供は、自分の困
難さを表す言葉を
発声できない場合
が多い。だから、
体の不調で訴える
の で 、 よ く 観 察
し、子供が何に困
っているのか、親
と教師はよく話し
合うことが必要。

・子供は自分の困難
さを言葉でうまく
表現できないが、
生活状態や体調等
に現れるのでよく
観察し、異変に大
人が気づくことが
重要。 
・家庭生活を安心、
安全にする為に、
親の勉強が欠かせ
ない。 
親を支える人も必
要。

15～18歳 ・小～中～から続く
いじめや勉学の困
難さにより、全く
学校に行けなくな
っている。 
・発達障害に続いて
二次障害が起きて
いて、不安神経症
やうつ等で、ひき
こもっている。 
・本人がなかなか病
院へ行きたがらな
くなる。 
・世の中に対する不
信感が増大してく
る。 

・小学校～中学と本
人は頑張って来た
つもりだがその成
果は感じられず、
周囲の理解や共感
も得られず、心的
孤立感にさいなま
れる。 
・学習困難が、この
年齢になると、さ
らに難しくなり、
不全感に悩むが、
相談する相手がい
ない、もしくは相
談しない。 

・困難を抱えていて
も、この年代にな
る と 親 に 言 わ な
い。従って教師は
よ く 子 供 を 観 察
し、生活の不調を
見逃さないように
してほしい。 
・学校に行かない子
供の為に校外学習
や居場所を作る。 
・学校に行けない事
が「恥ずかしい」
「だめな子」等、
ネガティブな目を
社 会 が 持 っ て い
る。 
学校に行く以外に
若者が出られる場
所が必要。

・本人が抱える不全
感や人間関係の悩
み等を受け止めら
れる人が必要。 
・親の対応、教師の
対応→知識（勉強
会等）。 
・本人の適性を親も
学校も見付ける。

18～30歳
未満 

・大学入学後、不登
校になり、親も気
づかぬ内に下宿先
のアパートにひき
こもってしまう。 

・卒業後就職しても
１～３年以内に離
職し自室にひきこ
もる。 

・30歳を目前にする
とあせりと絶望感
にさいなまれ、無
気力になる。

・本人は社会からド
ロップアウトして
しまったと絶望的
になり、「やり直せ
る」と思えるモデ
ル が 周 囲 に 居 な
い。 

・今迄生きて来た中
で、良好な人間関
係を築けていない
ので、同世代の友
人が居なく、外に
出て行く場がなく
なる。 

・困難を抱える人に
対して、行政、医
師 、 カ ウ ン セ ラ
ー 、 親 が 連 携 し
て、本人支援に当
たりたい。 
現在は、どれもが
単独でなされてい
ると感じる。 
精神科も、心配し
た親が、子の症状
を尋ねても「個人
情報」なので、知
らせてくれない。 
その子供に死が迫
っている場合、親
はなかなか支援で
きにくくなる。

・本人の長所を生か
した支援。 
・気の合う仲間に出
合えるような居場
所作り。 
・受け入れ企業に対
し、対応の仕方の
勉強会をする。 
・中間的就労の場を
作っていく。 
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30～40歳
未満 

・この年齢までひき
こもりが続いてい
る青年は多くが慢
性化して、静かに
ひきこもり続け、
様々な社会的支援
を 拒 む よ う に な
る。 
・この年齢になっ
て、離職する若者
は、うつや人間関
係の問題や認知の
ゆがみ等、二次的
障害も表われて、
親も次第に高齢に
なりつつあり、エ
ネルギーの枯渇が
見られる。

・異性との交遊もな
く、同級生達は家
庭を持ち職場でも
働き盛りの中、自
分の現状に打ちの
めされ、自分を恥
ず か し く 思 い 、
増々外に出にくく
なっていく。 
・親も次第に高齢に
なりつつあり、自
分もすでに若者と
は思えない年齢に
なった現状を思い
不安と絶望感が増
していく。 

・大人になっても、
社会的に参加して
いないため、認知
のこだわりやゆが
みが出て来る。 
あきらめずに本人
への訪問をできる
体制が必要だと思
う。 

・中間的就労の場を
増す。 
・本人が本音で話せ
る相手が必要。 
・親の対応、依存、
共 依 存 を 自 覚 す
る。 
・困っている親を支
援する。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
028 記入なし

① 若者を支援する各種機関、団体等につい
ては本市の体制はかなり充実しているよ
うに思われるが、明確な達成具合は、ま
だ十分でないように思う。一人一人の個
をどのように伸ばし、自立させていく
か、そのためのより具体的な手立てを講
じる必要があるように思う。手立ての一
つとしては、各種機関、団体等の連携を
より密にしていくことが考えられる。連
携とは、個の悩みを解決までつなげるよ
り深い連携。 

② 浜松市子ども・若者支援プランの内容を
十分に周知させることができるかどうか
にかかっている。 

③ 表面化している問題（不登校、ひきこも
り、ニート）と潜在的な問題と分けて考
える必要がある。対象となる若者のニー
ズに応えることができること、できない
ことがあり、教育予算として十分である
かは、検討の余地があると思う。 

④ 若者の就労に関する支援は、サポートス
テーションはままつ等が中心となり充実
していると思われる。しかし、これらの
支援は、あくまで「働きたい」と本人が
希望して初めて行われる支援になってい
る。浜松市の現状として、中学校卒業後
の学校に行けない子、行かない子、働く
意欲のない人たちの支援が不足している
と感じる。

記入なし
① 基本目標にある浜松市の実態が十分に把
握できていないので、なんとも言えない
が、今までの経験からすると、青少年支
援体験活動事業は有効な方策かと思われ
る。しかし、広く市民に周知されていな
い感じがするので、今後、事業を市民
（学校機関）に理解してもらう啓発活動
に努めたい。 

② 支援を必要とする者が、声（支援を必要
とする）をあげているのか。 
支援を前向きに受け入れられるような方
向になっているか。 

③ 「困難」といっても内容は多岐に渡って
いる。若者相談支援相談窓口「わかば」
は支援する場ではないが、支援先へ「振
り分ける」ための知識や経験の不足を痛
感している。 

④ 支援を行うにあたり、青少年支援体験活
動事業を選択肢の一つとして捉えていた
だいているという点では、門戸を開いた
状態であるが、対象となる本人及び家族
を取り巻く環境（学校、医療機関、施
設）などで対象者への現状と今後の見通
し（将来のビジョン）が一本化されてい
ないことが多いように感じる。投げかけ
は行えても、対象となる若者へのアプロ
ーチの方法、手順等の問題が解消されて
いくことを期待したい。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・最近の社会状況を

みると、子供受難
の時代を迎えてい
るように思う（子
供は犠牲者）。 
このような中で、
子供達を救うため
には、大人の愛情
が全てかと思われ
る。 
・若者たちの関わる
全ての人が“子供た
ちのために”の気持
ちを持ちたい。 

・離婚家庭の増加。
・親の定職離れ。
・親のマナー欠如。 
・分からない（不登
校の生徒の考えは
いろいろ）。 

・弱い若者に対して
大人が寄り添い、
自立までの道筋を
作 っ て あ げ る こ
と、そしてたとえ
一歩でも踏み出せ
る足がかりとなる
支援をしてあげる
こと。とても地道
な作業になるが、
関係する大人の力
で一人ずつ困難を
取り除いてあげる
こと。そして、そ
の成果を見届ける
まで若者に関わる
こと。

・全ての年齢層に言
えることだが、ど
のような環境にあ
る若者に対しても
愛情をもって接す
ることが大事。子
供、若者支援の基
本は、“厳しい中に
も暖かみのある支
援”。 

15～18歳 ・不登校の人数が多
く な っ て き て い
る。不登校の子供
の心を動かすのは
誰なのか？

・離婚家庭の増加。
・親の定職離れ。
・親のマナー欠如。 
・中学以前からの不
登校に対する学力
不 足 、 発 達 障 害
等、病気に起因す
るもの。 

・人とうまく関わる
ことができない。
親子関係。

・学校（担任や他の
教師）だけでは無
理がある。
・社会参加（青少年
支援体験活動）が
良い方向になって
きている。 

・相手の考えや思い
を理解する。じっ
くり待つ。寄り添
う。 
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18～30歳
未満 

・就職しても長続き
しない。 

・離婚家庭の増加。
・親の定職離れ。
・親のマナー欠如。 
・多様な考えのも
と、社会生活との
隔たり。 

・親や学校以外で
様々な人と出会う
機会。 
・支援員が駐在して
いて、いつでも立
ち寄れる場。 
・自己肯定感が持て
る よ う な 経 験 の
場。

・相手の話に耳を傾
けて聴くこと。 

30～40歳
未満 

・「貧困」経済的に格
差が生まれている
事実は、現実問題
として避けること
のできない問題と
してある。そのた
め、経済的なゆと
り が な い 世 帯 で
は、将来への希望
をもち活力ある生
活を送ることは難
しくなる。必然的
に生活が困窮して
いく。そして、社
会生活を送る上で
時間と経済力を浪
費することに重点
を置かざるを得な
くなり、将来の夢
や目標を断念する
ケースも多く見ら
れる。支援を受け
て、社会で生計を
立てて生活する人
もいるが、困難な
問題で苦しんでい
る人も多い。

・離婚家庭の増加。
・親の定職離れ。
・親のマナー欠如。 

・原因に応じた社会
復帰までのプログ
ラ ム 及 び 支 援 機
関、体験活動、就
職先の支援を継続
して行うこと。

・今の状態を認める
こと。誰もが、同
じような境遇、立
場、状況に、いつ
なっても不思議で
はないことを社会
全 体 （ 学 校 、 職
場、地域）で共通
理解することが必
要。 
や は り 、 国 の 方
針、支援が必要。
今度、必要とされ
る職種への適性を
鑑み、社会全体と
して（国・県・地
方自治体）積極的
な人材確保として
大切に関わってい
くこと。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
029 ３どちらともいえない

福祉サービスの充実や関係機関との連携、及
び児童虐待防止啓発活動など、行政機関とし
てできることについて、達成に近づいている
と感じるが、児童虐待は家庭内で発生するこ
とが多く、虐待の相談件数が増加傾向にある
点から評価できない。

記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 保護者からの身体

的・心理的虐待。ネ
グレクト。 
不登校。

養育者の養育能力。
養育者の精神疾患。 
こどもの発達。 

不適切養育の抑止の
ため、保護者に見え
る形で、関係機関に
よる見守り体制を構
築する。 
こどもにとって必要
と思われる支援やサ
ービスの情報提供及
び活用に向けた支
援。

まずは聴くこと。

15～18歳 不登校。 養育者の養育能力。
養育者の精神疾患。 
こどもの発達。 

不適切養育の抑止の
ため、保護者に見え
る形で、関係機関に
よる見守り体制を構
築する。 
こどもにとって必要
と思われる支援やサ
ービスの情報提供及
び活用に向けた支
援。

まずは聴くこと。

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
030 ４あまり達成に近づいてない

負の連鎖が絶えないから。 
４あまりできていない
虐待やいじめ・ひきこもり等、家庭環境・教
育環境の改善が見られないため。また、有効
求人倍率の改善や最低賃金の改善等がみられ
ても就労に結びつく対象者が少ないと感じる
から。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 貧困。

学業成績不良。
精神障害。 

愛情不足（共働き）。
家庭環境（寡婦・寡
夫・虐待）。 
規則正しい生活のリ
ズム（食事・睡眠
等）。 
スマホによる子育て
（スマホの台頭）。 
読書量の不足。
消費の多様化（贅
沢）。 

家庭環境の改善。負
の連鎖を止めるため
には親と子を切り離
すことである程度は
可能と考えるが、そ
の反面、子は親の愛
情を感じないで育つ
ためやはり健全な人
間にはならないと思
います。この問題を
解決するには親への
意識づけ及び教育が
必要であり、子ども
にいくら支援しても
家庭環境が悪ければ
元も子もないと思わ
れます。親の生活態
度を改善する必要が
ある。

保護者教育の徹底。
親がだらしないから
負の連鎖が続くこと
を意識する。
子供の成長は親の成
績表ということを意
識、意識させる。
子に対しては受容・
傾聴・共感に努める
良き理解者となる。
ライフプランの作
成。早いうちから目
標を持たせる。 

15～18歳 将来への不安。
学業成績不良。
精神障害。 

学習不良（基礎がで
きていない）。 
コミュニケーション
不足。

家庭環境の改善。負
の連鎖を止めるため
には親と子を切り離
すことである程度は
可能と考えるが、そ
の反面、子は親の愛
情を感じないで育つ
ためやはり健全な人
間にはならないと思
います。この問題を
解決するには親への
意識づけ及び教育が
必要であり、子ども
にいくら支援しても
家庭環境が悪ければ
元も子もないと思わ
れます。親の生活態
度を改善する必要が
ある。

具体的な人生設計の
作成。 
どうしたら一人でも
満足して食べて行け
るかを意識させる。

18～30歳
未満 

社会不適合。
精神障害。 

幼少期からの家庭環
境。 
いくら学習支援をし
て高校、大学に進学
しても愛情を受けな
いで育った人間は卑
屈になったり、事件
を起こしたり、直ぐ
に投げ出したり、知
識を犯罪に使ったり
するのだと思いま
す。

この時期から支援し
ても遅いと思われま
す。上記の幼少期に
生活のリズムを整え
て、愛情を注いで育
てれば問題を抱えた
若者はあまり存在し
ないのではないかと
思います。 
強いて言えば職業訓
練。 

受容・傾聴・共感。
成功体験を積み立て
るように仕向ける。 
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30～40歳
未満 

無気力。
精神障害。 

幼少期からの家庭環
境。 

この時期から支援し
ても遅いと思われま
す。上記の幼少期に
生活のリズムを整え
て、愛情を注いで育
てれば問題を抱えた
若者はあまり存在し
ないのではないかと
思います。 
強いて言えば職業訓
練。

受容・傾聴・共感。
成功体験を積み立て
るように仕向ける。 

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
031 ３どちらともいえない

支援対象者が「子どもの育ちと若者の自立を
支え、安心して暮らすことができるまち浜
松」の基本理念に基づいて実施されている
様々な事業を認知していない。 

４あまりできていない
「社会生活を円滑に営む上で困難を有する若
者」をひきこもりやコミュニケーション能力
の低い若者と定義した場合、その支援には専
門家等との連携が必要であると考えるが、そ
の様な若者に介入すること自体が難しいと感
じている。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 養育者のネグレク

ト。 
養育環境が劣悪。
ひきこもり。 

養育能力の低下。
日常生活能力の低
下。 
精神疾患を抱える保
護者の増加。 
社会的な孤立。
地域ネットワーク力
の低下。

支援対象を限定する
ことなく地域ネット
ワーク力を向上・構
築させることが必
要。 

DVや発達障害等、
様々な問題に早い時
点で気づけるよう心
掛け面談を実施して
いる。 

15～18歳 養育環境が劣悪。
ひきこもり。 

養育能力の低下。
日常生活能力の低
下。 
精神疾患を抱える保
護者の増加。 
社会的な孤立。
地域ネットワーク力
の低下。

支援対象を限定する
ことなく地域ネット
ワーク力を向上・構
築させることが必
要。 

親に言いにくい悩み
を打ち明けられるよ
うな関係を構築でき
るよう心掛けてい
る。 

18～30歳
未満 

生活環境が劣悪。
生活リズムが不規
則。 
自立心の欠如。
社会性の欠落。

生活能力の低下。
精神疾患を抱える対
象者の増加。 
社会的な孤立。
親族関係の破たん。 
地域ネットワーク力
の低下。

支援対象を限定する
ことなく地域ネット
ワーク力を向上・構
築させることが必
要。 

さまざまな悩みや要
望に柔軟に対応でき
るよう、固定観念を
もつことなく面談す
ることを心掛けてい
る。 

30～40歳
未満 

生活環境が劣悪。
生活リズムが不規
則。 
自立心の欠如。
社会性の欠落。

生活能力の低下。
精神疾患を抱える対
象者の増加。 
社会的な孤立。
親族関係の破たん。 
地域ネットワーク力
の低下。

支援対象を限定する
ことなく地域ネット
ワーク力を向上・構
築させることが必
要。 

さまざまな悩みや要
望に柔軟に対応でき
るよう、固定観念を
もつことなく面談す
ることを心掛けてい
る。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
032 ３どちらともいえない

記入なし 
２できている
相談を受けそのケースに適した必要な情報提
供を行い、場合によってはより適した相談機
関へつなげている。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 発達障害の方につい

ては、就園や入学・
進路など、どのよう
に進めていけばいい
か悩まれるご家族が
多い。また友人関係
（家族も含む）の構
築上で困難さを抱え
る方も多い。 
自宅から外へ出られ
ない方もいる。

ご家族の障害に対す
る受け止めや理解が
まだ難しいため。 

相談窓口の提示や話
せる機会、場の提
供。 

どの世代であっても
当事者やその家族の
想いに耳を傾けるこ
と。 
置かれている状況を
客観的かつ専門的に
見て、必要な情報提
供、行動を共にする
こと。 

15～18歳 ご本人に合った卒業
先に決して行ける方
ばかりではない。空
き状況で難しいこと
がある。 
卒業向けて作業に重
きが置かれ疲れてし
まうケースも多い。 
自宅から外へ出られ
ない方もいる 

施設、事業所数や空
きのなさ。 
卒業後に向けて、ご
本人だけでなくご家
族も進路に向けた動
きについていけてい
ない状況。 
特に相談とつながっ
ていないケースは情
報がえられにくいよ
う。

記入なし どの世代であっても
当事者やその家族の
想いに耳を傾けるこ
と。 
置かれている状況を
客観的かつ専門的に
見て、必要な情報提
供、行動を共にする
こと。 

18～30歳
未満 

社会へ出て、作業・
仕事の生産性を求め
られたりすることへ
のプレッシャーや対
人関係でうまくいか
ないことがある。 

障害に対する受け止
め、理解が全ての方
ができているわけで
はないため、関わり
の中で崩れてしまい
やすいため。 

記入なし どの世代であっても
当事者やその家族の
想いに耳を傾けるこ
と。 
置かれている状況を
客観的かつ専門的に
見て、必要な情報提
供、行動を共にする
こと。

30～40歳
未満 

社会へ出て、作業・
仕事の生産性を求め
られたりすることへ
のプレッシャーや対
人関係でうまくいか
ないことがある。 
また自立を周囲から
促がされるが何をど
うしたら良いのかわ
からなかったり現実
と理想で苦しんでい
る方もいる。

親御さんの高齢化や
ご病気により考える
ことが必然とでてく
る。 

GHを増やしたり、そ
れ以外で独居の障害
者や一人になってし
まった障害者を支え
る体制づくり、社会
資源。 

どの世代であっても
当事者やその家族の
想いに耳を傾けるこ
と。 
置かれている状況を
客観的かつ専門的に
見て、必要な情報提
供、行動を共にする
こと。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
033 ４あまり達成に近づいてない

若者の離職、不登校、ひきこもりなどの相談
件数は減ることなく、むしろ当センターでは
増加している為。 

４あまりできていない
市や関連施設を利用した経験のある若者から
話を聞くケースが複数あり、いずれもご本人
の真のニーズを捉えてサポートを行った根跡
がみられなかったので。 
（ヒアリング中心で、家庭訪問、職場訪問、
スキルトレーニングなどが不足している）

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 発達障害の傾向のあ

る子が、学校になじ
めない、友人ができ
ない、勉強に意欲が
わかない…等。 
感受性の豊かな子
（過敏な子）が、教
員や大人の言動に不
公平感を抱き、素直
でなくなる。 
実技系の授業や活動
に集中力を発揮でき
ない。 
片親など、家庭環境
に問題のある子のケ
ース（貧困、愛着の
ゆがみ…）。

発達障害の場合、障
害特性については理
解がすすんでいる一
方、本人の気もちを
汲んだり寄り添って
もらえる経験が圧倒
的に少ないため、本
人側の成長や癒しが
進まないため。 
不公平感を感じてい
る子は、厳密に「中
立的な」ジャッジを
してもらえていない
点。 

本人の興味、関心の
ある活動に集中さ
せ、集中力や動機を
身につけさせる。ど
んな気もちでも自然
に生じた気もちはす
べて許し、一緒にこ
とばにしていく練習
が必要。 
「気もち」には悪は
なく、それをどう表
すかが社会性であ
る。 

感受性を育て、本人
の気もちを言語化す
る手助けを欠かして
はならない。そのう
えで協調性や社会の
仕組みについて解説
し、「自分に助けが必
要である」という感
覚（＝自覚）を身に
つけさせる必要があ
る。 

15～18歳 小中学校時代に不登
校を経験した生徒
が、高校でも同様の
事態に陥っている。 
小中学校時代の学び
そびれ（学業・対人
スキル）が原因で充
実した高校生活を送
れず、意欲が薄れた
り、転学・編入を繰
り返す。進路を自分
で決められず、先生
や親に言われるまま
に行先を決め、本来
経験すべき悩みや葛
藤を素通りしてしま
う。

勉強中心で、生活ス
キル、対人スキル、
その他生きるために
必要なスキルを学ぶ
場がないまま、進路
決定を迫られる点。 
身近なことについ
て、選択したり決断
したりする場面がな
く、受け身のまま育
ってしまう危うさ。 

何でも自分で選ぶ・
考える・悩む・決め
る、失敗する、後悔
する、気を取り直す
などの経験をたくさ
んさせること。 
知的能力の高い子に
は、自分の行動がな
ぜ成功や失敗につな
がったのかを考えさ
せ、否定しないこ
と。 
自分の夢をたくさん
語らせる支援も有
効。 

「困難」とは社会参
加していくうえでの
障壁であり、決して
その人自身の欠落や
スキル不足と同等で
はない点を理解して
接する。 
教育課程における
「進路指導」や親の
意向などに縛られ、
方向づけられている
ケースも少なくない
為、本人の「意志」
のつくり方を支援す
る。 

18～30歳
未満 

最も多いのは、離転
職をくり返すケー
ス。転職の度に成長
があればまだしも、
逃げるように会社を
やめ、また就き、を
繰り返すため、前進
がなく、失敗経験ば
かりが積まれていく
状況。 
ストレスの逃がし方
が下手なため、耐性
が育たず、すぐにあ
きらめる手段をとる
者が多い。

成功に寄り添っても
らったり、失敗に寄
り添ってもらったり
する時間、機関、出
会い、がない。 
ひとつの出来事、行
動、結果を検証し、
次に生かす、という
手法を教わっていな
い。 

仕事をし始めた者に
とって、すべてが未
知であり、初体験で
ある。 
すべてを語らせ、そ
れに伴う本人の気も
ちも表現させ、聞い
てあげる支援が必
要。安易に助言せ
ず、本人に考えさ
せ、そのとおりに実
行させて検証に立ち
会う。無職者やひき
こもりの者は、０～
18才の項目が必要。

社会に対するあきら
め、失望、恐怖、不
信感、恨み…など、
蓄積された複雑な感
情に対し、急がずに
接することが大事。 
その人自身に自己理
解できている側面が
あればそれを手がか
りとして自己肯定を
助ける。 
自立よりも「一緒に
すごす」というレベ
ルから始める必要が
あるケースも。
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30～40歳
未満 

無難に過ごしたよう
に見えて、自分らし
さを殺して生きてき
た20～30代の弊害が
出始めるケースが多
い。 
例…お金の浪費、薬
物や性への依存、親
との関係の悪化、友
人が減り、孤独化、
将来への絶望、また
そこから生じる精神
障害。 

自身の感性、ひらめ
き、らしさ…などを
抑圧し（抑圧され）
社会の尺度に合わせ
すぎて自分を見失っ
ている。 
かといって、この年
齢で自分を出し始め
ても空回りすること
が多く、どうやって
もうまくいかない、
という状況に陥って
いる。 

自分らしさをとりも
どすための逃げ場や
カウンセリングの場
をもつ必要あり。 
（職場、家族、友人
などが入らない場） 
（学びそびれたスキ
ルのトレーニング、
こども時代に遊びそ
びれた遊びなどを共
にし、自分を取り戻
させることが先決。）

社会的スキル、判断
力、会話のスキル、
考え方や価値観…す
べてがパターン化し
ているケースが多
く、それをベースと
して社会参加（復
帰）や対人スキルの
向上に役立つよう、
適性を見極める。
一方で、伸びしろを
みつけ、本人が若々
しく、再度人生に夢
を抱けるような活動
に導く。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
034 ３どちらともいえない

様々な社会資源や支援体制は整ってきたが、
対象者や家族の状況から、支援に結び付いて
いないケースもある。

３どちらともいえない
対象者に合った専門の機関につなぎ、連携を
とりながら支援できているケースもあるが、
そうでないケースもある。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 幼児期に発達診断を

受け療育活動に参加
する子どもたちが増
えていくなかで、質
の高い療育支援を提
供できる機関が限ら
れていく傾向があ
る。また生まれつき
の発達課題だけでな
く、家庭環境（生活
困窮、外国人世帯
等）で支援を必要と
するケースに福祉の
枠組みの中で対応し
なくてはいけないこ
とが増えている。

学校教育の制度の中
で枠に入れない子ど
もたちの受け入れ先
が少ない。 

日本の教育制度の枠
組みにとらわれない
支援ができる体制が
必要。 

乳幼児期は特に本人
の意向を汲み取るの
が難しいため、親御
さんから情報を引き
出せるように関係の
構築に努める。 
中学生の時期は心身
ともに大きく成長、
変化が見られるた
め、そのときどきの
本人の気持ちをしっ
かり汲みとる。 

15 ～ 18
歳、 

義務教育を終え進学
ができず、行き場が
ない状況で自宅で過
ごす子ども達の居場
所がなかなか確保で
きない状況がある。
社会資源の数も限ら
れており、あったと
しても金銭的な負担
が大きな場合もある
ため、生活困窮世帯
等の利用が難しい。

義務教育期間は終え
ているが、次のステ
ップを踏めていない
子どもたちについ
て、成人の支援対象
にもならず、どの制
度にものれないこと
がある。 

様々な葛藤を抱えた
子どもたちを受け入
れる社会資源の充足
が求められる。 

本人が置かれている
状況に配慮しつつ、
関係性を築いていく
ことで、思いをしっ
かりと汲みとり、支
援につなげていく。 

18～30歳
未満 

一旦は就職するも短
期間で辞めてしまっ
たり、卒業時に就職
につながらず、結果
的に生活困窮や引き
こもりに至ってしま
うケースが多い。 

社会性やコミュニケ
ーション等対人関係
の構築が苦手な若者
が増える中で、それ
を受容し対応できる
社会体制づくりが十
分になされていな
い。

長期的かつ継続的に
関われる支援機関が
身近なところにある
とよい。 

これまでの生活のな
かで、様々なかたち
で精神的負担がかか
ってきた方が多いと
思われるため、その
あたりにも配慮しつ
つ、必要な支援を行
う。

30～40歳
未満 

就労ができていない
状況や自宅から出ら
れない状況が十数年
単位で続いているケ
ースが多く、親御さ
んも年齢を重ねるな
かで将来の不安感が
より強くなっている
ケースが多い。 

一定以上の時間経過
があるなかで、生活
様式が確立されてし
まい、なかなか新た
なステップに踏み出
すことができない。
また、それを後押し
する長期的な支援が
十分にできていな
い。

親亡き後も考えなが
ら長期的に就労、生
活支援を行っていけ
る体制が必要。 

これまでの生活の背
景をしっかりと把握
し、本人の意向も汲
みとり、支援につな
げていく。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
035 ３どちらともいえない

※詳細を承知していなかったため、HPで確認
するような段階です。申し訳ありません。 

３どちらともいえない
児童相談所や地域の相談支援事業所などと連
携を図りながら、教育現場として可能な支援
はしている。しかし、家庭の中に入り込むよ
うな状況が多く、限界を感じながら指導して
いる。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 ・人と接することが

苦手である。特に
大人との距離感が
分からない。もし
くは、近すぎる場
合も多い。総じて
コミュニケーショ
ンが下手である。 
大人（教師）の意
見 を 受 け 入 れ な
い。気に入らない
人の話は聞かない
など。 
・学校以外でのトラ
ブルを持ち込み、
いつの間にか不安
定な状態で登校し
ているケースがあ
る（家庭での友達
間でのメールなど
の問題）。 
・不登校、引きこも
り傾向の生徒の増
加。

・家庭の中でも親
子、兄弟で話をす
る機会が少ない。
部屋で携帯電話や
ゲームに関わる時
間が多い。 
友達同士でも、メ
ール（ライン）が
中心で人と人との
直接的な関わりが
薄くなってきてい
る。 
・携帯電話依存。そ
れに対する保護者
の管理不足。

・子どものつまずき
や不安定さを即応
的 に 見 抜 け る 教
師 、 保 護 者 の 存
在。 
・できるだけ、小さ
い頃から自分のこ
とを話すことがで
き る こ ど も の 育
成。 
・支援者同士の連携
強化（保護者、教
師、相談事業所な
ど）。 
・学校間の連携（情
報交換の強化）。 

・メンタルを抱えて
いる場合は、強制
しない。 
（学校に通うことば
かりが全てではな
い。） 
※時間の関係で分掌
担当者のみでの見
解となります。申
し訳ありません。 

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
036 ３どちらともいえない

当センターは就労支援のみ行なっているた
め、全体像を把握していないのでどちらとも
言えません。

２できている
若者の相談件数が増加し、それに伴い就職件
数も増加しているため。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

・「働かなくてはいけ
ない」と思ってい
るが、何から始め
れば良いのかわか
らず一歩がふみ出
せない。 
・最初の就職先でつ
まづいてからひき
こもっている。ま
たは仕事に就いて
も 長 続 き し な い
（他人と同じ様に
できない。手が遅
いといわれる）。 
・人間関係がうまく
いかない等。 
・病気を患い就職で
きずに中退し、就
活した事がない。

・在学中に「働く、
という事に対する
教育が不足してい
る？
・発達障害・知的な
遅れに気付かず過
ごし就職して様々
な問題が発生して
から判明するケー
スが増加。 
・転職＝悪という考
え方が根付いてい
る。 

・学生時代に職場体
験やキャリア教育
の時間をとり、「な
りたい自分」「やり
たい仕事」を考え
る機会を作る。も
しくは増やす。 
・相談機関へつなが
る様、広報活動を
強化する。 
・雇用側（企業）の
理解を深める。

・傾聴・寄りそい。
家族や周囲に話せ
なかった本音を出
せる場の提供。 
・目標設定のサポー
ト（自分で決定で
きる様支える）。 
・自分で気付かない
相談者の長所・能
力を見つけて知ら
せる。 
・正確な見立てのた
めのカウンセリン
グ。 

30～40歳
未満 

<女性>ご主人の転勤
に伴う転居 
・妊娠・出産・不妊
治療等で離職。再
就職がうまく行か
ない。 
・学校を卒業してか
ら今まで長続きし
た仕事がない。も
しくは一度も働い
た事がない。 
・メンタル面の不調
で離職。
・精神福祉手帳は取
得していないが、
社会に出る事が困
難 で 働 け ず に い
る。

・雇用側の問題。
人手が足りていな
いため、一人への
負荷が増。 
適材適所の余裕が
ない。 
・相談する相手がい
な い （ わ か ら な
い）。 

・相談機関へつなが
る様、広報活動を
強化する。 
・雇用側（企業）の
理解を深める。
特性を生かして働
ける職場作り、仕
事の切り出し等の
推進。 
親への情報提供、
相談対応。 

・関連機関との連
携・情報共有。 
・企業からの情報収
集、協力体制の構
築。 
・対人面等困難な相
談者を受け入れて
下 さ る 職 場 の 開
拓、働きかけ。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
037 記入なし 記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・劣等感を抱えてい

る。
記入なし 記入なし 記入なし

15～18歳 ・自分の感情や気持
ち を 表 現 （ 言 語
化 ） す る の が 苦
手。 
・依存心が強い。 
・自己評価が低い。 
・他人の価値観に共
感できない。 
・イメージの乏し
さ。 
・目標が持てない。 

・画一的価値感、閉
塞感。
・ゲーム志向、短絡
的思考。 
・家庭の機能不全。
・バーチャル体験>実
体験の少なさ。 
・親の意向を押しつ
けられ、自分で意
思決定しない。 

・生育歴、家庭環
境 、 社 会 的 ス キ
ル。 
職業適性能力のア
セスメントに応じ
たマッチングをコ
ンサルする。 
・経験・体験を積ん
で自信につなげて
いく。 

・家族を含めた支援
の構えが必要。 
・情報収集による本
人理解と信頼関係
の構築。 
・支援のタイミング
を逃さない 
・具体的にシンプル
に、タイミング良
く。 
・見通しを持たせ
る。

18～30歳
未満 

・自信がない。
・強みや適性が分か
らず、一貫性のな
い就活。 
・応募書類に自己PR
が書けない。 
・社会（人・企業）
との接点を求める
意欲に欠ける。 
・コミュニケーショ
ンが苦手。 

・自己理解不足。
・親の態度や価値観
に影響を受けてい
る。 
・本音で悩みを話せ
る人がいない、問
題 を 抱 え 込 み す
る。 
・経験の積み上げが
乏しい。 
・社会との接点が少
なく、自分を客観
視できない。 

・自己理解の促進と
目的意識、モチベ
ーションアップ、
スキルアップに寄
り添って支援。 
・サークル活動、ア
ルバイト、ボラン
ティア、インター
ンシップを通して
社会（人・企業）
と接する機会を増
やす。 

・肯定的な言葉を使
って接する。 
・成果だけでなく、
プロセスを評価す
る。 
・経験を通して学ん
だ こ と を 整 理 す
る。 
・強みに着目したフ
ィードバックをす
る。 
・問題解決だけでな
く、うながす 
・自己効力感を高め
る。

30～40歳
未満 

・こだわりが強い。
・悲観的な無気力。
・視野が狭い。 

・挑戦したり、困難
を克服した経験が
少なく自信が持て
ない。

記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
038 ３どちらともいえない

上記の基本理念の達成状況について、本学は
貴庁の若者支援の現状を十分に把握しておら
ず、機関としての回答が難しいため。

３どちらともいえない
上記の基本理念の達成状況について、本学は
貴庁の若者支援の現状を十分に把握しておら
ず、機関としての回答が難しいため。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

過去３～５年間の変
化について、本学の
相談員の実感として
は次のとおりです。 
① コミュニケーショ
ンを苦手とする学
生の増加（親子間
のコミュニケーシ
ョンの減少、説明
や意見表明を苦手
とする学生の増加
など）。 

② 学生が置かれてい
る境遇の多様化
（経済的な困窮、
複雑な家庭関係な
ど）。 

③ 同棲に関する感覚
の変化（性病・妊
娠・DVといった
形で問題が顕在
化）。 

④ 心の病や発達障害
を訴える学生の増
加（程度が重く、
医師の診断をすぐ
にでも必要とする
学生の増加）。 

① コミュニケーショ
ンを苦手とする学
生の増加。 
一因として、SNS
の発達による一時
的なコミュニケー
ションの必要性の
低下、意見を表明
する事を控える社
会的な風潮による
影響があるものと
考えています。 

② 学生が置かれてい
る境遇の多様化。
一因として、少子
化による大学全入
時代に入ったこと
で、入学時点で
様々な学生の混在
が進んだ影響があ
るものと考えてい
ます。 

③ 同棲に関する感覚
の変化。 
一因として、経済
的な困窮のほか
「ルームシェア」
などの言葉が浸透
し、同棲への抵抗
感が小さくなった
影響があるものと
考えています。 

④ 心の病や発達障害
を訴える学生の増
加。 
一因として、うつ
や発達障害の認知
度が高まったこと
が影響していると
考えています。

・支援を必要とする
学生が気軽に相談
できる様、窓口の
認 知 度 を 高 め つ
つ、敷居を低くす
ること。 
・学生の相談に応じ
て、なすべき対応
を検討・実行でき
る体制を整備する
こと。 

・支援を必要とする
学生一人ひとりの
話をよく聞いてあ
げること。 
・支援を必要とする
学生が相談しやす
い雰囲気をつくる
こと。 
・学生の個人情報の
取り扱いに十分に
気をつけること。 
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30～40歳
未満 

記入なし ① コミュニケーショ
ンを苦手とする学
生の増加。 
一因として、SNS
の発達による一時
的なコミュニケー
ションの必要性の
低下、意見を表明
する事を控える社
会的な風潮による
影響があるものと
考えています。 

② 学生が置かれてい
る境遇の多様化。
一因として、少子
化による大学全入
時代に入ったこと
で、入学時点で
様々な学生の混在
が進んだ影響があ
るものと考えてい
ます。 

③ 同棲に関する感覚
の変化。 
一因として、経済
的な困窮のほか
「ルームシェア」
などの言葉が浸透
し、同棲への抵抗
感が小さくなった
影響があるものと
考えています。 

④ 心の病や発達障害
を訴える学生の増
加。 
一因として、う
つや発達障害の
認知度が高まっ
たことが影響し
ていると考えて
います。

記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
039 ２達成に近づいている

若者に対する相談窓口が増え、以前に比べ支
援の幅が広がっている。 

２できている
若者を支援する時に、生活状況を確認し、適
切な相談機関につないでいる。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・低所得により、学

習 環 境 が 整 わ な
い。 

・世帯の低所得。
・一人親世帯の増
加。 
・核家族化。 
・いじめ。 

・集団生活の中で、
個性について理解
されている環境。 
・低所得者世帯にお
いても、学習の機
会や経験がある程
度 、 得 ら れ る こ
と。 
・ひきこもりや不登
校などになる前の
予防的ケア。

・将来、自立して生
活が営めるように
すること。 
・本人がどうしたい
か、意向を尊重す
ること。 
・家族を含め支援を
考える。 

15～18歳 ・進学について（金
銭面）。 
・何らかの理由で高
校などを中退した
後、特に何もしな
い で 生 活 を す る
（社会との接点を
無くす）

・世帯収入の減少。
・一人親世帯の増
加。 
・つながりの減少。 

・高校中退など、一
度、社会に出てか
ら失敗をしても、
その後支えられる
仕組み。 
・ひきこもりや不登
校などになる前の
予防ケア。

・本人がどうしたい
か、意向を尊重す
ること。 
・家族を含め支援を
考える。 

18～30歳
未満 

・仕事などを辞めた
後、自らの力で復
職できず、誰にも
つながることがで
きない。 
・ひきこもり。

・社会との関わり
方。 
・自らの判断で生活
の立て直しが難し
い。 

・一度社会から離れ
てしまっても、再
度挑戦できる支援
を日常から知って
いられるものに。
（周知）

・本人がどうしたい
か、意向を尊重す
ること。 
・関係機関との連
携。 

30～40歳
未満 

・社会との関わり
方。 
・本人の困り感がな
い事。 
・ひきこもり。 

・今迄の生活の中
で、充分に生活が
成り立っていたこ
と。 
・他者の目が行き届
きにくい状況であ
るため。 

・社会的に孤立した
人に対する受皿。 

・本人がどうしたい
か、意向を尊重す
ること。 
・本人の生活歴な
ど、現在の生活に
至った経緯。 
・関係機関との連
携。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
040 ３どちらともいえない

核になる人材と制度はあるものの充分なひろ
がりには欠けている 

４あまりできていない
準備段階である義務教育において、支援教育
の対象と見られてしまった場合、そこから自
立にむけたプランと支援がなされていないケ
ースが少なくない。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 小中学校在籍者にお

ける支援教育対象者
や不登校児に対して
の自立に向けたプラ
ンがきちんと描かれ
ているとは言えず、
事実上教育がなされ
ておらず、野放しと
なっているケースが
少なくない。こうい
う子どもが年齢だけ
かさねても社会で活
動することはより困
難になる。

支援教育や発達障害
不登校などについて
特別視しすぎ。義務
教育の現場が。意識
の変換と教育として
の工夫が支援者側に
必要。医療・福祉サ
イドと学校、さらに
保護の３者とも考え
方が異なったままに
なっている。 

各支援団体はそれぞ
れの考え方で取り組
めばよいが、それぞ
れがどのような考え
方で取り組もうとし
ているか、支援側
（医・福・教・親）
は知っておくという
ことが大切だと思わ
れる。 

障がいや発達課題に
ついて客観的に見る
ことができる視点
と、子どもを一人の
人間として先入観な
く見ることができる
視点が必要。 
子どもに関わる全て
の支援者に対して敬
意を持てること。 

15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
041 ２達成に近づいている

若者支援の際に「はままつホッとナビ」を活
用している。

２できている
保護者の理解を得て対応している。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 発達の課題を抱える

若者の支援の対応。
貧困、虐待、親の不
仲、友人の影響、親
の期待、勉強の挫
折、部活動の挫折、
いじめ等。

保護者、学校、地域
の理解と協力、連
携。 

受容、傾聴、共感的
理解。

15～18歳 ・高校中退者の自立
問題 
（無職少年）。
・学校不適応の問
題。

貧困、虐待、親の不
仲、友人の影響、親
の期待、勉強の挫
折、部活動の挫折、
いじめ等。

保護者、学校、地域
の理解と協力、連
携。 

受容、傾聴、共感的
理解。

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
042 ２達成に近づいている

若者の自立を支えている団体があり活動して
いるから。 

２できている
いろいろな団体がそれぞれの困難な若者を支
援しているのを知っている。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 中卒の就職先が正社

員でほぼない。 
様子を話し受入れ先
の企業があっても休
む、フェードアウト
する 
障害者を多く雇い入
れ教えてもらえな
い。 
コミュニケーション
がとりづらい。

労働基準がきびしく
守られている。 
交通手段が自転車か
公共ののりものしか
ない。 
交通手段を利用して
も遠くまで行けな
い。 

教育（まじめに働く
ことが将来につなが
ること）。 
キャリア制度。

きびしいが働くこと
で社会性を身につけ
る。 

15～18歳 ・正社員での就職が
むずかしい。 
・高卒男子の事務職
がない。 
・自分の事を相手に
伝える事が苦手な
方が多い。

働く意識が低い。
やりがいや楽しさを
求める。 
親への依存が強いた
め主体性に欠ける傾
向。 

外国人労働者と障害
者の枠を増やす。 
教育・他機関との協
力体制。

働くことの意義、将
来の目標を明確する
よう、キャリア形成
の大切さを伝えてい
くこと。 

18～30歳
未満 

専門学校や大学中
退、もしくは3年未満
の離職率が高い。
中退のうけ入れ先が
少ない（新卒でな
い）。 
地元志向で家から通
える所を希望する。
更に転勤は受け入れ
ない。

都市に比べ企業や求
人が少ない。 
あまり選べない。 
給料が安い。

自覚。
自分を知る。 

記入なし

30～40歳
未満

転職による収入ダウ
ン。

記入なし 記入なし 記入なし

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
043 ２達成に近づいている

記入なし 
２できている
はままつホッとナビを利用して当機関を利用
している。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 不登校いじめ。

家出。 
怠学。 

家庭問題。
交友問題（学校問
題）。 
発達の問題。 

他機関との連携。
継続的なかかわり。 
スクールサポーター
（警察と学校のパイ
プ役）。

各機関の事業内容等
の把握。 

15～18歳 不登校いじめ。
家出。 
怠学。 

家庭問題。
交友問題（学校問
題）。 
発達の問題。

記入なし 各機関の事業内容等
の把握。 

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
044 ４あまり達成に近づいてない

記入なし
４あまりできていない
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし ・支援者の生活の保

障。支援者が心身
ともに健康である
こと。 
・当事者だけではな
く、家族全体、家
族の中での本人の
支援ができるよう
な視点を大事にす
る。また、それに
伴う各関係機関と
連 携 し 支 援 を す
る。

15～18歳 ・10代のうちに仕事
や自立に向けて社
会体験できる機会
が少なく、将来の
姿をイメージしに
くい。・これまでの
生活の中で、小さ
な失敗を認められ
ず、大人になって
から失敗が怖く、
一度失敗するとそ
こから抜け出せな
い。

・高校を中退した人
やその家族が、相
談できる機関や社
会参加できる場所
が少ない。 
・自己イメージが低
い。 

・高校生世代の人や
その家族が相談す
る場や、学校との
連携。 

・支援者の生活の保
障。支援者が心身
ともに健康である
こと。 
・当事者だけではな
く、家族全体、家
族の中での本人の
支援ができるよう
な視点を大事にす
る。また、それに
伴う各関係機関と
連 携 し 支 援 を す
る。

18～30歳
未満 

・生活感覚や自立の
イ メ ー ジ が う す
く、現実検討がで
きない。 
・お金がないため、
社会参加や消費活
動 に 参 加 し に く
い。移動手段がな
い人や移動手段が
バスや電車の人は
交通費がかかるた
め、社会参加を断
念する人もいる。
・一人暮らしをした
くても、現実的に
叶えられないこと
が多い。結果、家
族に頼ることにな
り自立に結び付か
ない。 

・相談の場に女性が
現れにくい傾向が
あ る 。 実 態 が 不
明。

・ひきこもりの人、
または何らかの理
由で働くことがで
きない人は、家族
からの経済的援助
がない、またはあ
ったとしても家族
への遠慮から社会
参加がしにくいと
感じている。 
・働いていない、社
会参加をしていな
い人が自らの課題
として相談するこ
とは難しく、家族
が抱えてしまって
いるため。 

・就労支援、本人に
合った就労や社会
参加の場の提供。 
・家族と離れて生活
をする中で自立を
促せるような仕掛
け作り。 
・家族や当事者自ら
が相談しやすい環
境作り、地域の見
守り。 
・若い人同士のピア
サポートの促進。 
・ひきこもりの女性
の当事者も参加し
やすい相談場所、
居場所。 

・支援者の生活の保
障。支援者が心身
ともに健康である
こと。 
・当事者だけではな
く、家族全体、家
族の中での本人の
支援ができるよう
な視点を大事にす
る。また、それに
伴う各関係機関と
連 携 し 支 援 を す
る。 

30～40歳
未満 

・支援につながるま
で長く引きこもっ
ている、また支援
につながってから
も自立や社会参加
までに時間がかか
る。 

・こだま（ひきこも
りの居場所）につ
ながってきても、
家庭で過ごす時間
は多く、家庭環境
の介入が難しい。 

・当事者だけでな
く、家族全体を支
援の対象にする。 
・ひきこもっている
人が社会参加しよ
うとした際に（家
族 や 支 援 者 と 共
に）参加しやすい
地域作り。 

・支援者の生活の保
障。支援者が心身
ともに健康である
こと。 
・当事者だけではな
く、家族全体、家
族の中での本人の
支援ができるよう
な視点を大事にす
る。また、それに
伴う各関係機関と
連 携 し 支 援 を す
る。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
045 ３どちらともいえない

・こども食堂や学習支援など困窮者支援は増
えましたが、関係性の課題、居場所のなさ
を抱える若者は依然いるため。

３どちらともいえない
具体的に何か支援のしくみがあるなら知りた
いです。 
パーソナル・サポート・センターやサポステ
くらいしかイメージがないので。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・不登校。

・発達障がい、LDの
子たちの通いにく
さ。 
・高校進学の問題
（困窮、不登校、
障がい）。 

問４にまとめてかい
た感じです。 

記入なし ・本人によりそうこ
と（本人目線で言
わない）。 
・まわりの人、環境
もアセスメントする
こと。 
・ある程度若者文化
を知っておくこと。

15～18歳 ・進学先。
・在学の継続（お
金、生活支援者が
いないなど）。 
・放課後や休日の居
場所（家庭で関係
性 の か だ い が あ
る）。 
・相談先と助けてく
れ る 先 が な い こ
と。 
・親にDV、依存など
課題があっても、
相談先があるだけ
で は 解 決 し に く
い。

問４にまとめてかい
た感じです。 

・「相談」だけではな
く、アウトリーチ
して一緒にうごい
て解決をめざして
くださる先がほし
いです。 
・長くかかわってく
れる人も必要。 
・「こまっている人を
助けてくれる人」
ができると良い。
・生活のしかたを学
べる場所 
（お金のつかいか
た、家庭のイメー
ジづくり、など）。

・本人によりそうこ
と（本人目線で言
わない）。 
・まわりの人、環境
もアセスメントす
ること。 
・ある程度若者文化
を 知 っ て お く こ
と。 

18～30歳
未満 

・就職（正職で就職
できないこと）（学
歴、発達障がい系
の子たちのしにく
さ）。 
・就労継続（発達障
がい系の子たち）。
・死にたいきもち。 
・居場所のなさ。 

問４にまとめてかい
た感じです。 

・「相談」だけではな
く、アウトリーチ
して一緒にうごい
て解決をめざして
くださる先がほし
いです。 
・長くかかわってく
れる人も必要。 
・「こまっている人を
助けてくれる人」
ができると良い。
・生活のしかたを学
べる場所 
（お金のつかいか
た、家庭のイメー
ジづくり、など）。

・本人によりそうこ
と（本人目線で言
わない）。 
・まわりの人、環境
もアセスメントす
ること。 
・ある程度若者文化
を 知 っ て お く こ
と。 

30～40歳
未満 

・無職、再雇用の難
しさ。 
ひきこもり。 
生活困窮。 
支えてくれる人の
なさ。 
関連してる感じ。 

問４にまとめてかい
た感じです。 

・「相談」だけではな
く、アウトリーチ
して一緒にうごい
て解決をめざして
くださる先がほし
いです。 
・長くかかわってく
れる人も必要。 
・「こまっている人を
助けてくれる人」
ができると良い。
・生活のしかたを学
べるばしょ 
（お金のつかいか
た、家庭のイメー
ジづくり、など）。

・本人によりそうこ
と（本人目線で言
わない）。 
・まわりの人、環境
もアセスメントす
ること。 
・ある程度若者文化
を 知 っ て お く こ
と。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
046 ２達成に近づいている

若者の就職支援機関が充実している。
２できている
若者の個別の状況に応じた支援機関が設置さ
れている。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

・会社内の人間関係
が原因であっさり
と退職する。 
・正社員として働い
た経験の少ない若
者の社会性の乏し
さ

・小さい時より困難
に立ち向かう経験
の少なさ。 
・社会人としての教
育を受けていない
こと。 

・中、高等学校での
「 働 く こ と の 意
味 」 を 伝 え る 教
育。 

・若者をねばり強く
向き合う姿勢。 

30～40歳
未満 

・正社員として働い
た経験の少ない若
者の正社員採用の
困難さ。 
・人間関係のとり方
の稚拙さや発達障
害等で転職をくり
返す者がいる。

・就職氷河期世代。
・発達障害等自覚の
なさ。 

・職業訓練の充実。
・早期の人間関係ト
レーニングと専門
機関の介入。 

・「あきらめない」こ
とを伝える。 

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
047 ２達成に近づいている

記入なし
２できている
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 児童虐待。

不登校。
家庭環境。
発達の偏り。 

発達の偏り：相談機
関、医療、学校、サ
ービス提供機関等の
紹介及び連携。 
家庭環境の整備。

子どもが安心して生
活できる基盤づくり
（体制・環境）。 

15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
048 ３どちらともいえない

記入なし
２できている
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 発達障害かどうか。

学習支援。 
利用できる制度、サ
ービス。 
現在の生活について
家族でできること。 

対人トラブル。
発達の遅れ。 
知的な遅れ。 
感覚異常。
どこに相談したらい
いのか分からない。 

発達障害に対する理
解。 
支援を受けられる機
関の明確化。 
ライフサイクルを通
じての支援。 
居住地域での支援。 
さまざまな機関によ
る連携。

相談がしっかりとで
きる、アセスメント
力とケースワーカー
力。
ケースのニーズの明
確化とその背景。 
多職種、他機関との
連携。 

15～18歳 発達障害かどうか。
学習支援。 
利用できる制度、サ
ービス。 
現在の生活について
家族でできること。 

対人トラブル。
発達の遅れ。 
知的な遅れ。 
感覚異常。
どこに相談したらい
いのか分からない。 

発達障害に対する理
解。 
支援を受けられる機
関の明確化。 
ライフサイクルを通
じての支援。 
居住地域での支援。 
さまざまな機関によ
る連携。

相談がしっかりとで
きる、アセスメント
力とケースワーカー
力。
ケースのニーズの明
確化とその背景。 
多職種、他機関との
連携。 

18～30歳
未満 

発達障害かどうか。
今後の就労につい
て。 
利用できる制度、サ
ービス。 
現在の生活について
家族でできること。 

対人トラブル。
発達の遅れ。 
知的な遅れ。 
感覚異常。
どこに相談したらい
いのか分からない。 

発達障害に対する理
解。 
支援を受けられる機
関の明確化。 
ライフサイクルを通
じての支援。 
居住地域での支援。 
さまざまな機関によ
る連携。

相談がしっかりとで
きる、アセスメント
力とケースワーカー
力。
ケースのニーズの明
確化とその背景。 
多職種、他機関との
連携。 

30～40歳
未満 

発達障害かどうか。
今後の就労につい
て。 
利用できる制度、サ
ービス。 
現在の生活について
家族でできること。 

対人トラブル。
発達の遅れ。 
知的な遅れ。 
感覚異常。
どこに相談したらい
いのか分からない。 

発達障害に対する理
解。 
支援を受けられる機
関の明確化。 
ライフサイクルを通
じての支援。 
居住地域での支援。 
さまざまな機関によ
る連携。

相談がしっかりとで
きる、アセスメント
力とケースワーカー
力。
ケースのニーズの明
確化とその背景。 
多職種、他機関との
連携。 

ＳＮ049 ※別紙にて、設問を自分で設定し、回答している

３（１）障がいのあるご本人とそのご家族の方が、日常生活を送るうえで主に困っていることはどのような
ことですか。貴団体にて把握している事例がありましたら、ご記入ください。
・交通機関の利用法について子どもに上手く教えられない（切符の買い方、駅の名、バスの路線
名）。 

・お金の管理（使いすぎ／使い方、買物のしかた）。
・季節に応じた衣服のえらび方。（自分のこだわりのものしか着用しない） 
・世間一般のマナーの身につけ方で苦労する。（のりもののマナー、飲食店でのマナー、対人マナ
ー） 

・ゲームやＰＣの使いすぎの指導。（時間管理）
・居場所がない、友人がいない、相談できる場所（本人が）。 

３（２）「浜松市障がい福祉に関するアンケート調査」の自由記述では、「障がいのある人ご本人の高齢化」、
「ご家族の高齢化」、いわゆる「親亡き後」の不安に関するご意見をいただきました。障がいのあ
るご本人とそのご家族の方が将来を思って不安になることや必要とする支援等、ご意見がございま
したらご記入ください。 
・施設利用の手続き、申請書類。 
・金銭管理、銀行、通帳管理。・公共料金の支払い、納税や保険料の手続き。
・免除申請。 
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・食事のしたく、火の管理、健康管理。・受診の管理、自立支援医療の手続き。
・住まいの管理、転居の際の手続きや交渉ごと。・相続（兄弟間のトラブル、親せきも）。
・離職した後のすごし方。・移動の支援。・助けてくれる人がいるかどうか。

３（３）本市では、第２次浜松市障がい者計画において「きめ細かな相談支援の充実」を重点施策に位置づ
け、総合的な相談支援の充実やケアマネジメントの推進等に取り組んでいます。相談支援の充実に
ついて、本市が取り組むべき事項等、ご意見がございましたらご記入ください。
本人の主張や要求は、必ずしも正しいものであるとは限りません。一時的な苦痛を訴えたり、
家族の言ってきたことをそのまま受け継いでいる場合もあります。本人や家族にもわからない
「要求」を見い出してあげて下さい。そのための相談の場になってほしいと願います。最初の段
階では、本人の主訴を聞き入れてほしいですが、次の段階では、一緒になって本人に必要なこと
を探してあげてほしいです。きめ細かな相談とは、そのようなものであってほしいと願います。 

４（１）本市では、ユニバーサルデザイン化の推進等、誰もが暮らしやすい福祉のまちづくりを推進し、障
がいのある人の外出や暮らしやすい環境整備に取り組んでいます。貴団体にて把握している外出に
おける困った事例や本市が取り組むべき事項等、福祉のまちづくりの推進についてご意見がござい
ましたらご記入ください。 
発達障害に関して言えば、感覚の過敏という特性が挙げられます。外の空気、交通機関のにお
いや人口密度、車内の光や騒音などが原因で、うまく屋外で過ごせない子どもがいます。またル
ールやマナーを上手に理解し、使うことができない特性を持つものもあります。飲食店や公共の
場で、白い目で見られたり、ひんしゅくを買うなどの目に遭った人は集団の中ですごすことに抵
抗を感じてしまう場合もあります。以上のような対応に難しい課題についても、今後の市のとり
くみに、何らかの形で反映して下さるとありがたいです。 

５（１）本市では、発達に課題のある子どもに対して、ライフステージに応じた支援が受けられるよう、早
期発見・早期療育の充実、発達支援教育の推進、卒業後の自立に向けた支援等に取り組んでいます。
貴団体にて把握している困った事例や本市が取り組むべき事項等、発達に課題のある子どもに対す
る支援についてご意見がございましたらご記入ください。
一般の教育と、特別支援教育のちがいについて、それぞれのメリットとデメリットを平等に示
し、家族が子どもの道を上手に選択し、子ども自身もその違いを上手に理解できるようにしてほ
しい。一般の教育を通ったから大丈夫という風潮は、その後のつまずきに対する対応力を失いま
す。また、特別支援に入ったから大丈夫という風潮は、その後のスキル向上の意志の壁になって
しまう恐れがあります。どちらに進んでも相応のメリットとデメリットが必ずあるという事実を
行政側がまずは理解されることを望みます。

６（１）障がいのある人の就労意欲が高まっており、本市では障がいの特性やニーズに応じた就労支援に取
り組んでいます。貴団体にて把握している困った事例や本市が取り組むべき事項等、障がいのある
人の就労支援についてご意見がございましたらご記入ください。
障害の有無に関わらず労働者はみな、就職し、離職し、転職していくうちに、定着の道を歩む
ようになります。就職＝成功、離職＝失敗という短絡的な感覚を広めぬよう、労働者と事業所を
上手にフォローする取り組みを考えてほしいです。ただし、離転職を多く繰り返すのは本人のス
キル不足が考えられ、離職者を多く出してしまう会社は雇用スキルの不足が考えられます。両者
のスキルアップ、そしてそれらのマッチングについて研究を重ねて下さるとありがたいです。 

７（２）その他、情報保障やコミュニケーション支援について、貴団体で把握している困った事例や本市が
取り組むべき事項等、ご意見がございましたらご記入ください。 
・発達障害の場合、言語の獲得がスムーズに進まなかったケースもある。 
・本人が発した言葉のうちにある意図を上手に汲み取る技術をもつ者＝「通訳者」が必要なケー
スも多々、存在する。 
・また、一般の情報を時代に照らし合わせたり、ニュアンスを重ねて読み解くなどの高度な技術
を持たない者への解説者もほしい。・情報リテラシーの概念の普及。

●（●）本市が、今後、障がい福祉施策を推進していくうえでのご意見がございましたら、ご記入ください。
発達障害のケースでは、障害＝弱点としか見られないようなアプローチでは限界である。障害

特性と表裏一体の「才能」という捉え方ができるようになると、その子、その人への見方が180°
変わる。このことは発達障害にとどまらず、どんな困難があっても同じかもしれない。健常とさ
れている人であっても、同様に弱点と持ち味が存在するのは明らかである。支援制度が一定の熟
成期を迎えた現在、次の視点として、芸術的観点、平和的観点から福祉を捉えなおす文言を使い
始めてはいかがか。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
050 ３どちらともいえない

浜松市発行の「浜松市子ども・若者支援プラ
ン」の資料や、学校に通知される支援事業な
どをみると行政の積極的な取組は評価できる
が、成果としてみるとあまり確認できないの
が現状ではないか。

２できている
本校の場合、中学校で不登校だった生徒があ
る程度の人数入学をしている。この生徒たち
は、高校では、ほとんど欠席することなく学
校生活を送っている。ある程度、進学に対す
る支援はなされていると思う。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 本校では中学校３年

間の欠席が30日以上
の生徒が全体の約
40％である。このよ
うな生徒も高校に入
学するとほとんど欠
席することなく、高
校生活を過ごしてい
る。その中の一部の
生徒はコミュニケー
ションが周りの生徒
とうまく取れないで
いる。

コミュニケーション
が周りの生徒とうま
く取れない生徒は自
閉症気味で中学校ま
で他の人との接触が
少なく、人間関係の
構築の経験がないこ
とに原因があると考
える。 

コミュニケーション
がうまく取れない生
徒は、高校入学時よ
り計画的なカウンセ
リングが必要であ
る。また、コミュニ
ケーション力の延長
線上にキャリア教育
があり、自分の将来
に向き合わせる支援
がとても大切だと考
える。 

私たちが接している
高校生世代はある程
度人格形成が完成さ
れようとする年齢で
ある。即ち、ある程
度人格が定まった人
間に対して指導を行
うには、専門的知識
が必要になる。経験
のみでの対処は、間
違いがあれば心を一
生閉ざす原因にもな
りかねない。

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
051 ２達成に近づいている

様々な制度が充実してきている反面、当事者
に届いていない現状もある。 
広く制度などが届けられる体制作りができる
とよりよくなると思われる。

２できている
サポステ、こだま、相談支援事業所等 
相談窓口が設置されており、各関係機関での
連携も図れている。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 家庭内の生活環境が

悪い。 
貧困。 
親も何かしらの問題
（障害含む）を抱え
ており、支援者がい
ない。 

本人の持っている障
害特性による困難
さ。 
・複雑な家庭環境。 
・周りの理解不足。
・教育者の関り方、
いじめ。 
・居場所のなさ。

・早期に各専門機関
につなぎ支援体制
を整える。 
本人の障害特性、
状況に合った支援
の提供。 

・保護者を含めた丸
ごと支援。 
・医療、福祉、教育
機関との連携。 

15～18歳 義務教育が終了し、
本人達への介入者が
減る。 
進学先が見つからず
ひきこもりになって
いく。 

本人の持っている障
害特性による困難
さ。 
・複雑な家庭環境。 
・周りの理解不足。
・教育者の関り方、
いじめ。 

・居場所のなさ。

・早期に各専門機関
につなぎ支援体制
を整える。 
本人の障害特性 
状況に合った支援の
提供。 

・本人の行き辛さを
理解しようとする
事。それに対する
寄り添い支援。 
・いつでも窓はあけ
ておく事。 

18～30歳
未満 

・高校卒業後の就職
先 が 見 つ か ら な
い。 

・居場所のなさ。 
・異性感トラブル。

本人の持っている障
害特性による困難
さ。 
就職先でのトラブ
ル。 
挫折等。

・早期に各専門機関
につなぎ支援体制
を整える。 
本人の障害特性、
状況に合った支援
の提供。

・より多くの方（一
般 市 民 ） へ の 啓
発。 
・本人のエンパワメ
ン ト を 引 き 出 す
事。

30～40歳
未満 

金銭トラブルなど。
貧困による借金。
親が高齢となり支援
者不在となる。不安
感を抱える方が多
い。

本人の持っている障
害特性による困難
さ。 

・早期に各専門機関
につなぎ支援体制
を整える。 
本人の障害特性、状
況に合った支援の
提供。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
052 ４あまり達成に近づいてない

障害サービスで対応できる子どものサポート
はあるが、対応できない。 
子ども達や親に対する支援の拡充がされてい
ないように感じる。 
障害サービス事業所にも対応に差があり、1
ヶ所で抱えこむということが起きているよう
に思う。

４あまりできていない
学校側との温度差を感じることが多い。
支える場所が少ない。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・幼少期から必要な

養育療育を受け入
れられない家庭が
多い。 
家庭内引きこもり
が増えている。子
どもに問題がある
親側にも問題があ
ることがある。 
・愛着関係が作れて
い な い こ と が あ
る。

・家庭内での理解不
足（愛着、養育）。
・家庭フォローの人
材不足。
・厳しい環境での生
活現状を把握する
人がいない。 

・親への支援（療育
を受けることへの
あたりまえという
認識）。
→人材、体制など。 
・教育、医療、福祉
の形ある連携、定
期的な情報支援の
場。 
・若者が集まれる場
所。 

・この子らの将来に
早期に関わってい
る重要な時期とい
う認識。
・本人の立場に立つ
が、親の立場、気
持ちへの理解。

15～18歳 ・施設育ちで、管
理・養育され育っ
てきた子たちに、
金銭感覚等の社会
経験が全く土台の
ないまま、障害分
野の大人の社会へ
入 っ て く る こ と
で 、 混 乱 し や す
い。 
・現実検討能力が低
い、先の見通しが
持 ち づ ら く 刹 那
的。 
・愛着かんけいが持
ちづらく、養育機
能を必要としてい
る。

・幼小期からの希薄
な養育環境。 
・虐待やいじめ等に
よ る 自 尊 心 の 低
下、それにともな
う粗暴行為、不登
校等の２次障害。 
・２次障害でかくさ
れてしまう生来性
の特徴や特性。 
・施設の生活から地
域へ出ていく為に
利用できる制度の
少なさ、選択肢の
狭さ。 

・地域に出ていく準
備のできる施設、
制度（例えば低価
格で利用できる住
居、その費用の補
助、お金のやりく
りや仕事の体験が
できる（生活費と
なる）等）。 
・将来に向けた意識
付けができる集団
活動。 
・仲間づくりの場所
の提供。 

・生育歴を知りなが
らその子が生まれ
育った環境を理解
し、その子のあり
様を受け入れ、あ
りのままを受け入
れる。 
・本人の気持ちの代
弁者。 

18～30歳
未満 

・知的には困難な
く、大学卒業後に
仕事場等の社会生
活の中で対人関係
に大きな負担をか
か え 、 ひ き こ も
り、更に学校生活
の延長等で社会と
きりはなされてい
く。社会復帰を考
えた時には大きな
ブ ラ ン ク を か か
え、困難さも増大
している。

・勉強でも生活面で
も大きな問題がな
ければ労働年齢に
達していく「失敗
する事」に慣れて
おらず社会に出て
大きなざせつ感を
感じ、頼れる人間
関係もなく、孤独
になりやすい。 

・相談窓口の低ハー
ドル化（家族の焦
り ）（ 早 い 関 わ
り）。 
・とりあえずの窓口
（ よ ろ ず 総 合 相
談）。 
・仲間づくりの場、
居場所の提供サー
クル。 
・作業体験の場。 

・自己があることを
尊重し、本人の想
いを受け入れ、共
働していく。 
・社会との接点を意
識しながら少しで
もつながれるよう
心掛ける。 

30～40歳
未満 

入院経験はないが、
長年自宅にひきこも
り、家族で抱え、社
会経験がとぼしい
人、コミュニケーシ
ョン能力が乏しい人
が増えている。 

・青年期前の経験か
ら社会に出られな
い ま ま い る こ と
で、他者との信頼
関係、家族間での
信頼関係の構築が
できない。支えら
れた経験不足から
上手く相談できな
い 。 発 信 で き な
い、家族だけの困
り感。

・居場所支援、つな
がる支援。 
年齢別、世代別。
低価格のもの。 
・出会いの場。 
・何でも相談窓口、
人材確保。 

・これからの生活を
みすえながら、本
人の気持ちに寄り
沿い、社会と接点
をもちながら、つ
ながりを意識して
いくこと。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
053 ３どちらともいえない

子供以前に親が自立していると言い難い家庭
もあり、家庭全体に課題が沢山あるから。 

３どちらともいえない
支援対象者ごとに必要な支援の分野が違うた
め一律にできるとは思わないが、各関係機関
が取り組もうとしているのは評価するべき点
である。困難さの程度、支援分野の範囲は対
象となる若者により異なるため、大きな括り
での評価は難しさがあるように思う。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 【乳幼児期】

適切な医療、教育を
受けるための情報が
届いていない。 
（例：予防接種、定
期健診の不参加、日
本の小学校入学前ま
での家庭で保育/同国
人経営の小規模託児
所に預け、集団生活
や日本語習得に困難
が生じている） 
同月齢、同年代の子
どもとの接点が少な
く、発達の遅れなど
に親が気づきにく
い。もしくは複数の
文化・言語環境で育
つため、ことばの遅
れや行動などが発達
の遅れと誤診される
可能性がある。 
【学童期～青年前
期】 
外国にルーツがある
子ども達の多国籍化
が進み、マイノリテ
ィの国の子ども達へ
の支援が手薄（例：
通訳・翻訳など）。 
ルーツのある国は同
じでも、成育環境の
多様化が進み、必要
な支援も多様化して
いる。 
（例：日本生まれ日
本育ちで日本の学校/
外国人学校に進学、
義務教育年齢を超え
る間際に来日） 
不就学でどこにも所
属していない。ま
た、不就学から日本
の学校への就学する
ことが困難。 
日本の学校生活で、
生活言語としての日
本語は習得できる
が、学習言語として
の日本語が習得でき
ない。日本語と母語
の発達がどちらも不
十分で思考能力が伸
びない。 
子どもが親の母語を
習得せず、親とのコ
ミュニケーションが
取れない。

保護者の離婚問題や
経済的な問題に振り
回される。 
文化の違いによって
公立学校に適応でき
ない。 
保護者の教育への関
心が薄い。 
理想（進学への期
待）と現実がかみ合
っていない。 
親が帰国か永住かラ
イフプランを立てて
いない。 
家庭での学習機会が
少ない（親が日本語
で宿題を見ることが
できない）。 
親の日本語能力が低
い/母語による情報提
供が少なく、育児や
日本の教育制度、進
学、就労に関する情
報収集ができない。 

外国籍も義務教育
課。 
母国語のカウンセラ
ーやソーシャルワー
カー。 
高校への進学支援。 
妊娠中や乳幼児期の
子を持つ親へのオリ
エンテーション（母
国と日本の子育て文
化の違い、医療や教
育制度を知る）。
行政の窓口やHP、は
ますくファイルなど
の冊子等での情報提
供（やさしい日本語
や多言語で）。 
親が日本語を学習す
る場。 
同月齢の子を持つ親
や同国人と出会える
場。 
日本の学校における
外国にルーツを持つ
子ども達への教員の
理解。
子どもの日本語や教
科の学習を支援する
場。 
子どもがルーツのあ
る国の文化や言語を
学ぶ場。 

家庭全体への支援・
配慮。 
日本の文化、習慣を
押し付けるのではな
く、相手の意見を尊
重しながら対話を心
掛ける。 
日本語で話をすると
きに、内容を理解し
ているか何度も確認
する。理解していな
いように感じたら、
よりかみ砕いて話し
たり、通訳翻訳に頼
ったり、写真を見せ
るなど伝え方を工夫
する。 
相談の内容によって
適切な専門機関に繋
げる。 
子どもや青年期の若
者の場合、本人の成
育歴に配慮する。 
守秘義務を守る。 
困難を解決するため
の制度を学び、最新
の情報を得る。 
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日本人よりも高校進
学率が低い（定時制
高校への進学が多
い）義務教育終了後
に就労を希望し、ア
ルバイトや非正規な
ど不安定な職に就
く。

15～18歳 高校に進学後、日本
語での教科学習に付
いていくことが困
難。 
就職後に高校や大学
への進学を目指して
も復学が困難。
高校卒業後のライフ
プラン（キャリアプ
ラン）が立てられな
い。 
ルーツのある国と日
本との間でアイデン
ティティの確立に揺
らぎが出る。 

日本の教育制度を知
らず、来日時期が適
当でない/母語での教
育年数が不足し、復
学の妨げとなる。 
親や先輩など、モデ
ルケースとの接触が
不足している。
自身のルーツのある
国の文化に触れる、
継承語を学習する機
会が少ない。 
家庭状況によって
は、自身の勉学より
アルバイトをしなけ
ればならない。 
下の兄弟たちの世話
をしなければならな
い。 

大学への進学支援。
就職活動の支援。 
日本語や高校相当の
教科の学習を支援す
る場。 
高校、大学進学を目
指す親子へのオリエ
ンテーション。 
高校卒業後のキャリ
アプランを考える場
（モデルケースとの
接触）。 

家庭全体への支援・
配慮。 
日本の文化、習慣を
押し付けるのではな
く、相手の意見を尊
重しながら対話を心
掛ける。 
日本語で話をすると
きに、内容を理解し
ているか何度も確認
する。理解していな
いように感じたら、
よりかみ砕いて話し
たり、通訳翻訳に頼
ったり、写真を見せ
るなど伝え方を工夫
する。 
相談の内容によって
適切な専門機関に繋
げる。 
子どもや青年期の若
者の場合、本人の成
育歴に配慮する。 
守秘義務を守る。 
困難を解決するため
の制度を学び、最新
の情報を得る。

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満 

非正規雇用で就労
し、経済的に不安
定。老後に向けての
ライフプランが立て
られない。無保険・
無年金の人もいる。
子育てをする際に、
情報不足や子どもと
のコミュニケーショ
ンなど親世代と同じ
ような課題を持つ。 
地域参加が少なく、
日本社会との接点が
無い（災害時などに
孤立する可能性があ
る）。 

多くが派遣。
保険や年金はお金が
掛りもったいないと
考え関心が薄い。 
日本語学習の機会が
少ない。もしくは優
先されない。 
非正規雇用から正規
雇用へのキャリアア
ップを目指す際、社
内試験に日本語で臨
むことができない。 
行政制度や手続きを
相談できる場が少な
い。もしくは煩雑さ
を感じ、制度を利用
しない/手続きをしな
い。 
同国人同士のコミュ
ニティが存在し、通
訳・翻訳が充実して
いるため、生活上で
困難を感じていな
い。 
日本語ができない/今
まで参加したことが
無いために、地域行
事など地域住民との
交流ができる場への
参加に消極的。

制度の説明。
日本語を学習する
場。 
正規雇用に繋がるた
めの職業訓練。 
行政の窓口やHP等で
の情報提供（やさし
い日本語や多言語
で）。 
地域住民との交流が
持てる場。 
災害時など緊急時の
対応を学べる場。 
老後に向けて、自身
のライフプランを見
直す場。 

家庭全体への支援・
配慮。 
日本の文化、習慣を
押し付けるのではな
く、相手の意見を尊
重しながら対話を心
掛ける。 
日本語で話をすると
きに、内容を理解し
ているか何度も確認
する。理解していな
いように感じたら、
よりかみ砕いて話し
たり、通訳翻訳に頼
ったり、写真を見せ
るなど伝え方を工夫
する。 
相談の内容によって
適切な専門機関に繋
げる。 
子どもや青年期の若
者の場合、本人の成
育歴に配慮する。 
守秘義務を守る。 
困難を解決するため
の制度を学び、最新
の情報を得る。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
054 ３どちらともいえない

若者の自立支援に関しては支援機関も多く個
人のニーズに沿った相談・支援も充実してい
ると感じますが、ひきこもりの若者を取り巻
く環境（学校や家庭）に課題を抱えており横
の連携が難しい現状あり。若者１人の課題で
は無い困難事例が多くあると感じるため、利
用支援機関の明確化も必要と思われる。 

２できている
就労支援機関である為、本人の就労支援相談
をすることで求職者のキャリアプランを共に
考察・検討し、納得した意思決定に基づいて
応募・就職支援を行う事で本人主体の自立支
援が目的である。求職者の背景には個人的特
性はもちろんそれぞれの抱える課題に応じて
他の支援機関への誘導や情報提供も心がけて
います。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

・背景に発達障害を
抱え就労定着や困
難要因を抱える若
者の相談が多い。
具体的に就労の継
続が困難にて離転
職を繰り返す求職
者が多い。 
・生きづらさや体調
不良でも支援機関
や病院の利用が無
い求職者が多い。
提案し改めて考え
るケースが多い。 
・就労に関する支援
を知らない事が多
い事はもちろん、
浜松市の支援機関
を知らない若者が
多い。 

・社会に出て働く事
を想定したスキル
の必要性や資格取
得など教育現場で
本人特性に応じた
相談が深くされて
いないのか、自身
のキャリア像を持
っていない。立て
られない若者が多
く感じます。 
・求職者の抱える困
難要件を自己理解
ができ、課題を具
体的に相談できる
ケースばかりでは
無いため、適切な
支援と情報提供、
リファーを受けて
いない求職者が多
く感じます。つま
り支援者の相談ス
キルの向上と研鑽
の必要性を感じま
す。 

・問５の所でも述べ
ましたが、就職支
援 機 関 に お い て
は、まず基本的に
カウンセリングス
キル・キャリアコ
ンテイングスキル
等の支援はもちろ
ん、求職者の抱え
る問題点の把握は
その支援機関にお
いても必要なスキ
ルであると感じま
す。 
・求職者の状態にお
いては体調面の確
認、つまりメンタ
ル面の把握も重要
であり、緊急性が
ある場合は病院に
繋げていく意識を
持つことも忘れな
い事が重要だと考
えています。 
・そして支援機関と
して他の支援機関
がどのような支援
機関かを理解して
リファーできる関
係性を作る事が重
要だと考えていま
す。

・問６と同様です
が、支援員として
相談者に対しては
常に真摯に向き合
う姿勢が大切であ
り、相談スキル向
上の為自己研鑽を
続ける事で相談者
の主訴を捉え的確
な支援をすること
が必要と思われま
す。 
・また支援員として
一人で問題を抱え
込まず、自身の力
を超えた事例に関
してはリファーで
きる関係・人脈の
関係構築が大切だ
と考えています。 

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
055 ４あまり達成に近づいてない

経済的に自立できていない親に育てられた子
は、自立しようという意思が見られないこと
が多く、就労意識も低いから。

２できている
一部分ではあるが、親がわりもしくは小中学
校に行かず学ばなかったかわりの支援・指導
をしていると思う。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 ・発達障害を指摘さ

れつつも、本人や
親が否定して二次
障 害 を 引 き お こ
す。 
・親が子どもに無関
心で様々なあらわ
れ（弊害）を引き
起こしている。 
・貧困。 

・親（家庭）養育能
力のなさ。
・発達障害そのも
の。 
・親のお金の使い方
が ま ち が っ て い
る。それを見て育
った本人もまちが
っていることが多
い。 

・親世代への教育、
引きはなし。 
・義務教育期におけ
る発達障害等の支
援に対するある程
度の強制力。
・切れ目のない支援
（高校に通いなが
らでも様々なサー
ビスをうけられる
よ う に し て 欲 し
い）。 
・お金の使い方の指
導。

・本人や保護者の背
景、心情の尊重。 
・悪いところより
も、良いところを
み る よ う に 努 め
る。 

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
056 ４あまり達成に近づいてない

記入なし
４あまりできていない
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 10代のうちに仕事や

自立に向けて社会
体験できる機会が
少なく、将来のイ
メ ー ジ が し に く
い。 
・これまでの生活の
中で、小さな失敗
を認められず、大
人になってから失
敗が怖く、一度失
敗するとそこから
抜け出せない。

・高校を中退した人
やその家族が、相
談できる機関や社
会参加できる場所
が少ない。 
・自己イメージが低
い。 

・高校生世代の人や
その家族が相談す
る場や、学校との
連携。 

・支援者の生活の保
障。支援者が心身
ともに健康である
こと。 
・当事者だけではな
く、家族全体、家
族の中での本人の
支援ができるよう
な視点を大事にす
る。また、それに
伴う各関係機関と
連 携 し 支 援 を す
る。

18～30歳
未満 

・生活感覚や自立の
イ メ ー ジ が う す
く、現実検討がで
きない。 
・お金がないため、
社会参加や消費生
活 に 参 加 し に く
い。移動手段がな
い人や移動手段が
バスや電車の人は
交通費がかかるた
め、社会参加を断
念する人もいる。
・一人暮らしをした
くても、現実的に
叶えられないこと
が多い。結果、家
族に頼ることにな
り自立に結び付か
ない。 
・相談の場に女性が
現れにくい傾向が
あ る 。 実 態 が 不
明。

・ひきこもりの人、
または何らかの理
由で働くことがで
きない人は、家族
からの経済的援助
がない、またはあ
ったとしても家族
への遠慮から社会
参加がしにくいと
感じている。 
・働いていない、社
会参加をしていな
い人が自ら課題と
して相談すること
は難しく、家族が
抱えてしまってい
るため。 

・就労支援、本人に
合った就労や社会
参加の場の提供。 
・家族と離れて生活
する中で自立を促
せるような仕掛け
作り。 
・家族や当事者自ら
が相談しやすい環
境作り、地域の見
守り。 
・若い人同士のピア
サポートの促進。 
・ひきこもりの助成
の当事者も参加し
やすい相談場所、
居場所。 

・支援者の生活の保
障。支援者が心身
ともに健康である
こと。 
・当事者だけではな
く、家族全体、家
族の中での本人の
支援ができるよう
な視点を大事にす
る。また、それに
伴う各関係機関と
連 携 し 支 援 を す
る。 

30～40歳
未満 

・支援につながるま
で長くひきこもっ
ている、また支援
につながってから
も自立や社会参加
までに時間がかか
る。 

・こだま（ひきこも
りの居場所）につ
ながっても、家庭
で過ごす時間は長
く。家族環境の介
入が難しい。 

・当事者だけではな
く、家族全体を支
援の対象にする。 
・ひきこもっている
人が社会参加をし
よ う と し た 際 に
（家族や支援者共
に）参加しやすい
地域作り。 

・支援者の生活の保
障。支援者が心身
ともに健康である
こと。 
・当事者だけではな
く、家族全体、家
族の中での本人の
支援ができるよう
な視点を大事にす
る。また、それに
伴う各関係機関と
連 携 し 支 援 を す
る。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
057 ４あまり達成に近づいてない

・「自立」という視点からは、それが達成でき
るような就職に結びつく例は当所では数が
少ない。 
・就労したとしても、精神的、社会的孤立と
なって家やプライベートで居場所のない／
いる若者が、相談者の中に多くいる。
・義務教育年齢以降のひきこもり、高校や大
学中退、無業のの若者がどのくらいいるか
実態がわからない。

４あまりできていない
・当所は就労支援がメインになっているが、
相談者の中には生活支援や環境調整など、
ケースワーク、ソーシャルワークが必要な
人がいて、それらを専門で支援する機能が
必要だと感じている。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 ・家庭にも学校にも

場所がなく、孤立
してしまう子がい
る。 
・日々を生きること
が精一杯で将来へ
の希望や夢を持つ
こ と も 諦 め て い
る。 
・中学までは不登校
でも、高校へは進
学しようと公立定
時制、私立通信制
な ど へ 籍 を 置 く
が、続かなくなり
不登校からひきこ
も り 、 中 退 に な
る。その時には学
校との関係も薄く
なり、社会的に埋
もれる可能性が高
くなる。 
・障害があっても上
記のような高校に
進学した時、学校
が本当に必要な支
援 に は つ な が ら
ず、課題は先送り
されていく。 

・地域、社会の分断
化や個人主義、格
差社会への流れが
止まらない。 
・親自身も困ってき
たが、他者とつな
がったり、救われ
た経験も少ないた
め、子どもにもそ
れが受け継がれて
いく。 
・極端な言い方をす
れば、高等教育の
環境に課題。どう
したらいいか分か
らない、どこに頼
ればいいか分から
ないから、という
ことがあるが、あ
る種、最低限卒業
さ え し て く れ れ
ば、進学してくれ
れば、バイトでも
何でも仕事してく
れ れ ば と い う 問
題。 
・学力は不振だが、
穏やかで明らかな
問題行動がない場
合、多少気になる
ことがあるが、学
力は高い方で学習
面では困らない場
合、見た目には分
かりやすい問題行
動への対応に追わ
れれば義務教育年
代では見過ごされ
やすい。実は孤立
しがちだったり、
環境の変化に慣れ
に く い な ど が あ
る。

・長期的視点から…
子ども若者版の地
域包括ケアシステ
ムの構築。 
・ソーシャルワーク
の視点を高校教育
へもっと進めてい
く。 
・保健福祉と教育の
情報交換の場、出
会いの場を作る。
ケースを共有した
りステージを引き
渡すのりしろを作
る機会。 
・実効的な総合相談
（ソーシャルワー
ク 、 ケ ー ス ワ ー
ク）の実施。 

・あきらめないこ
と。 
・必要な資源は作る
こと。 
・当事者の権利や人
権 意 識 を 持 つ こ
と。 
・支援者など本人に
身近な人が外とつ
ながること。 
・付き添い、寄り添
うこと。 
・新しい情報を取り
入れること。 
・専門性を高めるこ
と（自己研鑽）。 
・他者を巻き込むこ
と。 
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18～30歳
未満 

・学齢期の経験の育
ちの中で、他者に
対する安心感・信
頼感を持つことが
難しい。 
・人とのコミュニケ
ーションに困難を
抱えている方が多
く見られる。そう
いう場合は就労す
る上では困難を感
じる。 
・学歴は高いが、就
職活動や就職して
から自己判断や自
己表現に困難を抱
えることもある。 
・学齢期、目立った
言動や対人トラブ
ルがなかったため
に見過ごされてき
た、知的障害や発
達 障 害 を 持 つ 若
者。当所相談で障
害者手帳を取得す
る。 
・ひきこもりや不登
校などでの経験不
足等により、社会
生活を送る上での
マナーや対人スキ
ルが身についてい
ないまま年齢を重
ねてしまっている
方が多い。

・学齢期までの経験
の蓄積と考えてい
るため、上記に同
じ。 
・一度、一般的なル
ー ト か ら 外 れ る
と、社会的に同年
代に追いつく、同
年代と触れあう機
会が実質的に難し
い。社会的許容が
少ない。 

・ひきこもりでもな
く 、 障 害 で も な
い、しかし孤立し
ている若者が、他
者と出会える場、
接触できる場づく
り。それが自助、
共助力を高める。
・若者専門のソーシ
ャルワーク機能、
拠点。 

・あきらめないこ
と。 
・必要な資源は作る
こと。 
・当事者の権利や人
権 意 識 を 持 つ こ
と。 
・支援者など本人に
身近な人が外とつ
ながること。 
・付き添い、寄り添
うこと。 
・新しい情報を取り
入れること。 
・専門性を高めるこ
と（自己研鑽）。 
・他者を巻き込むこ
と。 

30～40歳
未満 

・30代以降の就労で
は、一般的に年齢
的にも求められる
ことが多いので、
一層就労へのハー
ドルが高くなって
し ま う 傾 向 が あ
る。 
・成功体験よりも失
敗体験の方が多い
場合も多く、そう
いう点からも、展
開がしにくい。 
・知的障害が見過ご
されてきた場合、
30代後半で療育手
帳の取得を目指し
ても、実際に学齢
期の事を証明でき
る先輩は退職し、
方法がなくなり断
念せざるを得ない
場合もある。実際
に障害のある状態
であるにも関わら
ず、福祉的支援が
受けられない。（精
神科受診という方
法はあるが、万能
ではない。）

・上記二つのことの
積み重ねと考えて
いる。 
・再チャレンジに対
して、まだまだネ
ガティブなイメー
ジの社会。 
・ひきこもり、無業
の状態、知的障害
や発達障害に対し
て、一般的にはま
だまだ本人の問題
や努力不足などに
括られる印象が強
い。正しい知識や
理解が浸透してい
ない。 

・社会の包容力の醸
成。企業や地域の
協力。
・労働局でやってい
るユースエール企
業 の 公 表 の よ う
な、若者支援に理
解、協力をしてい
る事業の社会的地
位を高める活動や
仕組み。 

・あきらめないこ
と。 
・必要な資源は作る
こと。 
・当事者の権利や人
権 意 識 を 持 つ こ
と。 
・支援者など本人に
身近な人が外とつ
ながること。 
・付き添い、寄り添
うこと。 
・新しい情報を取り
入れること。 
・専門性を高めるこ
と（自己研鑽）。 
・他者を巻き込むこ
と。 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
058 ３どちらともいえない

浜松市子ども・若者支援プランの概要につい
てどんなことが行われているのか、正確には
把握できていません。 

２できている
若者相談支援窓口「わかば」や、生活自立支
援センター「つながり」が設置され、相談し
やすい体制および複数の機関が連携して支援
する体制が整ってきた。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 ・不登校、引きこも

り。 
・発達障害。 
・診断を受けていな
いグレーゾーン。 
・生活習慣の乱れ
（食事、睡眠、昼
夜逆転生活）。 
・スマホ依存、ゲー
ム依存。 
・コミュニケーショ
ンに対する苦手意
識。
・高校中退（不登
校・引きこもり・
アルバイト中心生
活）。 
・卒業後の進路が未
決定のまま卒業し
てしまう（フリー
ター）。 
・貧困、家庭崩壊、
精神疾患（メンタ
ルヘルス）、DV。 
・性に関する問題、
デートDV。 

・家庭環境の不安定
さ（貧困、ネグレ
クト、親の発達障
害や精神疾患）。 
・家庭内でのコミュ
ニケーションの希
薄さや、放任的な
家庭環境。 
・高校入学前に支援
の手（医療機関や
福祉的なサポート
な ど ） が な か っ
た。 
・高校入学前のいじ
めや挫折の経験。 
・コミュニケーショ
ンに対する苦手意
識。
・就労に関する不
安。 

・高校としては、SC
やSSWを利用して
困り感のある生徒
や保護者の支援を
行う。SSWによる
支援を受け、医療
機関や外部関係機
関との連携を試み
る。 
・困難を抱えた家庭
や 児 童 生 徒 に 対
し、高校入学前に
支援の手が入り、
高校入学後も継続
的な支援が行われ
ることが必要。ま
た、各機関との連
携や情報共有が必
要。 
・小学校と中学校と
の間の情報共有や
連携はかなり行わ
れ て い る よ う だ
が、高校へは伝わ
りにくい現状であ
る。小、中、高が
密かに情報共有や
連携ができる支援
体制を整えていき
たい。

・人格を否定するよ
うな言葉かけを行
わないこと。 
・本人の思いを傾聴
し よ う と い う 姿
勢。 
・個人情報の取り扱
い。 
・一人で抱え込ま
ず、支援チームと
し て 共 有 す る こ
と。 
・家庭やその他関係
者との情報共有と
連携を図ること。 

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
059 ３どちらともいえない

高校に在学していると「なかぽつセンター」
など、障害者就業のサービスを受けられない
ため。

３どちらともいえない
（１）の理由による。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 発達障害を抱えるが

高校卒業を目指した
いという希望が増え
ている。 

・社会ニーズの変
化。 
・職業訓練は早すぎ
ると考える世帯の
増加。 
・高卒が「当たり
前」と考えられる
ような受入体制の
拡大。

高校卒業後の進路確
定へ向けて障害者支
援サービスとの連携
を強化していける環
境。 

画一的な分け方で障
害は分類できないこ
とが多いため、様々
な事情を勘案した上
での支援。 

18～30歳
未満 

上記の課題を抱える
人たちの就労が困難
かつ「なかぽつ」の
利用ができない（18
才になっていなけれ
ばならない）。 

市の対応で大きく前
進が可能な分野。だ
が未だ対応いただけ
ていない。 

18才未満でも対応し
て欲しい。 

社会に出る年齢では
あるが、内面が未熟
な部分が多いため、
それらをどう社会へ
橋渡ししていけるか
考えていかなければ
ならない。

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
060 ３どちらともいえない

生きにくさを持った子どもや若者の自立に対
して安心した暮らしをするために、多くの支
援などが必要であると考えるが、ライフステ
ージ毎に支援する窓口が違うことで課題が共
有出来ない。行政窓口も横の連携をすること
で、安心して暮らせる一歩になるのでは。 

４あまりできていない
支援を必要としている子どもは、親、保護
者、子ども、若者本人が、自分自身の抱えて
いる困難な状況や問題に気づいていないケー
スが多い。周囲が問題を感じていても、当事
者が問題と思っていない、深刻さが伝わって
こない。親や子どもが育った環境や現状が、
周囲からみれば問題とみえても、当事者が気
づかなければ問題になっていないので、本来
支援の必要な当事者からの相談やSOSは、少
ないと感じている。また、相談支援を求めた
くても、どこに相談すればいいのか知識や情
報を持っていないこともあり、恥ずかしいと
思ったり、行政機関は敷居が高いと感じてい
る。また、相談して、傷ついたり、相談して
も変わらないという経験が少なくないため、
あきらめてしまうなど、必要な人が声を上げ
にくいことは、以前とあまり変わっていない
ように感じている。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ひとり親や生活困

窮、貧困、家庭環境
によって、子どもに
及ぶ影響があるが、
親が育った環境が影
響していると、基本
的生活が成り立って
いないので、生活習
慣の改善や学習や就
労意識を高めること
は困難を伴う。一方
で、親の進路や成績
等の過度の期待によ
って、子どもの現状
（障がいや不登校）
が受け入れられない
こともある。こちら
のケースも、親の育
った環境が影響して
いることもあり、知
識や情報はあっても
否定的になりやす
く、支援を受け入れ
ることに抵抗を示す
ことがある。２次障
がいを伴うケースが
ある。 
少子化傾向にあるの
に、不登校生は増加
している。 

発達障がいなど生き
にくさがある場合
は、乳幼児から育て
にくさ、集団生活の
難しさなどから、周
囲の支援や理解がな
いと、二次障がいな
ど、いじめや不登校
などの困難さの表れ
や、保護者も子育て
に疲れて自己肯定感
が低く虐待傾向に走
る表れ。保護者も、
発達障がいの傾向の
方が多くいるため、
貧困の連鎖の表れ。 
本人も自己肯定感が
低いことが多い。 
支援の体制は整って
きてはいるが、地域
の理解はまだまだ不
十分であり、支援に
関わる人によって対
応が変わってしま
う。幼少期からの話
を聞いていくと、当
事者の困難さが理解
されておらず、学校
で困った子どもとい
う捉え方だったり、
表面化しにくい状況
や問題行動がないケ
ースでは、問題が先
送りされるだけで、
親も不安を抱えなが
ら過ごし、環境が変
わったり、社会にで
てから問題が表面化
している。早期に必
要な支援が行われて
いないケースがあ
る。

全てのライフステー
ジで、支援が出来る
切れ目のない支援。
行政窓口も子ども課
など、18才までの窓
口、その後成人期の
窓口と、困難を抱え
る子ども、若者を見
守る体制。行政窓口
と専門機関、民間と
NPO等へ繋ぐ、コー
ディネーターの役割
を果たす人材や窓口
が必要。 

自己肯定感が低いの
で、困難さに伴奏す
ること。みえる困難
さだけではなく、問
題の背景を考えてい
かないと、本当の支
援に繋がらない。子
ども、若者が対象で
あっても、家庭や親
の支援が必要となる
ケースがある。子ど
も・若者支援という
が、実際に当事者の
子ども・若者からの
相談は少なく、親か
らの相談になるた
め、親の希望だけで
はなく、子どもにと
って必要な支援は何
かを考えていく。 
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15～18歳 上記記載 義務教育ではないた
め、学校不適応を起
こして、退学して
も、福祉など繋がら
ないため、引きこも
りになるケースがあ
る。

上記記載 上記記載

18～30歳
未満 

当事者の困難さが理
解されておらず、表
面化しにくい現状や
問題行動がないケー
スで、学校の中では
問題が先送りされて
結果、困難な状況
が、生活や仕事に影
響を及ぼし、ニート
やひきこもり状態に
なっているケース。
家族の戸惑いも大き
くなり、関係が悪化
するケースもある。

就労につくために
も、サポステなど伴
走する必要がある
が、実際は支援がな
い就職にしても定着
出来ない事がある。 
大学卒業後にも、高
校卒業後と同様、就
職しても定着出来な
かったり、引きこも
ったりするケースが
ある。 

上記記載 上記記載

30～40歳
未満 

親の高齢化や介護に
より、問題が表面化
するケースがある。
家庭だけで抱えてい
ることから、ひきこ
もりやニートの状態
が、長時間に及んで
いることが多い。

支援体制の遅れ。 上記記載 上記記載
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
061 ３どちらともいえない

若者支援について、若者サポートネット（若
者支援地域協議会）が具体的支援に結びつく
体制にまでは至っていないと感じるため。 

３どちらともいえない
（１）の回答と同様。困難を抱える若者が相
談できる窓口やサポートネット体制が市民に
分かりやすい体制で実施できていないと考え
るため。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 原因は一様ではない

ので、回答は難しい
と感じます。 

当センターが実施し
ている、小学校４年
生に対する「ストレ
スマネジメント事
業」や小学校５年生
を対象とした「いの
ちをつなぐ手紙事
業」などでは、自分
自身や身近な友人が
学校でいじわるをさ
れたり、辛い思いを
している様子を子ど
もたちが教えてくれ
ることがあります。
現在、国の自殺対策
では若年層が自ら援
助希求行動をとれる
ように推進していく
方向が示されていま
すが、子どもたちに
かかわる地域の大人
や学校の先生など、
受け止める側の教育
を行い、子どもたち
が支援を求めた時に
きちんと受け止める
場所があることが必
要であると感じま
す。

記入なし

15～18歳 当センターには中学
生や高校生の保護者
から、お子さんがゲ
ームやネットの依存
症ではないかと心配
されてご相談を受け
ることがあります。
現在の子供たちにと
っては、インターネ
ットやモバイル機器
が幼い時から身近な
場所にあるという環
境的な要因も影響し
ていると思われます
が、心理的に辛いこ
とや困ったことがあ
った時に、身近な大
人に相談したり頼っ
たりするよりも、ネ
ットやゲームの世界
に没頭することで紛
らわしたり、その中
のつながりを自分の
支えにする傾向がう
まれているのかもし
れないと感じます。

原因は一様ではない
ので、回答は難しい
と感じます。 

現在、中学までの全
学校にスクールカウ
ンセラーが配置され
ていますが、中学卒
業後に不登校や中退
となった生徒や保護
者が相談できる場所
は限られています。
問題が深刻化する前
に相談できる体制を
取っていくために
は、全高校にスクー
ルカウンセラーの配
置を義務付ける体制
が必要であると考え
ます。 

記入なし
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18～30歳
未満 

当センターの「ひき
こもり相談」でもっ
とも多い年代が、こ
の年代にあたりま
す。高校や大学に進
学した後、自分のや
りたいことがわから
ない、就職活動は一
応するが働く意味が
わからないと話され
る方など、社会の中
で自分の存在意義や
居場所を見つけられ
ず孤立してしまう方
が相談にこられてい
ます。 

原因は一様ではない
ので、回答は難しい
と感じます。 

自分の適性や将来に
対して不安になった
時には、すぐに就労
に結びつけるための
支援だけではなく、
これからの道を本人
自身が考えていくた
めの寄り添う支援が
必要であると感じま
す。そのなかでは、
もう一度自分のこれ
まで生きてきた道を
振り返り、周囲との
関係性を見直すなど
の作業や、本人が自
分の特性や特徴を知
ることができる経験
も必要であると感じ
ます。悩み事を話せ
る場と、それに基づ
いて自分をもう一度
振り返る体験ができ
る支援（具体的には
体験就労のような経
験）が一体的にでき
る支援が必要である
と考えます。

記入なし

30～40歳
未満 

この年代の「ひきこ
もり相談」では、か
なりの重労働を強い
られるような環境で
仕事をした後、心身
ともに疲弊して離職
した後、再就職でき
ないまま引きこもっ
ていらっしゃる方の
相談などが多くなっ
てきます。 
また、ギャンブルや
アルコール中毒に対
する依存の問題を抱
え、その方の配偶者
やご家族が来所の相
談に来られることが
多くあります。 

原因は一様ではない
ので、回答は難しい
と感じます。 

生活支援と就労支援
を一体的に実施でき
る体制が必要と感じ
ます。生活困窮者自
立支援事業がその一
端を担っていると思
いますが、収入がな
く、生活困窮状況で
あっても、本人の就
労意欲がない場合に
はうまく支援に結び
つかない状況がある
と感じます。就労意
欲がない場合であっ
ても、まずは本人が
社会との接点を徐々
に持てるような体験
（ボランティア活動
体験など一人ではな
くグループで体験す
るような場）が必要
であると感じます。

記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
062 ３どちらともいえない

プラン自体についてあまり理解できていない
ので、回答も難しいです。申し訳ありませ
ん。問４以降につきましても、個別の問題
（障害状況、家族状況など）が大きく傾向と
してはとらえられていません。すみません。

３どちらともいえない
記入なし 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
063 ３どちらともいえない

記入なし
３どちらともいえない
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 当センターは子ども

の問題を抱える両親
への支援が中心で
す。 
虐待ケースを中心と
する区への支援を行
っています。

子ども虐待防止への
取組みが不十分な
点。 

母子保健、児童福
祉、保育園、幼稚
園、小学校、中学
校、民生委員等地域
の資源がどのように
連携できるか？

・子どもの訴えを受
け止める姿勢。 
・子どもの権利を第
一義として受け止め
る姿勢。 

15～18歳 記入なし 義務教育終了後の子
どもとの関わりが持
てる機関が少ない。

記入なし 記入なし

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
064 ４あまり達成に近づいてない

相談先は色々と整備されて来ているが、そこ
までつながりにくい家庭環境や、事情のある
方たちがまだまだたくさんいらっしゃる印象
がある。

３どちらともいえない
記入なし 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 家庭環境の影響を受

けやすい、家庭の問
題（シングル、貧困
など）経済的な問題
からネグレクトやサ
ービス利用につなが
らない。 
発達の途中であり、
その後の育ちを左右
する。診断や診察の
機会はある。

障害、疾病。
貧困。 
家庭の複雑さ。 
発達の速度のちが
い。 

学校や教育の場が外
にひらかれ、協働で
きるような取組みづ
くり。 
個別に合わせた療育
や教育の機会。 

医療、学校、家庭の
つなぎ役としての役
割がはたせるようネ
ットワークづくりが
大切であると思い連
携を取っている。 
親世代の生きて来た
歴史にも目をむけ、
世帯として支援にか
かわる姿勢を持つこ
と。

15～18歳 学力の問題や・勉強
についていけず、そ
こから外れると学校
生活もおもしろくな
く不登校やあばれる
などのあらわれとな
って見えて来る。
経済状況により進路
選択に困難感を感じ
ている。 

障害、疾病。
貧困。 
交通の不便さ。
家庭の複雑さ。 
かかえる悩みの多様
化。 

小中高など学齢があ
がるたびの環境変化
が極力さけられる環
境。 
就学へむすびつくよ
うな学びや体験の機
会の増加。 

学校生活やその後の
進路について充分に
よりそって、ご本人
のペースで進んで行
かないとうまくいか
ないと思っている。 
（生きにくさをかか
えた状況が長びくほ
ど信頼関係の構築が
難しい。距離感を保
ちながら継続した支
援ができるように付
き合っていく。）

18～30歳
未満 

ネット社会、ＳＮＳ
で不特定多数との接
触でのトラブル、情
報の取捨選択ができ
ず、トラブルに巻き
こまれていく。 
非正規雇用など不安
定な経済基盤のみ
で、生活の不安感を
感じている。 
就職しても途中で困
難をかかえ、休職や
精神的な不安定感を
まねいている。 
外出できなくなるな
ど関係性が築けなく
なる。

就職後の失敗や病気
（精神）によるつま
ずき。リカバリーす
る支援が足りず、個
の努力だけでは難し
い。 
雇用側にもスキルが
不足している。
引きこもりが表面化
されて来ない。 

就労定着のための助
け。 
生活改善のための手
助け。 

医療とのつながりが
途切れないように支
援する必要がある。 
（生きにくさをかか
えた状況が長びくほ
ど信頼関係の構築が
難しい。距離感を保
ちながら継続した支
援ができるように付
き合っていく。） 

30～40歳
未満 

何とか生活できてお
り、本人に困り感は
ない。 
家族が困難をかかえ
ているか。意欲低下
が見られる。
低所得のため、希望
する生活ができてい
ない。 
引きこもりも多いの
では。 
親世帯の経済に依存
傾向があり、その先
親の状況変化で生活
も変化する。

介護の担い手として
の役割があり、就労
継続が難しくなる。
社会的な経験不足な
どスキル不足があ
る。 

就労定着のための助
け。 
生活改善のための手
助け。 

親世帯の加齢にとも
なう介護など、ご本
人たちへの役割が増
え、困難感が増すこ
とにならないよう相
談が必要。 
（生きにくさをかか
えた状況が長びくほ
ど信頼関係の構築が
難しい。距離感を保
ちながら継続した支
援ができるように付
き合っていく。） 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
065 ２達成に近づいている

地域にて、自立した生活が出来るよう、公的
な支援を行っている。
・適切なサービス利用
・相談の出来る場の増加

２できている
必要な機関・サービスへと繋げている。 
・機関連携 
しかし、本人の困り事を包括的に支援してい
くことに困難さを感じる。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・不登校。

・不適切な養育。
・養育困難。 
・劣悪な家庭環境。
・貧困。 

・児の特性、発達。
・親の理解、成育
歴、特性。 
・貧困、虐待の連
鎖。 

・関係機関へ繋げる
こ と で 、 児 の 養
護、養育環境を整
える。 

・切れ目のない支援
を長期的に行い、
幼少期から青年期
以降までの本人の
生活を見据えて、
自立していけるよ
う、各関係機関が
支援をしていくこ
とが大切である。

15～18歳 ・進路⇒進学、就
学。 

・精神疾患の発症。
・適応能力の問題。

・児から者への移行
に合わせて、スム
ーズな支援の利用
へ繋げ、その後の
アフターフォロー
の体制も整える。 
⇒進学、就労、サー
ビス。 

・切れ目のない支援
を長期的に行い、
幼少期から青年期
以降までの本人の
生活を見据えて、
自立していけるよ
う、各関係機関が
支援をしていくこ
とが大切である。

18～30歳
未満 

・児から者への移行
に伴い、関係機関
の切り替え。
⇒児、者の年齢（児
童福祉法、民法18
歳20歳）。 
・本人の所属（学
校）がなくなるこ
とで、居場所がな
くなってしまう。 
・本人の自立。
・就労先の選定、継
続の困難さ。

・児ほどの密な関わ
りが困難となり、
関われる範囲が狭
くなってしまう。 
・本人の自立の能力
不足。
・精神疾患の発症。 

・居場所づくり。
・就労支援。 
・地域での生活を維
持していくための
支援。 
・相談できる体制を
整える。 

・切れ目のない支援
を長期的に行い、
幼少期から青年期
以降までの本人の
生活を見据えて、
自立していけるよ
う、各関係機関が
支援をしていくこ
とが大切である。

30～40歳
未満 

・障害者としての認
定の困難さ。 
⇒療育手帳（知的）
の取得のハードル
の高さ。 
・親の高齢化。 
・本人の関係者（家
族等）の減少によ
り、本人の情報を
得ることが困難。 

・権利擁護。
・支援へ繋げること
の困難さ。

・ライフストーリー
が長く、本人への
介入が困難。 
・本人から支援の拒
否等が見られる。

・居場所づくり。
・就労支援。 
・地域での生活を維
持していくための
支援。 
・相談できる体制を
整える。 

・切れ目のない支援
を長期的に行い、
幼少期から青年期
以降までの本人の
生活を見据えて、
自立していけるよ
う、各関係機関が
支援をしていくこ
とが大切である。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
066 ３どちらともいえない

子ども・若者支援を行う機関は充実してきて
いますが、安心して暮らすことができるとい
うニーズに対応しきれていないこともあるよ
うに感じています。

２できている
医療・教育・行政など関係機関と連携を図り
ながら支援を行っています。しかし、関係機
関と連携していても、緊急対応などには課題
があると感じています。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 障害、不登校などの

子どもたちの家庭が
ゴミ屋敷や貧困など
厳しい環境であるケ
ースが目立ってきて
います。 
中高生くらいの年代
になると無断外出、
県外まで「家出」す
るケースも目立つよ
うになってきていま
す。

家族の形態が多様化
し、保護者の働き方
も多様化してきてい
ます。 
子ども・若者が抱え
る困難に向き合うよ
り生活・生計を維持
することを優先せざ
るを得ない家庭が増
えているのではない
かと思います。 

「障害」「虐待」「健
全育成」など関係機
関ごとの縦割りをな
くすこと。 

家庭環境により子ど
もたちの生活や学校
生活、進路選択が制
限されることのない
ように支援を組み立
てること。 
保護者に保護者とし
ての責任を追及する
ばかりではなく、サ
ポーティブに関わる
こと。 

15～18歳 記入なし 記入なし 「障害」「虐待」「健
全育成」など関係機
関ごとの縦割りをな
くすこと。 

保護者に保護者とし
ての責任を追及する
ばかりではなく、サ
ポーティブに関わる
こと。

18～30歳
未満 

大学生活がうまくい
かない、就職活動に
つまずいている学生
の保護者からの相談
が増えてきました。 
また就職後、うまく
いかないケースも相
談につながるように
なっています。 

家族や職場の上司な
ど、本人の周囲の人
が本人の困難さ、障
害などに気づいてい
ても本人が自覚しな
い、支援の必要性を
理解しない、拒否す
ることで、周囲の人
が疲弊してしまう状
況があると思いま
す。

大学や企業との連
携。 

記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
067 ３どちらともいえない

個人的に思うことはありますが、ふらっとと
してここに明記できることは、あまり思い浮
かばないので３としました。 
時々ある相談は、子どもに情緒面の不安定さ
がある母親が１人親家庭で、生活保護になら
ないギリギリのライン。その母親も精神科へ
通院中で、生活のために働きたいという内容
です。子どもの安定のためには母親の関わり
が大切ですが、そういう母親に限って生保に
ならずに責任をもって稼がなければという方
が多く、時間の制約がある中で働くことの難
しさを感じます。

２できている
障害や病気という側面で働くことに課題をか
かえる若もののサポートをしています。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 この年代の方が直接

相談に来ることはあ
まりありません。ま
れにあるのは、この
年代の当事者の親か
らの相談で、これか
ら特別支援学校に行
こうか、普通の学校
の支援級に行こうか
迷っており、どちら
に進学すると、将来
どういう就職ができ
るのかという問い合
わせがあります。

学校等での支援級や
特支に関する説明
が、親が不安の強い
タイプの場合に不十
分なことがある。 

教員の方々も、障害
のある人の将来につ
いて学んだり知った
りして頂く、また、
ＳＳＷを十分に活用
すると良いと思いま
す。 

問い合わせがあれば
できるだけていねい
に伝えます。 

15～18歳 高校を中退した方か
らの相談が時折あり
ます。何らかの困難
や病状の悪化が原因
で退学しているた
め、就労支援機関を
紹介することが多い
ですが、親が一般の
就職にすぐに就くこ
とができないことに
納得できず、支援が
進まない傾向があり
ます。 

中退する高校に原因
があるのではなく、
それまでの親や学
校、本人にかかわる
人々の関わりに原因
があると思われる。
（０～15歳）いじめ
や教員の圧迫的な関
わり、逆に無関心、
親の原因（モンスタ
ーペアレントや障害
があって養育力の無
い親）など、たくさ
んの要因があり、
各々異なると思いま
す。

０～15才の関わりは
とても大切だと思い
ます。養育力の無い
親のフォローは引き
つづき大切だと思い
ます。学校では、本
人の自尊心を損なう
ような支援は控え
て、表面的な問題で
はなく、本質に目を
向け、医療や福祉な
ど外部とも積極的に
連携頂けると良いと
思います。 

中退が悪いわけでは
なく、働きたいので
あれば、今、何の影
響で働くのが難しい
のか、それを解決す
るためには何が必要
か、働くことだけに
とらわれすぎずに相
談にのります。 

18～30歳
未満 

高校は通信制高校
に、その後就職した
いと相談に来るも、
人と関わるのは恐
い、しかし友人より
も有名で給料の良い
仕事に就きたいが、
バイトも２～３日し
かつづかないという
方がたくさんいま
す。やりたい事や目
標はないけれどとり
あえず大学に行っ
て、卒業しても、そ
の後何もせず家にい
たという方にも同様
のことが多いです。 

学校に通うことで、
人と関わることや就
職などから目を背け
ていたけれど、急に
働かなければやるこ
とがなくなり、周り
から置いていかれた
と感じ、働こうとす
るも社会に出ていく
ことができず、とい
うことが原因かと思
います。 

人によりますが、学
校で言われたことを
すること、働いて言
われたことだけでな
く、自分が積極的に
動かなければならな
いことに大きなギャ
ップを感じている方
が多いです。そのギ
ャップを少しクッシ
ョンするものがある
といいと思います。
就労訓練を使うのも
１つの選択肢です
が、それ以前の人と
の関われなさをもつ
方もいるので難しい
です。

15～18才と同様に本
人がなぜ働きたいの
か、なぜ働けないの
かをていねいに聞き
とりながら、働くこ
とや社会に参加する
ことができるよう、
自分達の力だけでな
く、他機関を紹介す
る事も含めながら、
支援をくみ立ててい
きます。 
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30～40歳
未満 

学校を卒業して１度
就職したけれど、そ
こでうまくいかず
に、その後ずっと家
にいて、生活費は両
親まかせ、あるいは
ずっと職を転々とし
ていた方が、両親の
定年に、親に働くよ
うに言われてしぶし
ぶ相談に来られる方
がいます。その場
合、本人に働く意欲
が乏しい方も多いで
す。

これまで親が本人を
ずっと保護してきた
が、定年という機で
急に本人に自立しな
さいと言って、本人
に圧力をかけはじめ
ることだと思いま
す。 

本人は急に言われて
も、すぐには生活を
変えられません。そ
して、働けと言われ
ても生活費は親が出
してくれていては、
働く意味を見出せま
せん。もう少し若い
頃から働く意味を親
や周囲の関係者が伝
えていく必要があり
ます。 

年齢をあまり考え
ず、若い方と同じよ
うに就職活動や仕事
をすることをていね
いに説明する必要が
あります。親が協力
的であれば、少しで
も生活費を本人にお
さめてもらうなど、
なぜ働くのかを一緒
に伝えていくように
できると良いかと思
います。 

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
068 ２達成に近づいている

記入なし
２できている
記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 児童虐待。

不登校。
保護者の意識・考え
方によって支援の方
法が様々である。 

実父・実母等による
身体的虐待・ネグレ
クト、心理的虐待の
発生。 
子どもの保護者の考
え方・生育歴。 
地域とのつながりの
希薄化。 

子どもの保護・保護
者への支援を行う。
子どもの安全を守る
ための適切な一時保
護を行う。親と子の
再統合に向け保護者
への支援を行う。保
護者の理解を得るた
めの支援を行う。

虐待前の気になるレ
ベルで子ども・保護
者に対する適切な支
援を行う。深刻化す
る前の早期発見、早
期対応に心掛ける。
地域の人や関係機関
と情報共有を行う。

15～18歳 不登校、ひきこも
り。 

個人の性格、生育環
境、精神疾患によ
る。 
人間関係のトラブル
も原因となる。 
子どもの保護者の考
え方・生育歴。 
地域とのつながりの
希薄化。

病院・精神保健福祉
センターへの相談が
必要。 
本人から相談できる
窓口を明確にする。 

長期化する前に第三
者に相談していく。 
全ての年齢層にあて
はまるが個人情報守
秘義務については慎
重に扱う。 
地域の人や関係機関
との情報共有を行
う。

18～30歳
未満 

生活に困難を抱える
若者への支援（貧困
対策）。 
ニートの状態にある
若者への支援。

18歳の学校教育終了
により社会とのつな
がりが消滅する。相
談機関がわからな
い。 
精神疾患による就労
意欲の低下。

社会サービス利用に
向けての支援。 
自立・社会参加へつ
なげ就労し、安定し
た収入が確保できる
ようにする。 

支援機関の存在を知
ってもらう。積極的
な情報提供を行い生
活困窮・貧困の連鎖
の防止に心掛ける。 

30～40歳
未満 

生活に困難を抱える
若者への支援（貧困
対策）。 
ニートの状態にある
若者への支援。

ニート状態にあるこ
とのコンプレックス
により相談できな
い。相談機関がわか
らない。

就労に向けての情報
提供の支援。 
医療機関への受診の
案内。 

支援機関の存在を知
ってもらう。積極的
な情報提供を行い生
活困窮・貧困の連鎖
の防止に心掛ける。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
069 記入なし 記入なし

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・不登校。

・不適切な養育環境
の中で生活を強い
られる（ネグレク
ト）。 

・友人関係の悪化。
・親の養育意識の低
下 （ 疾 病 、 障 害
等）。問題意識な
し。負の連鎖。 

家庭に係わる人で情
報共有を常にしてお
くこと。家庭内で問
題があった際に早急
に支援できるように
する。

子ども目線で物事を
考えること。 

15～18歳 進学先、就職先が限
定される。 

本人自身の学力の問
題、家庭の経済的問
題。 
受け入れ側の意識の
低さ、向上心なし。 

家庭に係わる人で情
報共有を常にしてお
くこと。家庭内で問
題があった際に早急
に支援できるように
する。

子ども目線で物事を
考えること。 

18～30歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

30～40歳
未満

記入なし 記入なし 記入なし 記入なし

ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
070 １達成している

治安がよいため 
３どちらともいえない
働く意欲があっても、就職ができていない人
がいるため。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 児童発達支援の空き

がない。 
重心ではないが、重
心に近い状態の子供
の受け入れ先がな
い。

物事の機械化。 自発の施設をつく
る。 

愛情をたくさん与え
る。 

15～18歳 夢がない。
やりたい事が見つか
らない。 

物事の機械化。 記入なし 電子機器の勉強。
スポーツをする環境
を整え、コミュニケ
ーション。

18～30歳
未満 

離職率が高い。 物事の機械化。 仕事をしたくなるよ
うなイベントを開催
する。

コミュニケーション
をとる。 

30～40歳
未満

年金問題。 物事の機械化。 記入なし コミュニケーション
をとる。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
071 ４あまり達成に近づいてない

・人口減（出生数の低下、転出数増加等）。 
４あまりできていない
・不登校に対する教育機関における支援が十
分でない現状。 
・障がい児の就学課題は顕著（普通校入学、
職員配置（専門職等）等）。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
15～18歳 記入なし 記入なし 記入なし 記入なし
18～30歳
未満 

・障がい（発達、パ
ニック等）を持っ
ていたり、障がい
と 言 え る か ど う
か ？ が 難 し い 方
で、労働中に症状
が出現し辛い状況
となった時、なか
なか上司や職場に
言いづらく、就労
継続を悩んでしま
う 方 も い た り す
る。 
・症状としては普段
は特に問題はない
が、年数回のみ出
現 す る 程 度 な の
で、なかなか職場
に伝えたり相談す
ることを躊躇する
方もいる。

・職場に伝えること
で、退職をさせら
れてしまうのでは
ないか、不利益を
こうむるのではな
いか等不安感が増
し、おいつめられ
てしまう。 

・職場（全職員）に
おけるメンタルヘ
ルスへの理解（う
つ 、 発 達 障 が い
等）。 
・職場におけるメン
タルヘルス対策の
強化（相談しやす
い環境作り等）。 

記入なし

30～40歳
未満 

・うつ状態での就労
継続を悩んだり、
離 職 後 の 復 職 の
壁。 

・職場に伝えること
で、退職をさせら
れてしまうのでは
ないか、不利益を
こうむるのではな
いか等不安感が増
し、おいつめられ
てしまう。 
・又、離職後の生活
不安と復職できる
かどうかと悩む心
理的側面。

・復職（リワーク）
支援の強化※リワ
ークに特化した浜
松市で受けれる支
援環境。 
・うつ病への対策強
化。 
・自殺対策強化。早
期発見、医療のつ
なぎ、継続支援等
体制確立（個別支
援を可能とする専
門支援機関等）。 

※年齢層関係なく、
本人の気持ちによ
りそい、背景にあ
る も の を は あ く
し、丁寧に時間を
かけてでも支援し
ていくこと。 
又、本人のみなら
ず家族全体に視点
を置き、生きやす
い社会環境にすべ
くソーシャルアク
ション意識。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
072 ２達成に近づいている

支えがある中で安心して暮らすことができて
いる若者がいる。

２できている
サポステやひきこもりの個別支援や居場所が
あり、支援を行っている。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・不登校。 ・家族関係の不和に

よりひとり親や親
のうつ病等の病気
からの影響で本人
の情緒の未発達が
ある。 
・母子の関係。

・健全な家庭環境を
整える支援。 
・本人の学びの場を
適切に選択できる
支援。 

・障害者だけでなく
その世帯をみるこ
ととニートや、ひ
きこもりも支援へ
つ な げ て い く こ
と。 
・ストレングスの視
点。

15～18歳 ・通信高校へ行って
も中学からほぼ不
登校なので、勉強
が分からず、通信
高校も退学してし
まう。 

・中卒までのつまず
いた経験による自
己肯定感の低下。 

・健全な家庭環境を
整える支援。 
・本人の学びの場を
適切に選択できる
支援。 

・障害者だけでなく
その世帯をみるこ
ととニートや、ひ
きこもりも支援へ
つ な げ て い く こ
と。 
・ストレングスの視
点。

18～30歳
未満 

・ニート。 ・小・中・高校での
つまずいた経験に
よる自己肯定感の
低 下 。 意 欲 の 減
退。 

・ニートの本人に対
しての意欲、喚起
のための支援。 
・できることを経験
し、自信をつけ就
労につながってい
く場、支援。 

・障害者だけでなく
その世帯をみるこ
ととニートや、ひ
きこもりも支援へ
つ な げ て い く こ
と。 
・ストレングスの視
点。

30～40歳
未満 

・ニート。 ・小・中・高校や青
年期でのつまずい
た経験による自己
肯定感の低下。意
欲の減退。 

・ニートの本人に対
しての意欲、喚起
のための支援。 
・できることを経験
し、自信をつけ就
労につながってい
く場、支援。 

・障害者だけでなく
その世帯をみるこ
ととニートや、ひ
きこもりも支援へ
つ な げ て い く こ
と。 
・ストレングスの視
点。
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
073 ３どちらともいえない

記入なし 
３どちらともいえない
相談のなかで、サポステなどと連携してやっ
てはいる。

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 ・（児童の相談を行っ

ていないので）直
接の相談はほぼな
い。 
・親と子の関係性
が、そもそもの問
題であると感じる
（愛着障害がその
後のすべてに影響
していると思う）。
・親自体がなんらか
の障がいをもって
い る ケ ー ス が 多
い。

・（児童の相談を行っ
ていないので）直
接の相談はほぼな
い。 
・親と子の関係性
が、そもそもの問
題であると感じる。
（愛着障害がその
後のすべてに影響
していると思う） 
・親自体がなんらか
の障がいをもって
い る ケ ー ス が 多
い。

・親が障がいをもっ
ている場合、周産
期からの子育て支
援を手厚く行う。
・ＳＳＷやＳ・Ｃの
充実。 

親を孤立させない。

15～18歳 ・卒業後の進路がみ
つからない。 
・卒業→就職の流れ
からいったんオフ
コースしてしまう
と、うもれてしま
う。（ひきこもりに
ならなくても）社
会との接点がなく
なる。 

・卒業後の進路がみ
つからない。 
・卒業→就職の流れ
からいったんオフ
コースしてしまう
と、うもれてしま
う。（ひきこもりに
ならなくても）社
会との接点がなく
なる。 

・高校卒業後もつな
がっているフォロ
ーアップ体制。 
・すべての人に相談
支援機関のあるこ
とを周知。 
・ＳＳＷ、Ｓ・Ｃの
充実。 
・学校以外の居場
所、つながりを持
つ場。

・自己肯定感を高め
る。 
・対話的支援（オー
プンダイアローグ
の手法とか有効だ
と思う）。 

18～30歳
未満 

・通所先や就労が定
着しない（サービ
スが増えたことで
簡単に別なところ
に行けばよいと思
ってしまう人が増
えた）。 
・発達障がいによる
問 題 が 顕 在 化 す
る。

・通所先や就労が定
着しない（サービ
スが増えたことで
簡単に別なところ
に行けばよいと思
ってしまう人が増
えた）。 
・発達障がいによる
問 題 が 顕 在 化 す
る。

・市民の理解・協力
（ステレオタイプ
にみずに様々な課
題を持つ人への協
力体制づくり）。

・自己肯定感を高め
る。 
・対話的支援（オー
プンダイアローグ
の手法とか有効だ
と思う）。 

30～40歳
未満 

・愛着の課題を引き
ずったままそれに
親の高齢化がから
まる。 
・親の高齢化に伴い
経済的な後ろだて
がなくなってしま
う。 

・就労先がない（本
人の状況にあわせ
た働き方ができな
い）。 
・愛着の課題を引き
ずったままそれに
親の高齢化がから
まる。 

・親の高齢化に伴い
経済的な後ろだて
がなくなってしま
う。

・はたらく場（様々
なバリエーション
をもった）をつく
る。 

・自己肯定感を高め
る。 
・対話的支援（オー
プンダイアローグ
の手法とか有効だ
と思う。） 
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ＳＮ 問３(１) 達成度の理由 問３(２) 支援のできばえの理由
074 ４あまり達成に近づいてない

プラン自体浸透されていない気がします。何
をもって達成とするのかよく分かりません。 
社会や経済の変動により雇用問題が深刻化
し、ニートやアルバイトが増えています。ま
た家族関係の不和や核家族化、地域社会の希
薄化など安心して暮らすまちにするには課題
がありすぎて達成しているとは思えません。

４あまりできていない
行政として困難を有する若者への支援につい
て何をどう取り組んだのか成果が分かりませ
ん。 

問４ 困難の傾向 問５ 困難の原因 問６ 必要な支援や環境 問７ 支援者として心掛けること
０～15歳 親や保護者が本人を

受け止められず、必
要な療育、教育を受
けていない。 
親の養育能力が不十
分、生活困窮世帯。 
生活困窮家庭は、サ
ービスにつながるま
でに時間がかかる。 
また小・中学生の不
登校、ひきこもり問
題、放デ以外のアプ
ローチがない。 
児童精神科が市内に
少なく、初診でも数
ヶ月待つ状況。

親の養育能力が不十
分（親が病気、精神
疾患、知的など。）一
人親世帯、両親の不
仲、生活困窮世帯 
本人の障害特性（発
達障害、愛着障害）。
親・保護者が本人の
障害受容が出来てい
ない。 

子供や家庭にも支援
できる人材確保や育
成ファミサポの利用
条件の幅が狭くつか
いづらいため条件の
幅を広げてほしい。 
不登校、ひきこもり
のアウトリーチ型支
援。 

家庭環境の把握、保
護者の養育能力の把
握。 
本人の特性を理解
し、必要な支援機関
の情報提供、関係機
関との連携。 
保護者や本人との信
頼関係の構築。 

15～18歳 支援級に在籍してる
児童は、一般の高校
に受験できない課題
がある。 
不登校、ひきこも
り。 

親の養育能力が不十
分（親が病気、精神
疾患、知的など）。一
人親世帯、両親の不
仲、生活困窮世帯。 
本人の障害特性（発
達障害、愛着障害）。
親・保護者が本人の
障害受容が出来てい
ない。

不登校、ひきこもり
のアウトリーチ型支
援。 

家庭環境の把握、保
護者の養育能力の把
握。 
本人の特性を理解
し、必要な支援機関
の情報提供、関係機
関との連携。 
保護者や本人との信
頼関係の構築。 

18～30歳
未満 

発達障害や知的にグ
レーゾーンで手帳取
得ができない方の就
労問題。 
また人間関係の関わ
り、コミュニケーシ
ョンが苦手であるた
め、就労できても長
続きしない現状があ
る。ひきこもり、未
受診、望まない妊
娠、性被害、DV、
SNSトラブル。

雇う企業側が障害の
理解や配慮が出来て
いない、体制が整っ
ていない。 
しっかりと性教育を
受けていない。 
家以外に居場所がな
い。 

企業側へ障害の理解
を広めるための取り
組み、性教育につい
ては、中・高で学ぶ
体制づくり。 
精神科Drによるアウ
トリーチ支援。 
デイケア、地括以外
の居場所。 

・本人の希望、意思
をくみ取り、支援
していく。 
・家庭環境の把握。 
・本人との信頼関係
の構築。 

30～40歳
未満 

発達障害や知的にグ
レーゾーンで手帳取
得ができない方の就
労問題。 
また人間関係の関わ
り、コミュニケーシ
ョンが苦手であるた
め、就労できても長
続きしない現状があ
る。ひきこもり、未
受診、望まない妊
娠、性被害、DV、
SNSトラブル。 
親が高齢になり、Ｋ
Ｐとなる存在がいな
いことや相談相手が
いない。

・家族関係が悪い。
・家以外に居場所が
ない。 

企業側へ障害の理解
を広めるための取り
組み、性教育につい
ては、中・高で学ぶ
体制づくり。 
精神科Drによるアウ
トリーチ支援。 
デイケア、地括以外
の居場所。 

・本人の希望、意思
をくみ取り、支援
していく。 
・家庭環境の把握。 
・本人との信頼関係
の構築。 



Ⅲ 若者支援に関するアンケートから見えてくる

課題と今後の目指すべき方向性 

Ⅰ若者本人（P１~）・Ⅱ支援機関（P25~） 調査より 





－95－ 

若者を対象とした調査と支援機関を対象とした調査から、本市における課題を導き出し
た。また、実現可能性は考慮せず、課題解決に向けた取り組みを提案することとした。以
下はその内容である。ヒト、モノ、カネが限られる中、すべての取り組みが早期に実現で
きるものではない。ここに記載した内容を参考に、重点的に取り組むものや早期に取り組
むものを検討し、真に若者のためになる取り組みを進めるきっかけとしていただきたい。

 支援機関を対象とした調査からの課題と取り組みの提案  

【相談の一歩を踏み出すための工夫】 

●2022 年４月から成人年齢が変わり、18 歳で成人となる。18 歳から 20 歳の若者が法
や制度の狭間に陥り、必要な支援が受けられない事態は回避しなければならない。18
歳から 20 歳に限った話ではないが、どの年代の若者に対して、どこがどのような支援
が可能なのか、浜松型若者支援の全体マップ（場所のプロットだけでなく若者が必要な
支援を選択しやすいような１枚図）があると、相談の一歩を踏み出しやすいと言える。 
⇒【若者の課題B・C】 

【効果的な情報提供のあり方の検討】 

●実態に即したとても効果的な事業を展開していても、支援を必要とする若者にその情報
が届いていなければ宝の持ち腐れである。相談に来ている若者には何らかの支援ができ
るが、相談に来ていない若者が相当数いることを前提に、若者本人やその周囲の人々へ
必要な情報をどう届けるか、情報提供の仕方には絶え間ない工夫が必要である。 
⇒【若者の課題B・C】 

【受け身ではない積極的な関わりの検討】 

●前述のとおり、自ら相談に来ない若者をどう支援に結び付けるかは難しい課題である。
こうした中、自殺対策ではゲートキーパー、認知症対策では認知症サポーターがおり、
いずれも「気づき」からスタートしている。本人の様子、家族の様子、自宅の様子など
から積極的な「気づき」を得て、相談や支援につなげていく仕組みも検討の余地がある。
これを仮に０次支援とすれば、相談は１次支援、具体的な解決に向けた支援が２次支援、
その後の見守りや継続的な関わりが３次支援と言える。２次支援も３次支援も１次支援
がなければできないものであるため、１次支援に結び付ける０次支援のあり方に検討の
余地がある。 
⇒【若者の課題C・D】 
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【必要な連携の強化】 

●本業務において実施した支援機関の研修会には、実に様々な立場の支援機関が参加され
た。初めて会う人、初めて知る組織、初めて聞く取り組みなど、新鮮に映ったようであ
る。一方でそれは、他機関との連携が希薄である証拠でもある。また、支援機関はそれ
ぞれが得意とする部分を持っている。換言すれば得意でない部分もある。したがって、
自組織で解決できない、うまく改善に結び付けられない場合は、他機関と連携したり的
確なアドバイスをもらったり、次の一手を円滑に打てるような環境を整えておくこと、
すなわち横の連携強化が必要である。 
⇒【若者の課題C・D】 

【支援者に対する支援の充実】 

●若者が支援を必要とするケースは実に様々で、その原因、背景、症状、改善要望等も
様々である。よって、簡単に支援方法を類型化することはできず、ケースバイケースの
対応を迫られている。支援する側には多様な知識、情報、経験、技術等が求められるこ
とから、支援者が学び続けることのできる機会の充実が必要である。 
⇒【若者の課題A】 

【新しい仕組み（人に着目した支援）の検討】 

●現在の若者支援は、年齢や場面（就労、就学）などで区切られている。介護が必要な高
齢者の場合、杖があれば歩ける要介護１の状態から、寝たきりで認知症がみられる要介
護５の状態になっても、ケアマネジャーが寄り添い、必要な支援をコーディネートして
いる。その「人」に着目した継続的な支援ができないか、その仕組みを検討することが
必要である。 
⇒【若者の課題C・D】 
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 若者を対象とした調査からの課題と取り組みの提案
※下線は特に検討されたい事項 

【A支援側の努力】

★相談にのる側の意識の改革
★進路指導における選択肢の充実
★相談したい側にたった体制づくり（土・日・祝や、19時以降も相談できる）

【B手法の多様化】 

★SNS、電話、メールの活用 
★ピアカウンセリング（同じような境遇の方の集い） 

【C周知・PRの徹底】 

★適切な相談先を紹介できるコンシェルジュの配置
★相談機関の PR、一覧表の作成 
★若者だけでなく、若者の家族にも届くような PR 
★相談機関には様々な相談ができる、オープンであること等の周知（人生相談、職場体
験、予約なし） 
★相談機関をわかりやすい、目につきやすい、行きやすい場所に

【D支援内容の充実】 

★日本語習得支援 
★市役所での多言語対応 
★職業訓練、職場体験の充実 
★居場所的な空間づくり 



－98－ 

 両調査からの課題と取り組みの関係性  

A 支援側の努力 ○支援者に対する支援の充実 

B 手法の多様化 

C 周知・PR の徹底 

D 支援内容の充実 

○相談の一歩を踏み出すための工夫 
○効果的な情報提供のあり方の検討 

○受け身ではない積極的な関わりの検討 
○必要な連携の強化 
○新しい仕組み（人に着目した支援）の検討

若者 支援機関
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～このページは白紙です～ 


